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　二十一世紀前期。

　魔法が科学的に解明され、科学と並行して利用される現代。

　魔法の種しゆ類るいは攻こう撃げき魔ま術じゆつや医い療りよう魔術、錬れん金きん術じゆつなど多岐に渡るが、今一番注目されているのは召しよう喚かん術じゆつだ。

　大召喚術時代と言われる現代、神・天使・悪魔・精霊・妖よう怪かい・英えい霊れい・怪物などを総称して召しよう喚かん霊れいと呼ぶ。

　原子ではなく、霊子という物質で構築されたこれら召喚霊の存そん在ざいが観測されると、召喚霊を利用する技術が作られた。これが召喚術だ。

　そうした中で、国連は全すべての国が貧ひん富ぷの差に関係無く平等に召喚術を学べるよう、太平洋上に国際育成機関の建造を決定。

　巨大人工島の上に街と一〇〇〇の学園を作り、世界中から召しよう喚かん術じゆつ師し志望の子供を集めた。

　それが俺の通うこの学園。理事長を主権者とし、どの国にも属さない、独立学園国家だ。


　　　◆



　三月、中等部一年の終わり頃。

　普通科の俺は課か外がい授じゆ業ぎようで、魔術関連の博物館である青少年魔術館に来ていた。

　初めは召しよう喚かん術じゆつ科かに入学した俺だが初しよ等とう部ぶの頃、俺のヒーローだった兄貴が死んだ事で目標を失い、普通科に自主転科。

　召しよう喚かん術じゆつとは無む縁えんの穏やかな日々を過ごす俺は今、こうして魔ま術じゆつ製せい品ひん発はつ展てんの歴史や召しよう喚かん術じゆつ関かん連れんの展示物を、他ひ人と事ごとのように眺めて回る。

　普通科は召しよう喚かん術じゆつ師し志望の生徒ではなく、学園で働く職しよく員いん達たちの子供用に用意された科だ。俺みたいに、召喚術科から転科する奴は普通いない。

　召喚術師への道を捨てた事に、後こう悔かいは無かった。

　今さら召喚術科に戻りたいとも思わない。

　召喚術師だった兄貴が戦闘任務で死んでから、俺は決めている。人生を平へい穏おんに過ごせたら、それが一番だって。まぁ、元から惜しむような才さい能のうもなかったしな。

「それではみなさーん。最後に持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しき体験をしますよー」

　先生の指示に従って、みんなで移動を始める。

　持ち霊とは、召喚術師が一人一つずつ持っている、専用の契けい約やく召しよう喚かん霊れいの事だ。

　召喚術師は持ち霊の力を借りる事で戦闘機と拮きつ抗こう、一流ならばそれ以上の戦せん闘とう力りよくを発はつ揮きする。

　おかげで世界中の兵士は召喚術師に置き換わって、戦車や戦闘機はお払い箱だ。

　多くの客でにぎわう青少年魔術館の中を歩いて、長い列が何本もあるコーナーにつく。時間予約をしていた俺らはその列をしり目に、係のお姉さんの説明を受けた。

「では、こちらの召喚陣に手を置いてください」

　係のお姉さんが床に描かれた召喚陣、幾き何か学がく模も様ようを囲む巨大な円を手で指す。

　クラスメイトの一人が円の中でしゃがみ、手を付けた。

　召喚術師ならここで霊力を操そう作さして召喚陣に流しこむのだが……

「出いでよ召喚霊ぃいいいいいいいい！」

　なんて言っても何も起こらない。

　召喚陣の上に、立体映像で綺き麗れいな女性型の精霊、ウンディーネの姿が投とう影えいされる。

「と、いうふうに、もしも君が召喚術師だったら持ち霊が召喚されます。では次の人」

　持ち霊召喚には、常人より遥はるかに高い霊力と、召喚術への深い知ち識しきと技ぎ術じゆつが必要だ。

　当とう然ぜん、幼い頃ちょっとかじっただけの俺がやってもクラスメイトと同じ結果だろう。

　でなければ、世の中は人間兵器と呼ぶべき召喚術師だらけになってしまう。

「鷺さぎ澤さわ秋あき人とくーん。次は君ですよ、早くしてください」

「え、あーはい」

　先生に気の無い返事をして、俺は召喚陣に手を置いた。

　人間が無意識的に発散している微弱霊力程度では、当然召喚陣に反応は無し。

　俺がてきとうな台詞せりふを言って、さっさとやめようとすると、突然召しよう喚かん陣が激しくスパーク。強い光を帯びて大気が揺れた。

「へ？」

　俺は霊力を流しこんでいない。

　なのに召喚陣が俺の微弱霊力に過か剰じよう反はん応のうした。

　呼び出すのではなく、向こう側から何かが門をこじ開けるような空気が伝わって来る。

　係のお姉さんやクラスメイト、先生が慌てふためく中。召喚陣から半透明の人の頭、肩、胸と現れて、それは全身を顕けん現げんさせて実体化した。

　古代日本の衣装に身を包んだ、中性的な美系男子だった。

　俺と視線を交えて、薄く笑う。

　戸惑う中、俺とそいつの体から光が溢あふれて結びつく。

　これは契けい約やくが完了されたという証あかしだ。

　男はすぐに虚こ空くうへと雲うん散さん霧む消しよう。誰もが呆あつ気けに取られる中、係のお姉さんが言った。

「い、今のは？」

　俺は現げん状じようを受け入れられず、震えながら、自然と胸の中に響いた名前を口にする。

「……ヤマト……タケルって」

　日本神話最強の英えい雄ゆうの名を聞いて、その場にいた全員が驚きよう愕がくの悲ひ鳴めいを上げた。

　加えて言うならば、ヤマトタケルは世界で唯ゆい一いつの神殺しであり……魔王殺しだった。


　　　◆



　一カ月後。独立学園国家、特別学習センター。

　ここには召しよう喚かん術じゆつに関かかわる問題を抱えた生徒達が、更生の為ため、保ほ護ごされている。

　生徒を監かん視しするための収しゆう容よう施し設せつはＡ棟からＦ棟までの六棟。けれど生徒達は知っている。立ち入り禁止の、七つ目の建物がある事を。そこは人の気け配はいが無い、無人のようにも感じられる建物だった。

　特別学習センターの生徒達は、そこをＧ棟と呼んでいた。

「セリア・セルベール。これより貴様は退園となる！」

　Ｇ棟のガレージで、女性看守長が声を張り上げる。

　看守長の前には、頭に黒いヘッドホンを被かぶった少女、セリアが佇たたずんでいる。

　ヘッドホンとは対たい照しよう的てきに、髪も、肌も、そしてまとう空気すら白く透すき通るような、そんな少女だった。

　周しゆう囲いには、セリアを取り囲むように女性看守達が立っている。彼女達は全員腕ききの軍人であり、セリア一人を監視するために配属されていた。

　無む口くち無む表ひよう情じよう無感動なセリアに、看守長は事務的に告げる。

「以後は第三〇四学園中等部に編入となる。最後に何か質問はあるか？」

「……ありません」

「よし、では乗れ」

　看守長は視線だけで、セリアを軍用装甲車の後部貨物室へ促した。

　セリアは黙って従う。

　狭い貨物室には、左右の壁かべ際ぎわに長い座席スペースがあった。

　武ぶ装そうした召しよう喚かん術じゆつ師しが右側に五人、左側に四人座っている。セリアは隊長と思おぼしき人物に、左側の四人の中央を銃じゆうで示されて、そこに座る。

　左右二人ずつ、正面五人に包囲された厳げん戒かい態たい勢せい。少女一人に対する扱いとは思えない。

　外から、ガレージの巨大なシャッターが持ち上がる音が響く。それから、今度は外の分厚い門が開く重々しい音が、ヘッドホン越しにセリアの耳によく届いた。

　周りの召喚術師が口を開く。

「隊長、本当によろしいのでしょうか？　こいつは…………ルシファーの召しよう喚かん者ですよ？」

「上の決めた事よ。それに、こいつにはあの魔王殺しが監かん視しにつくらしいわ」

「魔王殺しとは、あの？　しかしあいつは元普通科の素人ではないですか」

「いえ、私の聞いた話だと、さらに前は召しよう喚かん術じゆつ科かにいたらしいわ」

「自分の意思で自由に魔王を呼べる子を外に出すなんて、上は何を考えているのやら」

　魔王の少女は周しゆう囲いの雑音にも表ひよう情じようを変えず、魔王殺しの少年の下へと運ばれていった。







第一章　ボーイ・ミーツ・ルシファー




「朝だぞ美み冬ふゆー、起きないとお兄ちゃんがベッドに入っちゃうぞー」

　四月、始業式の朝。俺の妹美冬は、カーテン越しに暖かな春の陽光を浴びながら、ベッドの中で小さく身じろぎをする。重そうなまぶたを右目だけうっすらと開けて、ようやくベッドから上体を起こした。

　普段はツーサイドアップにしている髪も今は下ろされて、やわらかい横髪がピンク色のパジャマに包まれた肩にかかっている。眠そうな目を猫のような手つきでこすって、美冬はそのつぶらな瞳ひとみで俺と視線を交わした。どこにでもある、兄妹きようだいの穏やかな朝だ。

　小さく可愛かわいらしい、花のつぼみのような唇くちびるを開け、美冬は、

「なんで私の部屋にいるんですか？」

　絶ぜつ対たい零れい度どの瞳でそう言った。俺は得とく意いげに言い返す。

「お兄ちゃんのピッキング能力なら部屋のカギ程度三分でＯＫさ」

「死んでください」

　美冬は今日からここ、召喚術師育成機関・独立学園国家の第三〇四学園初しよ等とう部ぶの四年生から五年生に進級する。ちなみに俺は同じく第三〇四学園中等部の二年生に進級する。

「美み冬ふゆは今日もツンデレで可愛かわいいなぁ。だけどツン期が一〇年はちょっと長くないかい？」

「ふわぁ、七時半ですか……仕方ありません、そろそろ起きましょう」

　美冬は流れるように自然な動きでベッドから抜け出し、部屋を出て行った。

　流石さすがは俺の妹、あくびを含めて全すべてのしぐさが可愛いぜ。


　　　◆



「おはよう美冬」

「おはようございます姉さん」

　うちは姉弟妹きようだい三人暮らしだ。俺と美冬がリビングへ行くと、アイランドキッチンで高こう等とう部ぶ二年生になる美み夏なつ姉さんが、制服姿にエプロンをつけ目玉焼きを焼いている所だった。

　僅わずかに青みがかった長い黒髪は、日本人女性における理想美と言われている濡ぬれ羽ば色いろ。美人で手足とウエストは細く、胸は大きく、ふとももとヒップは程良い肉感を持つ。俺と美冬にとっては自じ慢まんの姉だ。毎朝優しい笑顔とおいしそうな朝ご飯の匂においで迎えてくれる。

「美冬、もうすぐ朝ごはんできるから、早く顔を洗ってらっしゃい」

　学校の成せい績せきも優ゆう秀しゆう、おまけに料理や家事が得とく意いという反則染みたハイスペックさを誇る姉さんから視線をはずし、美冬がすぐ近くの洗面台へと向かった。

　俺は音も気け配はいも発さず空気も動かさずにまるで暗殺者のような動きで美冬について行く。

　愛いとしの妹に気付かれないよう抱きつく為ために会え得とくした技ぎ術じゆつだ。

「さてと、弟ちゃーん♥」

　その俺に、ＩＨコンロを止めた姉さんが真横から愛犬のように飛び抱きついてくる。その力強さと勢いは超大型犬のようだ。

「いやぁー！　助けて犯されるぅー！」

「毎朝の弟成分摂取は姉の権利で義務なんだぞ♥」

　姉さんは俺の体にしっかり絡み抱きつき、頭をなでながら頬ほおずりをしてきた。俺は男の本ほん能のうを我が慢まんしながら、必死に手足をバタつかせるが空むなしい抵てい抗こうだ。

「ちょ、姉さん胸、胸当たっているから！」

　姉さんの豊かな双乳が制服越しでもその柔らかさと弾力を主張。優しく押し潰つぶれる姉の巨乳は、今日も思春期真っ盛りの中二男子を惑わせる。

「んー？　胸が当たっていると何がダメなの？　弟ちゃんの口から聞きたいなぁ」

「俺の健全な育成が阻まれちゃうー！」

　実の姉なのに、大きなおっぱいというだけで心臓が暴れて理性がみるみる弱くなる。

　完かん璧ぺき姉さんにも唯ゆい一いつの欠点がある。それはブラコンだ。しかも、極きよく度どの。

「くそぉ！　姉だからって弟に好き勝手抱きつく権利なんてないんだぞ変態め！　ある程度の年齢になったらスキンシップは控えろよ！」

「兄さんはその言葉を鏡の前で復ふく唱しようしてください」

「美み冬ふゆ、そんなゴミを見るような目をしていないで、早く助けてくれ」

「さようなら」

　洗面台のドアが、無情に閉められた。俺の中で、希望の光がついえる。

「薄情ものぉ～！　ええいこうなったら！　悪あく霊りよう退たい散さん！」

　俺は巨乳の甘い誘惑を断だん腸ちようの思いで断ち切る。姉さんのわきをくすぐり、怯ひるんだ隙すきに脱出。ベランダの近くの仏ぶつ壇だんまで飛び逃げて、死しに物もの狂ぐるいでお鈴をチンチン鳴らす。

「助けて兄貴！　俺の貞操が危ないんだ！」

　姉さんはもう一本の棒でさらにお鈴を鳴らしながら声を張り上げる。

「聞いてよお兄ちゃん！　弟ちゃんがね、最近すっごく冷たいの！」

　俺はさらにさらにチンチン鳴らしながら必死に訴える。

「早くこの変態姉にお迎えを下さい！」

　姉さんはさらにさらにさらにチンチン鳴らしながら喚わめく。

「私はお兄ちゃんのハグハグを嫌がった事ないのに弟ちゃんは嫌がるんだよ酷ひどいよね！」

　俺と姉さんは、兄貴の遺い影えいをわしづかんで奪うばい合い叫ぶ。

「兄貴が姉さんに、姉さんが俺にセクハラをするこの負の連れん鎖さを止めてくれ！」

「負の連鎖じゃないもん！　美しき姉弟きようだい愛だもん！　お兄ちゃんもそう思うでしょ！」

　チーン。いつの間にか戻って来ていた美冬がお鈴を鳴らして、両親の遺影に一言。

「お父さん、お母さん、早くこの馬ば鹿かにぃを連れて行ってください」

「美冬ぅ！」

「来ないでください」

　美冬に抱きつこうとして、俺は突き出された足の裏に顔面から突っ込みキスをした。

　美冬、お兄ちゃんは足あし蹴げにされるよりも抱かせてくれるほうが嬉うれしいんだけど。

　どうやら美冬にとってもこの負の連鎖は続いているようだ。

　インターホンが鳴ったのはその時だった。

　俺と美冬がそちらに顔を向けると、姉さんがパタパタと走ってインターホンに出る。

『セリアです生徒会長。今、着きました。部屋は八〇七号室で間違いないでしょうか？』

　氷のように冷たい、けれどガラスの音のように綺き麗れいな声だった。顔も見ていないのに、俺は思わず美少女を想像してテンションが上がった。

「ええ、朝ごはんを用意して待っているわ♪」

　通話が途と切ぎれると、姉さんはくるりと振り向き満面の笑みを見せる。

「ここでサプライズがありまーす♪　なんと今日から家族が一人増えまーす、拍手ー♪」

「って、聞いてないぞ！　そんな家族会議級の事が何で勝手に決まっているんだよ！」

　突然過ぎるビッグニュースに、俺はつい声を荒らげてしまう。

「だってサプライズだもん♪」

　姉さんは、ほっぺに指を当てて笑う。

「サプライズにするような内容じゃねぇし。むしろ俺らの許可必要だろ！」

　美み冬ふゆはクールに言った。

「いえ、私は知っていましたよ」

「いじめか!?」

「いじめではなくサプライズです。あ、姉さん、セリアさんが来る前に髪、お願いします」

「うん♪」

　姉さんはエプロンのポケットから青い髪ゴムを取り出すと、美冬の髪をツーサイドアップにし始める。俺は肩を落として、への字口になる。

「……何この置いてけぼり感」

　そして姉さんは一言。

「あ、それと弟ちゃん、これから来る子、ルシファーの召しよう喚かん者だから」

「……………………へ？」

　俺は真っ白な頭で首を傾かしげる。

「だからね、今日からルシファー使いの子と同居するの」

　姉さんは、美冬のふわふわの髪を細い指でまとめながら、優しそうに口元を開いた。

「弟ちゃんもルシファーの召喚者の事は知っているよね？」

「三年前に持ち霊召喚の儀ぎ式しきで魔王ルシファーを召喚して、施し設せつに保ほ護ごされた子だろ？」

　大召しよう喚かん術じゆつ時代を迎えた現代。世界には新たな差別的価値観が生まれている。

「ええ、その子の施設退園が決まったニュースは見たでしょ？　受け入れ先は私が生徒会長を務める第三〇四学園よ。て言っても学年は中等部の二年だから、弟ちゃんと同じね」

　持ち霊召喚の儀式で召喚される召しよう喚かん霊れいは、人によって変わる。

『起き源げん』──どこの神話、伝説、宗教や英えい霊れいかは民族と育った地域で決まり、

『強さ』──高位の存そん在ざいかどうかは才さい能のうで決まり、

『性質』──聖なるモノか、魔なるモノか、中ちゆう庸ようなるモノかは人間性で決まる。

　というのが通説だ。ただし性質は召喚者の人間性で決まる、というのは今の所なんの根拠も無い。なのに、ニュースは犯罪者が悪魔系召しよう喚かん術じゆつ師しだと、ソレを極端に強調して報道。悪魔系召喚術師＝犯罪者予備軍というレッテルが張られている。俺はこの論ろん調ちようが嫌いだ。

　中学生になった弟とお風呂を共にしようとする変態姉が、清らかな不ふ死し鳥ちよう・火ひの鳥とりを召喚している時点で、本人の人間性と持ち霊にはなんの関係もないのは明白だと俺は思う。

　髪をツーサイドアップにまとめてもらった美冬が、着替えに行くのだろう、自分の部屋に行ってしまうと、俺は姉さんに問う。

「退園は結構だし俺も賛成だけど、よくそんな事が許されたな」

　施設行きの理由は社会からの反発から守る為ためだ。そう簡単に退園できるとは思えない。

「表向きは人権保ほ護ご……でも実際は大人の利権争いといったところかしら」

　姉さんが溜ため息いきを漏らしながら胸の下で腕を組むと、ただでさえ大きな胸が高こう等とう部ぶの制服とエプロンを大きく押し上げた。いい眺めだなぁ、と思ってしまう。

「でも一人なら家族寮じゃなくて女子寮に入るんじゃないのか？」

　学園国家には性別を問わず住める家族寮がある。姉弟妹きようだいの三人で暮らす俺らは家族寮を利用している。でも女子寮ではなく、家族寮に住む俺らと同居する理由が解わからない。

　姉さんが気まずそうな、困った顔になる。

「だって、弟ちゃんとの同居がうちの学園に編入する条件だし」

　…………は？　今この人なんつった？

　有り得ない発言に、俺の意識が聴ちよう覚かく情じよう報ほうをつっぱねる。

「いくつかの学園でセリアちゃんの取り合いになったんだけど、みんな魔王の力が目当てみたいだったから渡したくなくて…………弟ちゃんの持ち霊を材料にしちゃった♪」

　コロリと表ひよう情じようを変え、茶ちや目めっ気けたっぷりに笑う姉さん。俺は慌てて胸の前で手を振った。

「いやいやいや、タケルをあてにされても、俺普通科生の素人だぞ！」

「何言ってるの？　ヤマトタケルを召しよう喚かんしちゃって今年度からは召しよう喚かん術じゆつ科かに転科でしょ？　タケルの名前を出して、うちなら何か問題があっても対応できますって。弟ちゃんを監かん視し役に同居させるのを条件にもぎとったんだから、キャンセルは無しよ」

　俺は肩を落とした。だったら一言くらい相談してほしい。姉さんはいつも強引だ。

　ヤマトタケル。それは神を善悪の区別なく殺す剣、草クサ薙ナギノ剣ツルギを持った最高位の召しよう喚かん霊れいだ。

　あの日からタケルは俺と強きよう制せい契けい約やく。学がく園えん上じよう層そう部ぶは騒そう然ぜん。新聞やニュースは連日、俺の話題で持ち切り。あれよあれよと言う間に俺は一躍時の人になっている。

　神殺しだか魔王殺しだか知らないけど、そんな特上レアなスキルを召しよう喚かん術じゆつをやめた、こんな一中学生に押しつけられても困るんだよ。あーめんどくせぇ。

　俺がさらに肩を落としていると、玄げん関かんのチャイムが鳴った。姉さんは俺に背を向ける。

「あ、来たみたい」

　姉さんが玄関のほうに消えて数秒後。『おまたせー』と姉さんが戻って来る。

　やれやれ、声は綺き麗れいだったけど、どんな奴と同居する事になるんだか……

　ただでさえ召喚術科に戻るハメになって憂ゆう鬱うつな俺は、ネガティブな目を姉さんに向ける。

「紹介するわ。彼女が今日から新しく増える家族のセリアちゃんよ」

　廊ろう下かの奥から最初に見えたのは、獣けもの耳みみ風ふうの形状をした、黒い大きなヘッドホンを被かぶった頭だった。音楽好きな子なのかな、と思った瞬間、魂たましいも凍りつくような白はく銀ぎんの美少女が姿を現した。この時、俺は彼女の姿に目を奪うばわれた。

　背はモデルのようにスラリと高く、腰の下まで伸びた長い銀髪は艶つややかで一切の汚れが無く、窓から差し込む太陽光を反はん射しやして白銀に輝かがやく。

　この独立学園国家には世界中から生徒が集まるが、肌は西洋人よりも白く、薄く青い静脈が透すけるかのように病的な、けれど守ってあげたくなるような儚はかなげな魅み力りよくを持っていた。

　右目の泣きボクロが印いん象しよう的てきな、大きくて濡ぬれた憂いを帯びた瞳ひとみはルビーのように赤く、神しん秘ぴ的てきな魅力を放っている。

　小さな唇くちびるや均きん整せいの取れた細い指先、体のパーツ一つ一つが神様に直ちよく接せつ作られたように美しく整っていた。氷ひよう像ぞうのような顔のまま、彼女はガラス製のベルを思わせる声を響かせる。

「フランスから来ました。セリア・セルベールです。以後、お見知りおきを」

　細い首筋、ふっくらとした大きな胸、キュッと大きくすぼまったウエスト、程良く大きめのヒップライン、太すぎない程度に肉づいたふともも。これで中二？　今年一四歳だと？　慌てるな秋あき人と、平常心を保て。中二にして絶世の美少女と同居。これだけ聞くと世の男子諸君はさぞドキドキすることだろう。でもそんなものは幻想だ。

　漫まん画がやアニメでは女の子と同居すると必ずエロハプニングが起きておいしい思いをできるが、そんなものはフィクションだ！

　普通は風呂に誰か入っていればわかるし、都合よく部屋で着替えているなんて奇跡はない（俺は姉さんの策さく謀ぼうでそんな目に遭ってばかりだけど）。

　他人の女子との同居なんて風呂トイレ洗濯に制約がかかるだけの窮きゆう屈くつな生活でしかない。魔王の召しよう喚かん者だからって俺は気にしないが、俺の取る行動はただ一つ。俺は確固たる決意の下に姉さんを睨にらみつけ、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて両手両膝ひざと額をリビングの絨じゆう毯たんに叩たたきつけた。













「あざぁああああああああああああっっす姉さん！！！！」

　断だん言げんしよう、エロハプってのは起きるもんじゃない、起こすもんなんだよ！

「じゃあ弟ちゃん、今年度からこの子と一緒に召しよう喚かん術じゆつ科かの二年三組で頑張ってね♪」

　姉さんの明るい言葉で、一気に現実に引き戻される。

　もう話に出ているが、今年度から俺は普通科から召喚術科に転科する事になった。

　あぁ、どうして俺はヤマトタケルなんか召しよう喚かんしちまったんだ……。


　　　◆



「というわけでセリアちゃん、今日から弟ちゃんと一緒のクラスでよろしくね。あっ、セリアちゃんの荷物は今夜届くはずだから。今日は私の部屋で一緒に寝ようね♪」

「……わかりました」

　あれからすぐに姉さんが朝ご飯を配はい膳ぜんしてくれて、今、俺は美み夏なつ姉さん、美み冬ふゆ、セリアの四人で食卓に着いて朝ご飯中だ。

　テレビのニュースをＢＧＭに、米や味み噌そ汁しるなどの炊すい事じの湯ゆ気げに溢あふれた日本的な朝。

　でもって俺の目の前には、銀髪紅こう瞳どうのフランス人、セリア・セルベールが座っている。

　いやぁ、セリアを見ているだけで召喚術科に転科するっていう現実から逃避できるなぁ。

　セリアはフランス人形のように綺き麗れいな顔を微動だにさせず、小さな口元だけを動かしてご飯を食べている。彼女だけハシではなくスプーンとフォークが用意され、それを使っている。食べる姿も綺麗だ。一人の男子として、一いつ刻こくも早く仲良くなりたい。

　俺は妄もう想そうの中でセリアとラブラブになってみる。セリアが俺に『はい、あーん』とご飯を食べさせてくれて、俺もお返しに食べさせてあげるのだ。

　そして妄想が加速する俺は、なんかイケちゃいそうな気がした。

「セリア、ハシの練習してみないか？　ほら、こうやってつまむんだよ、はい、あーん」

　俺は華麗なるハシ使いで自分の米をひとすくいつまむと、セリアの前に運んであげた。

　日本文化を教えるという建前で妄想、もとい理想を現実にする作戦だ。

「…………」

　セリアは俺を一いち瞥べつして、無む表ひよう情じようのまま自分のご飯を食べ続けた。

　ふっ、照れ屋さんめ。さて次の作戦を考えねば、俺は根気強いのだ。

「弟ちゃんにはお姉ちゃんが食べさせてあげるね、はい弟ちゃんあーん」

「ちょっ、やめろよ姉さん、子供じゃないんだから。セリアの前で恥ずかしいだろっ」

「弟ちゃんてば照れちゃってぇ♪」

　恥ずかしがる俺を眺めながら美冬が一言。

「ばっかみたい」

　そんな日常を、一本のニュースが切り裂いた。

『では続いて、先月から話題の鷺さぎ澤さわ秋あき人と氏のニュースです』

　リビングの空くう間かん投とう影えい型がたテレビに、俺の顔と名前が映った。科学製品に魔法を付加することで、文明が五〇年進んだと言われる現代。テレビは薄型どころか空間投影型が主流だ。

　そのテレビに美み夏なつ姉さんや美み冬ふゆ、そしてセリアが視線を向けた。

『しかし凄すごいですね、普通科の生徒がヤマトタケルを召しよう喚かんするだなんて信じられませんよ』

『はい、ヤマトタケルは世界で唯ゆい一いつの魔王殺しスキルを持っていますから、国際テロ組織パンデモニウム対策の要かなめです。将来は立派なパンテオン隊員になってくれることでしょう』

　テレビの中で、偉そうなおっさんやおばさんが色々俺の事を喋しやべっている。

　パンデモニウムは世界中で弾だん圧あつされた魔王の召喚者、魔王使い達で構成された国際テロ組織だ。その目的は世界征服と言うから笑ってしまう。でも世界中の軍隊が撃げき退たいはできても捕まえられず、大規模破壊活動も防げないから笑いも続かない。

　世界征服の野望も、全すべての弾だん圧あつ者しやを殺し、格差の無い平らな世界を作る為ためと言うから情じよう状じよう酌しやく量りようの余地がなくはない。けど世界はパンデモニウムの抹まつ殺さつに躍やつ起きになっているし、他の魔王使いへ対する風当たりも強くなる一方だ。

　逆にパンテオンは現代のヒーローだ。国連軍の一種で、最高クラスの召しよう喚かん術じゆつ師し集団であり、世界中の紛争地域やテロ事件に武力介入して、事態を終結させている正義の味方。

　世界平和の為に戦う人、まさしくヒーロー。多くの召しよう喚かん術じゆつ科か生せいの目標で、昔は俺も憧あこがれていたものだ。

　そのパンテオンの元エースがタケル使いで、死んだのは四年前。以来、世界中で新しいタケル使いの誕生が望まれていて、俺がその貧乏くじを引いてしまったというわけだ。

　テレビの中では、元タケル使いの活かつ躍やくが紹介されている。

　それはあれか？　俺にも同じ事をしろって事か？　俺に人類の為に命をかけて死にモノ狂いで傷付きながら国際テロ組織と戦えって事ですか？　冗じよう談だんじゃねぇよ。

　勝手な言い分に俺は腹が立って、鼻を鳴らしてチャンネルを変えた。

「ったく、人に勝手な役割押しつけるなよな。持ち霊で人の人生決めんなよ」

　ぶっきらぼうに言うと、セリアのルビー色の瞳ひとみに俺が映っていた。

「お、なんだセリア。俺にあーんされる気になってくれたか？　はい、あーん」

「いいえ」

　無む表ひよう情じよう無感動な顔で返されて、俺はハシを突きだしたままのポーズで固まった。

　…………断る姿も綺き麗れいだからよし！

　その時、変えたチャンネルでもニュースが流れた。

『しかしいくら普通科の生徒といえど、血は争えませんね。何せ鷺澤秋人氏は、あの前ヤマトタケル使いでパンテオンの元エース、鷺澤春はる樹き氏の実の弟なのですから』

　美夏姉さんと美冬が、僅わずかに表ひよう情じようを硬かたくする。

　俺はそのニュースを、聞こえないふりをした。


　　　◆



「じゃあ弟ちゃん。私とセリアちゃんは手続きとかあるから、先に行っているわね」

「ん、おう」

　テレビを無視して楽しい朝食タイムが終わると、姉さんは手早く洗いものを済ませてセリアと一緒に玄げん関かんへ。そして何な故ぜか美み冬ふゆまで続く。

「じゃあ私も今日は早く出ます。兄さんと二人きりだと身の危険を感じるので」

「ちょっ、こんなに早く出なくてもいいだろ。待ってくれ、俺もすぐ準備するから」

　美冬はジト目で言った。

「ごゆっくりどうぞ」

　妹の辛しん辣らつな台詞せりふ。これだからツンデレちゃんは困るぜ。鋼の心を持つ俺はデレ期を気長に待つのだ。その時、不意に美冬が立ち止まった。

「あ、そうでした」

　美冬は俺に駆け寄り、背伸びをして耳打ちをしてくる。

「兄さん、百ゆ合りさんの事はまだセリアさんには内緒ですよ」

「わかってるって」

　俺が頷うなずくと、美冬は玄関で靴を履はいて、やや語気を強めて言う。

「では行ってきますので、付いてこないでください」

「じゃあね弟ちゃん」

　俺を睨にらみながら出て行く美冬。

　笑顔で手を振る姉さん。

　俺を見もせずに無む口くち無む表ひよう情じよう無感動で立ち去るセリア。

　一人寂しく残された俺は夢から覚めた気分で、学生鞄かばんを取りに自分の部屋へ戻った。

「あーあ、それにしても今日からまた召しよう喚かん術じゆつ科かかー。まぁ美少女と同居できる幸せを考えればプラマイ……プラス一〇〇だな。可愛かわいかったなぁセリア。あの子と同居かぁ……」

　また現実逃避をしようとする俺。新たな美幼女の声がしたのは、その時だった。

「そうじゃの、わしも万々歳じゃ」

　俺の体から翡ひ翠すい色の粒りゆう子しが溢あふれだす。ソレは丈の短い着き物もの姿で、長い黒髪の、可愛らしい幼女の形を取った。金色に輝かがやくつぶらな瞳ひとみが、神しん秘ぴ的てきな魅み力りよくで俺を見上げる。

　お人形さんのよう、というのがしっくりくる容よう姿しで、外見年齢九歳。小柄で細くて可愛らしく、神の特別な愛が込められたとしか思えない程に魅力的な顔と肢し体たいを持つ美幼女だ。

　彼女が美冬の言っていた百合。俺の家族で、死んだ父さんの持ち霊だった奴だ。

　父さんが死んだ後は、とある事情で俺に取り憑ついている。ただし俺の持ち霊じゃない。

　俺と百合は召しよう喚かん術じゆつ契けい約やくをしていない、守護霊みたいに取り憑いているだけだ。意図的に取り憑つかせているから、百ゆ合りは自由に俺と五ご感かんを共有したり、俺の霊力を操そう作さできる。

　召しよう喚かん霊れいを常に取り憑かせる。そんなことができるなんて聞いたことないけど、実際そうなのだ。たぶん、こんなの世界で俺だけじゃないだろうか。

「おい百合、わかっていると思うけど」

「心得ておる。セリアの前では実体化するな、と言いたいのじゃろ？　世間の知る召喚霊は人との意い思し疎そ通つうができんからな。精霊女子との恋物語など笑ってしまうわい」

　百合は本棚のヒーロー漫まん画がに混じる、ラブコメ漫画を一冊手に取った。

「喋しやべり、喰くらい、ゲームや漫画を楽しむ召喚霊の存そん在ざいなど世間にバレたら大騒ぎじゃ」

　百合は、まるで他ひ人と事ごとのように手をひらひらさせながら飄ひよう々ひようと語る。百合の言う通り、召喚霊との細かい意思疎通はできない、というのが世界の認識だ。

「大騒ぎどころじゃないだろ。姉さんが火ひの鳥とりを、素人の俺がタケルを召しよう喚かんした時も相当騒がれたからな。喋る召喚霊の存在がバレたら俺とお前は二度と平へい穏おんな生活を送れねぇよ」

　それだけ、喋る召喚霊は特異な存在だ。ていうか聞いたことが無い。

「今のお主もかなり注目されとるがの」

　俺の事を扱ったニュースや記事を思い出して、溜ため息いきが出る。

「まあな……ったく、他の召喚霊もお前みたいなら楽なのに」

「召しよう喚かん術じゆつで『力』として召喚された者は極きよく限げん興こう奮ふん状じよう態たいじゃからの。会話などできん」

　百合は可愛かわいらしい顔でにんまりと笑う。

「故に誰の持ち霊でもないわしはソファに寝ながらテレビとパソコンのエロ動画を見ながらエロ本片手に菓子と酒を飲み食いしても」

「いいわけあるかこのアル中幼女！　酔いつぶれた姿が可愛くても、もう許さん！」

　俺は百合の言葉を遮りながら叫ぶ。百合の視線が、本棚のヒーロー漫画に流れた。

「よいではないか。ほれほれ、なんならお主がヒーローになれるようピンチの時はわしがお主の代わりに敵をバシッと」

　ぽふ、と俺は百合の頭に手を置いた。悪い子を叱しかるとも、良い子を可愛がるともつかない、絶ぜつ妙みような力ちから加か減げんでだ。俺はふざけず、真しん摯しな気持ちで伝える。

「バレたらお前、ここにいられないだろ？　俺、お前と別れるなんて嫌だからな」

　俺の静かな声に、百合は申し訳なさそうにうつむく。俺は百合の小さな頭を優しくなでた。百合は嬉うれしそうにはにかむと、俺をベッドの上に座らせ膝ひざの上に飛び乗って来る。

「ふふん、愛ういやつよのぉ、そんなにわしが心配か？」

　下から見上げ、俺の頬ほおをつついてくる百合。

　俺は貧ひん乳にゆうより巨乳、巨乳より爆乳派だが、百合と一緒にいると幼女も捨てがたいと思わざるを得ない。彼女の手を、そっとにぎる。

「お前こそ俺の心配してくれてありがとうな。でも、もうヒーローなんて目指すつもりはないよ。兄貴が死んだ時から俺は決めているんだ。平へい穏おんに過ごせれば、それでいいって」

「そのわりには、わしの訓練は受けるのじゃな」

　百ゆ合りの言う通り、俺はタケルを召しよう喚かんしてから、ずっと百合の召しよう喚かん術じゆつ訓練を受けている。

「補習を受けなくて済むよう最低限の技ぎ術じゆつが欲しいだけだよ、放ほう課か後ごは遊びたいし」

「ふふ、そうか、なればわしと共に死ぬまで生きよう。明るく、愉ゆ快かいに遊びながらの」

　俺は短く返事をしてから、百合を膝ひざから下ろす。

「じゃが。実技授業の模も擬ぎ戦せんでは、わし自身は戦わなくとも、お主の霊力制御サポートはさせてもらうぞ。こればかりは譲れん。何せお主はわしのものじゃからの」

「はいはい、じゃあよろしく頼むわ」

　見た目に似合わない妖よう艶えんな笑みを見せる百合。俺は軽い口調で流した。

「あと召しよう喚かん術じゆつ科かの連中は霊力の流れに敏感だから、みんなの前でも極力実体化はするなよ」

「それぐらい解わかってお……ああああああ！」

　百合が表ひよう情じようを崩くずして悲ひ鳴めいを上げた。

「セリアの前で実体化できないならどうやってセリアの爆乳を収しゆう穫かくすればよいのじゃ！」

　召しよう喚かん霊れいであるこいつに百合というあだ名をつけたのは俺で、理由は百合女子だからだ。

「自分ので我が慢まんしろ！　お前大人の姿ならばいんばいんだろ！」

　百合は霊体なので自身の肉体年齢を自由に操れる。それこそ、幼女から大人まで自由に。

　だが途と端たん、百合の額に青筋が浮かび眉み間けんにしわがより両目がつり上がる。

「自分で自分の乳を揉もんで何が楽しい！　勘かん違ちがいするなよクソガキが！　乳揉みとは乳の感かん触しよくを楽しむだけに非あらず！　乳を揉まれている女子の表情と声、反応を楽しむのじゃ！」

　百合の背に後ご光こうが差し、俺は感動のあまり涙を流しながら床に崩れ落ちた。

「なんて含蓄のあるお言葉。おみそれ致しましたぁ！」

「ふっ、一〇〇年も生きとらんガキが、少しはわしの偉大さがわかったか？」

　百合は、土下座する俺の前で、平らな胸を張って高笑う。

「いや待て！　お主と感覚共有してお主がセリアの爆乳を揉めば問題解決ではないか！」

　俺は、凛り々りしい顔で親指を立てた。

「任せろ！」

　俺と百合は、ハイテンションに同志の視線を交わし合うのだった。


　　　◆



　セェエエエエエエエエエエエエエエエエッフ！

　あれから百合との猥わい談だんに熱中してしまった俺は登校時間を忘れ、全ぜん力りよく疾しつ走そうで遅刻に滑りこみセーフ。第三〇四学園中等部の校門をくぐると、肩で大きく息をした。

　すると、周りにいた連中が俺に注目しながらひそひそ話を始める。

　先月までの俺は、元パンテオン隊員の兄と生徒会長の姉を持つ残念な弟君、という扱いだった。召しよう喚かん術じゆつ科か生せい時代は成せい績せき悪かったし、あげく普通科に逃げだせば、当とう然ぜんだろう。なのに、今じゃみんなが羨せん望ぼうと好こう奇き心しん溢あふれる眼まな差ざしを送ってきて、写真を撮る奴までいる。

　ニュースを見たであろう生徒達が俺を眺めながらタケルがどうとか魔王殺しがどうとか、そして春はる樹き二世とかパンテオン入り確実だとか喋しやべっている。

　魔王殺し。ようは魔王使い相手に色々と有利な力を持っているわけだが、魔王使いなんて世界にそう何人もいないどころかパンデモニウム相手にしか意味が無い。

　そんなスキルを持っていたって、平凡な生活にはなんの役にも立たない。

　昔の、兄貴みたいにパンテオンに入って、ヒーローになるのを目指していた頃の俺なら飛びあがって喜んだと思う。

　でも百ゆ合りに言った通りヒーロー志望をやめた今の俺には無用の長物。こんな役に立たないスキルを羨うらやましがられても、逆に空むなしいだけだ。

　好奇の目に晒さらされながら俺は重たい足で歩きなれた玄げん関かん、歩きなれた廊ろう下かを抜けて、歩きなれない階段の前で立ち止まった。見上げた階段の踊り場が、遠い禁断の世界に見える。

　独立学園国家はあくまで召しよう喚かん術じゆつ師し育成の為ための教育機関だ。その為、普通科のクラスは各学年に一クラスずつ、その三クラスは全部一階にある。

　二階から上は全すべて召しよう喚かん術じゆつ科かの生徒の為の教室や備品室に訓練室。普通科の生徒は卒業まで一度も行く機会が無い。

　でも今日、俺は初めてこの学校の階段を上る。一段一段が凄すごく長く感じた。

　召喚術科。俺が初しよ等とう部ぶの四年生の時に逃げ出した世界。もう二度と戻らないと決めた道。

　俺は思い出す。パンテオン隊員だった兄貴が、任務で死んだ日の事を。ヒーローも『死ぬ』という現実を知った日の事を。兄貴の死に顔が俺の胸を締め付けて、だんだん息苦しくなってきて、夢であってほしいとすら思う。

　二階と三階を通り過ぎて、召喚術科二年生の教室がある四階へ辿たどり着つく。

　教室の前で、自然と奥歯を噛かんだ。

　──大丈夫か秋あき人と？

　百合に心配されて、俺は息を整える。

　──大丈夫だよ。このドアは、銀髪美少女セリアとの長編ラブストーリーの第一章だぜ。

　気を取り直して、俺は教室のドアを開けた。

　同時に、教室中の視線が俺に集まる。みんな俺に注視して、そのくせして誰も話しかけてこない。興味はあるけど何か話しにくい。そんな空気だ。

　半分は大物相手に気後れする感じで、もう半分は遠巻きに見る感じだ。気持ちは解わかる。

　ヤマトタケルは俺の兄貴、パンテオンの元エースが使っていた最強の召しよう喚かん霊れい。

　兄貴が死んでから、マスコミは毎年初等部生の持ち霊召しよう喚かん日に注目したし、自分に当たるよう日本系の生徒はお祈りして、毎年誰も召喚できずに落らく胆たんしていた。

　それにみんなは、召しよう喚かん術じゆつ師しとして成功できるよう、ずっと訓練に勤いそしんでいたのだ。

　なのに今まで普通科でのほほんと生きてきた奴が、ある日突然タケルを引き当て憧あこがれの花形職業パンテオン最有力候補です、とか言われたら釈然としないものがあるだろう。

　教室の席は自由らしい。遅刻寸前だったから残る席は少ないけど、俺は居心地が悪くて、少しでもみんなから離れるべく窓際の席に座った。


　　　◆



　それから俺は、始業式中も視線やヒソヒソ話のマトにされて教室以上に居心地が悪かった。そんな最悪な始業式終了後。教室にて自己紹介タイムなのだが……

「みみ、みなさーん、ではこれからこの教室で一年間、よろしくお願いしますね！」

　俺の隣では、担任のカナダ人教師クロエ・クロエール先生が教壇に立っている。

　担任と言っても高こう等とう部ぶの教育学科の生徒で、三年生だけど早生まれなので美み夏なつ姉さんと同じ一七歳だ。学園国家では、優ゆう秀しゆうな生徒は高等部で教員資格が取れる。まぁ、飛び級みたいなものなんだろう。

　ただし、格好は大きな胸元に教員バッジを付けている以外、姉さんと変わらない。俺らとも、制服のリボンタイが高等部女子用のピンクである以外は同じだ。

　ちなみに何な故ぜか持ち霊は顔を真っ赤にして『秘密です！』らしい。

　担任の先生が入院中なので、教育実習生の彼女が実質的な担任となる。

　金髪のロングヘアーを下ろした美人であり、セリア並の胸の持ち主で、大きな眼鏡とカチューシャがチャームポイントだ。頼りなさそうな顔なのに頑張りますオーラを出しているせいか、なんだか可愛かわいい。俺の中で百ゆ合りも大興こう奮ふんだ。

　っで、なんで俺が自己紹介タイムに先生の隣に立たされているのかと言うと、

「そして彼がサギサワ・アキト君です。今年から召しよう喚かん術じゆつ科かに転科しますので皆さん、えーっと、あ、優しくしてあげてください」

　なんで哀れな感じなの!?

　クラスのみんなが隣同士で話を始める。俺と面めん識しきの無い連中は、

「あいつか、普通科で召しよう喚かん霊れいを召喚したヒーロー様は。ハルキの弟って本当だったんだな」

「しかも兄貴と同じヤマトタケルとか凄すご過ぎるだろ、あいつとは仲良くしとこうぜ」

「いーなー、魔王殺しとかオンリーワンスキルじゃん」

　初しよ等とう部ぶの頃、俺と面識のあった連中は、

「サギサワ君って初等部の頃、成せい績せきよかったっけ？　それに三年もブランクあるのに」

「持ち霊は才さい能のうで決まるから、ブランクは関係ないんじゃない？　でも才能あったっけ？」

「昔は成績悪かったけど、ハルキさんの弟でしょ？　きっと隠れた才能が開かい花かしたんだよ」

　と囁ささやきあっている。世界最さい凶きよう最さい悪あくのテロ組そ織しきと戦う時にしか役に立たないこんなピンポイントスキルちっとも嬉うれしくないぜ。俺はてきとうに自己紹介して、自分の席に戻った。

「え、えーっと、それではですねみなさん！　アキト君に続いて、始業式の途と中ちゆうにステキなお友達が来たのでご紹介します！　はい！」

　途と端たんにざわつくクラス。

　いや、まぁ到着じたいは先にしているはずなんだけどな。

　たぶん始業式に出すと混こん乱らんを招くとかそういう理由でタイミングをずらされたんだろう。

　教室のドアが開くと、頭に獣けもの耳みみ風ふうの大きなヘッドホンをした銀髪紅こう瞳どうの美少女、セリアが入室。教室中の生徒が息を呑のんだ。

　クラスの男子達はみんな興こう奮ふんして、セリアに熱い視線を送っている。

　クラスの女子達は唖あ然ぜんとしたまま石化して、開いた口が閉じない様子だ。

　白はく銀ぎんに光る艶つややかな髪。ルビーのように輝かがやく瞳ひとみ。真しん珠じゆのように白い肌。

　グラマーとスレンダーを見事に共存させた女神の黄おう金ごんボディライン。

　男子の血に火を付けて、女子を敗はい北ぼく感かんで打ちのめすのには一秒とかからなかった。

　興奮と驚きよう愕がくがうずまく中、クロエ先生が可愛かわいい笑顔でみんなに真実を告げた。

「彼女は初しよ等とう部ぶの頃にルシファーを召しよう喚かんして以来、特別学習センターで勉強をしてきました。なので色々と不慣れな事もあると思いますが、仲良くしてあげてくださいね」

　教室の空気が凍りつく。今、クロエ先生はかなり軽い感じでさらりと言った。

『ルシファーを召喚して以来』と。

　つまり彼女、セリア・セルベールこそが、今ニュースで俺と並んで話題の人物。あの魔王ルシファーの召喚者であることを告げたのだ。

　セリアの爆乳に熱を上げていた男子は青ざめ、セリアの美び貌ぼうに石化した女子は震えた。

　サタンが最凶の悪魔ならルシファーは最凶の堕天使。

　人間に仇あだ成す人類の怨おん敵てきを自由に呼び出せるような相手とどうやって仲良くなれと言うのか。みんなの反応を見る限り、そんなところだろう。俺からすれば銀髪は正義だし、美少女は正義だし、爆乳は正義だからセリアはトリプルジャスティスだ。

「こういう事は隠すとトラブルになるのではっきり言います」

　クロエ先生は嫌がらず、笑顔で生徒達に語りかける。

「彼女が特別学習センターからこの学園に編入したのは、彼女が社会復帰できるようにとの判はん断だんからです。だから皆さん、彼女に協力してあげてくださいね」

　──まっ、実際にはただの権力争いの結果じゃろうがな。

　俺の中で、百ゆ合りが口元を歪ゆがめる。

　──どの組そ織しきにも派は閥ばつがあり、権けん力りよく者しやは敵対派閥の顔を潰つぶす事を考える。セリアを退園させた派閥の狙ねらいも同じ。セリアを保ほ護ごした派閥の行為を隔かく離りと非ひ難なんし、魔王すら平等に扱う慈愛に満ちた派閥、という賞賛を得ると同時に、敵対派閥の行いを覆す事で自分達の地位を高めるのが目的じゃろう。

　魔王を召しよう喚かんした人の大半はパンデモニウムに入る為ため、魔王を召喚した人は将来パンデモニウムに入るに決まっている、というのが世論の流れだ。

　セリアが施し設せつに保ほ護ごされたのも、そうした目から守る為、という理由らしい。

　──ご高説ありがとさん。にしてもセリア可愛かわいいなセリア。

　これから一緒の学園生活が始まると思うと、色々期待してしまい鼻歌を歌いたくなる。

　セリアは機械的な表ひよう情じようで俺らを見据え、ジッと佇たたずんでいる。

「じゃあセリアさん、自己紹介をしてください」

「私の事を説明すれば良いのですか？」

「肯定です」

　最初に肯こう定てい否ひ定ていをつけるのは学園国家の習しゆう慣かんだ。世界中の人、言語が集まるので、齟そ齬ごが生じないよう否ひ定てい文ぶんか肯定文なのかを明確にしている。俺は堅かた苦くるしいから使わない。

　クロエ先生に言われて、セリアは表情筋を一ミクロンも動かさず、唇くちびるだけで告げる。

「私はフランス出身セリア・セルベール。持ち霊はルシファーです」

　機械的に説明するセリア。

　本人の口からも持ち霊を暴露して得たのは、みんなの嫌悪を含んだ視線とヒソヒソ話。

「どこの女子寮だろ。同じ学校なら近くだよね？」

「あたしの隣の部屋空いているんだけど、まさか……」

　そんな心無い会話が聞こえて来る。俺や百ゆ合りとの温度差に、俺は顔をしかめてしまう。

「私の家でしたら、本日からクラスメイトのサギサワ・アキトさんと同じ、第三家族寮の八〇七号室で暮らす予定です」

　クラス中の視線が俺に集まる。全員が席に座ったまま俺から身を引いた。みんな、

「魔王殺しと一緒なら安心だ」

「セルベールさんをよろしくね、未来のパンテオン隊員」

「任せたぞ春はる樹き二世」

　とか言っている。

　うっわ、わかりやす。なんて俺が溜ため息いきを吐つくと、クロエ先生が目を泳がせた。

「えーっと、じゃあとりあえず今日の席は……」

　みんな一斉に自分の周りの席を見て、空席が無い事を確認した生徒から息をついた。

　なんなんだよその反応……今日はもう帰るだけだろ。一分でも一緒は嫌ってことか？

　ヒソヒソ話もだけど、みんなのあからさま過ぎる反応に、俺はイラッとしてしまう。

　せっかくセリアとの学園生活を妄もう想そうして、いい気分に浸れていたのに台無しじゃないか。

　俺は考える。セリアはこうした扱いから守る為に保護されたんだろう。でも、保護されなきゃいけない人生なんて、俺なら嫌だ。

　保護施設では敷地内から出られないと聞いた事がある。三年間も不自由な鳥かご生活で、それで退園できたと思ったらこの扱い。

　安い同情と言われるかもしれないけど、俺だけはセリアの味方でありたいと思った。

　俺の右隣は空いている。俺は空席になっている右隣の机を指先で指す。

「こっちだよセリア」

　セリアは無言のまま、機械のように精せい密みつな動きで歩行。俺が指した席の右隣で立ち止まった。セリアは俺を正面に捉とらえる。無む機き質しつなルビー色の瞳ひとみに一いつ瞬しゆん、戸惑いが映った。

「…………ご迷惑ではありませんか？」

　同学年の俺に、敬けい語ごでそんな問いを投げかけてくるセリア。俺は何も考えず、気が付けばイスを下げセリアの手を握っていた。

「座れよ、今日から俺の隣がお前の席だ」

　セリアは俺に引かれるがまま、イスに腰を下ろす。その顔はやっぱり無む表ひよう情じようだ。

　一ミクロンくらい変化が無いかと思ってつぶさに観かん察さつすれば、さっきとは若じやつ干かん違う気もするけど、よく解わからない。俺の気のせいだろう。

「アキトさん」

　不意にセリアが首を回し俺を見る。俺はなにごとかと期待した。

　感かん謝しやの言葉なんていいんだよセリア。俺は当とう然ぜんの事をしただけなんだから。

「……手を…………離して頂けますか？」

「……あ…………」

　気付けば、セリアの手を握りっぱなしだった。

「悪い悪い、あんまり温かくて気持ちいいから離したくなくてさ」

　とか歯の浮くような台詞せりふを言ってみても、セリアはやっぱり無む口くち無む表ひよう情じよう無感動だった。

　でも。と思って、俺は視線をセリアの頭に投げる。

　セリアは会った時からずっと無口無表情無感動なクールさんだけど、ヘッドホンのデザインは妙に可愛かわいいよな？

　俺の目はしばらくの間、セリアの獣けもの耳みみ風ふうヘッドホンを眺め続けた。


　　　◆



　クラスでの立ち位置が決まった始業式の帰り道。俺とセリアは一緒に大きな道路沿いの道を並んで歩いている。

　学生寮区への道だけあって他に多くの学生が歩いているけど、周りにはやっぱり誰も近寄らない。モーゼを前にした海のようにみんなで道を空けて、好こう奇きの目で見て来る。

　たぶん俺は残り二年間、学園の腫はれ物として生きるのだろう。

　召しよう喚かん術じゆつ科かから転科してきた奴という事で、俺は普通科でも浮いていた。それは召喚術科に戻っても変わらないらしい。そう思うとなんだか気が重たくなってくる。

　でも前にとある人が言っていた。

『人は過去は変えられないけどこれからの生き方で過去を正しかった事にはできる』と。

　──つまりクラスで浮きまくっても同じく浮いている銀髪美少女セリアとラブラブになれば全すべてはその為ためのフラグだったという事になるのだ。

　──たくましいのぉ、お主。

　俺の中で、百ゆ合りが溜ため息いきをついた。

　──うるさいなぁ。だいいちあんな連中、セリアに比べれば背景のモブキャラ同然。俺は銀髪美少女のセリアとラブラブになって軍以外のどっかに就職してセリアと結婚して幸せな家庭を築いて孫達に見守られながら大往生を遂とげてやる！

　──それは良い。今ならわしという愛人もついてくるぞ。

　──何!?

　俺の中でイケナイ妄もう想そう力が働く。大人形態の百合は絶世の美女だ。その百合とセリアを二人まとめて相手にするハーレム展開を想像してテンションが上がる。

　俺は鼻息を荒らげ、隣を歩くセリアへと首を回した。

　言っておくが当とう然ぜん、俺が車しや道どう側がわを歩いている。

　風で後ろへなびくセリアの銀髪は、まだ昼前の太陽を反はん射しやしてきらめく。制服を大きく変形させる双乳様は一歩歩くごとに上下に弾む。

　美人は何を着ても似合うが、本当の美人はどんな背景でも絵になる。

　俺が気分良く前を向くと、初しよ等とう部ぶ時代からよく遊んでいる公園が見えてきた。

　確か公園内にアイスクリーム屋があったよな、と思い出す。

　暖かい太平洋上にある学園国家の公園では、四月からアイスを売り始めるのだ。

　セリアと二人っきりでアイスが食べデートがしたい。俺は、その欲よく望ぼうのままに動いた。

「アイス食ってこうぜ。俺おごるよ、セリア何食べる？」

　ちょっと強引にセリアの手を引きながら、俺は尋たずねた。

　セリアの手は俺とは比べ物にならないぐらい華きや奢しやで、でもやわらかくて温かかった。

　そのぬくもりに、俺は心がくすぐったくなる。でもセリアは無む表ひよう情じようのまま無感動に、

「遠慮します」

　なんて謙けん虚きよで奥ゆかしい事を言うから、

「いいのいいの、俺がセリアと一緒にアイス食べたいの。頼むから付き合ってくれよ」

　と、上機嫌な言葉が口を突いて出た。

　俺はアイスクリーム屋に着くと、すぐにメニューの看板を指差す。

「どれがいい？　俺はバニラのダブル」

　セリアはお人形さんのように整った顔を看板に向けてしばらく口をつぐむ。そして、

「選んだことがないので、どうすれば良いのかわかりません」

　セリアは首を振る事無く、くちびるの先だけでそう言った。

　俺の中で百ゆ合りが首をひねった。

　──こやつ、アイスを食べた事がないのかの？

　──どうなんだろ？　まぁいいや、じゃあ俺のセンスで。

　俺はキャラメル味のドーム型アイスに、チョコチップをくまさんの顔型にトッピングした、可愛かわいらしい写真に目を付けた。

「お姉さん、こっちの娘こにはこのくまさんを一つ」

「はぁーい♪」

　店員のお姉さんが、ふわっふわの声でにっこりほほ笑んだ。

　俺はレジに腕時計型携けい帯たい端たん末まつをかざし、電子マネーで六〇〇円払う。学園国家の通貨は日本円だ。これは日本が召しよう喚かん術じゆつ発明国であり、学園国家建設で中心的な役割を果たしたからだ。アイスを受け取ると、俺はセリアにくまさんアイスを手渡した。

「ほい。溶けないうちにどうぞ」

　俺の目が、自然とセリアの上品なくちびるを注視する。

　透すき通るようなルビー色の瞳ひとみが、くまさんアイスを見下ろした。

　セリアは無む表ひよう情じようでくまさんアイスと見つめ合って、一いつ瞬しゆん食べようとしたのが解わかるが、開きかけた口をすぐに閉じてしまう。

　どうしたんだ？　もしかしてキャラメル味いやだったか？

　セリアは無表情のまま…………わずかに頬ほおを染めた。

　あれ？　何この反応？

　初めて見る顔の変化に、俺はセリアの顔を凝視して観かん察さつ。すると、セリアの眉まゆ尻じりが申し訳程度に垂れたような、垂れていないような。

　無表情だけど、なんだかセリアの眼まな差ざしに戸惑いを感じる。そしてセリアはくまさんアイスをくるりと回して、くまの後頭部に舌先を伸ばした。

「んっ…………」

　キレイなピンク色の先端が、冷たくて甘いアイスをなめとり、口の中に戻る。

　そのまま、二度、三度とセリアの舌先がくまさんをねぶり溶かす。

　俺は妙にドキドキしながらその様子を眺め続けてしまう。

　セリアはまた舌を伸ばし……なめずに口を閉じてしまった。

　三分の一くらい減ったくまさんの後頭部を見つめてから、アイスを反転させて顔を見て、また後頭部を見る。セリアは表ひよう情じよう筋きんを一切動かさずにくまさんアイスを眺める。

　彼女の気持ちに気付いた俺は、思わずハートを撃ち抜かれてしまう。

　──やばい！　この子あれだ！　くまさんが可愛くて食べられないんだ！

　──なんという女子力の高さじゃ！　まだ現代にこのようなおなごが残っておるとは！

　俺に続き、百合もハートを撃ち抜かれてしまったようだ。

　俺はセリアの可愛かわいさに胸を締め付けられながら、自分のバニラアイスを差し出した。

「セリアのおいしそうだな。俺のと取り替えてくれないか？」

　一口も食べていない俺のバニラアイスを見て、セリアはまばたきをする。

「ですが量に差が」

「気にしないよ」

　俺はバニラアイスを突き出した。セリアはまた口をつぐんでしまい、無む表ひよう情じようのまま、くまさんアイスを見下ろす。何も言わず、セリアは俺にくまさんアイスを手渡して、代わりに俺のバニラアイスを受け取ってくれた。

　って、これってもしかして間接キスじゃないか？

　セリアの桜色のくちびると、なまめかしい舌を思いだして、顔が熱くなってくる。

　俺はセリアに見えないよう背を向け、くまさんアイスを急いで食べた。

　──うは♪　冷たくてうまいのぉ。美味じゃ美味じゃ♪　酒が欲しくなるわ。

　俺と感覚を共有している百ゆ合りが、俺の中でアイスの味を堪たん能のうする。

　とにかくこの可愛いくまさんの顔をなくしてしまえばセリアは苦しまない。

　俺はコーンに到達するとセリアへ振り向いた。

「うん、おいしいな。そっちはどうだセリア？」

　ちょうど、セリアのくちびるがアイスから離れるところだった。













　くちびるについた白いアイスを舌先でなめとって、セリアは俺と視線を交えてくれる。

「はい、冷たくて、甘くて、とてもおいしいです」

　その姿に俺は胸がトキメく。ああもう本当に可愛かわいいなぁ。こんな可愛い子を邪じや険けんに扱うクラスの連中を思い出すと、ますますセリアを放ほうっておけなくなる。

「そっか、じゃあまた一緒に食べような」

「………………いえ、それは」

　声は無感動でも、その前の沈黙が彼女のためらいを物語っている。

「なぁセリア。またこうして誰かと一緒にアイス食べたいか？」

「いえ、私の事に他人を付き合わせるというのは……」

「じゃあ付き合ってくれる人がいたら？　セリアの希望が聞きたいな」

　俺が歯を見せて笑うと、セリアは少し間を置いてから、くちびるを柔和に動かした。

「……はい、私は、また今日のような事をしたいと感じています」

　その時、俺の目にはセリアが僅わずかに頷うなずいてくれたように映った。

　セリアに喜んでもらえた。それだけで、俺は嬉うれしくてたまらない。

　これから先、セリアへの風あたりは強いと思う。いろんな人が心無いことを言うかもしれない。でも、俺だけはセリアが頼れる存そん在ざいでありたいと思う。

　可愛い物好きな美少女セリア。セリアは一緒にいればいるほど、もっと仲良くなりたいと思えてしまう子だった。

「じゃあ俺もまたしたいから、また来ような」

「……、……はい」

　セリアは一度戸惑ってから俺の目を見て、はっきりとそう答えた。

　その様子に、俺の中で百ゆ合りが嬉しそうに、慈愛のこもった表ひよう情じようになる。百合は召しよう喚かん霊れいとしての能力で他人の負の感情を感じ取れる。その百合が満足げという事は負の感情が一切感じられない。つまり、いやいやではなく、セリアは本心から思ってくれているんだろう。

「おっとそうだ、大事な事を忘れていた」

「大事な事ですか？」

　今まで通りの無感動な声のセリアに、俺は右手を差し出す。

　バタバタしていて、最初にすべきことを忘れていた。

「俺は日本から来た鷺さぎ澤さわ秋あき人と。これからよろしくな」

　セリアは俺が差しだした手を見つめて二秒後、スッと手を差し出した。俺と眼まな差ざしを合わせながら、彼女は俺の手を握る。

「セリア・セルベールです。よろしくお願い致します」

　無む表ひよう情じようだった。無感動な声だった。それでも、あまりに綺き麗れいな顔の彼女と見つめ合って、白くて華きや奢しやなやわらかい彼女の手を握っていると、たまらなくギュッとしたくなる。

　何よりも、魔王を召しよう喚かんしただけで不遇な環境にいた彼女を笑わせてあげたくなる。

　そうして俺らは、アイスを食べながら帰り道に戻った。


　　　◆



「アキトさん、学生寮はあちらではないのですか？」

「ああ、でもちょっとこっちに用があってな」

　俺らは今、学生寮への道を逸それて、少し離れた場所に身を隠している。

「美み冬ふゆは俺と会わないようにいつも逆の道から帰って来るからな……感じる、感じるぞ」

　そう、俺は今、曲がり角で愛すべき妹を待ち伏せているのだ。

「探たん知ち系けい魔ま術じゆつですか？」

「違う、俺は魔法なんて使わなくても美冬の気け配はいは愛の力で分かるんだ」

　魔法は錬れん金きん術じゆつや召しよう喚かん術じゆつ、陰陽おんみよう術じゆつなどの総称だ。魔術は探知系魔術とか攻撃系魔術とか、細分化された技ぎ術じゆつを指す。霊力で使うんだから霊法とか霊術と呼んだ方がいい、という意見もあったらしいけど、サブカル文化で定番の為ため、魔法や魔術という名称が定着した。

「三、二、一、今だ！」

「はいやぁー！」

　俺は曲がり角から来た美冬へ抱きつこうとして、美冬は蝶ちようのように空へ舞いかわした。

「やっぱり今年も待っていましたね兄さん！」

「ちっ、かわされたか」

「兄さんの邪気は遠くからでもわかりますから」

　俺が悔しげに舌打ちをすると、美冬は侮ぶ蔑べつの視線を俺に投げて来る。

「邪気ではない、麗しき兄妹きようだい愛だ！　っ、この邪気は!?」

　俺が振り返ると、釣られてセリアも自分の後ろを振り返った。

「大変だセリア。今ここに物もの凄すごい勢いで邪じや悪あくな気配が近づいている。三〇メートル、二〇メートル、一〇メートル、来るぞ！」

　俺は自分が来た道へ向かって身構えるが何も来ない。が、次の瞬間、真横の塀を飛び越えて、美み夏なつ姉さんが頭上からスカートをひるがえして降ってきた。

「弟ちゃーん♥」

「ぎゃああああああああああああああ！」

　俺が悲ひ鳴めいを上げるのも構わず、姉さんは俺を抱きよせて頬ほおずりをしてきた。やわらかく押し潰つぶれる豊かな胸が、俺の純情ハートをガリガリ削って来る。うぅ、気持ち良すぎる。

「もう、麗しき姉弟きようだい愛の力で弟ちゃんの気配を追って来たらもうこんな所に。高こう等とう部ぶの校門で待っててっていつも言っているじゃない♥」

「くっそこの変態め！　弟の気配を追ってきて抱きつくとかどういう神経しているんだ！　さっさと弟離れしやがれブラコン野郎が！」

「兄さんはその言葉を鏡の前で復ふく唱しようしてください」

　美み冬ふゆの声は絶ぜつ対たい零れい度どだった。

「美冬、そんな汚物を見るような目をしていないで早くお兄ちゃんを助けてくれ！」

　姉さんを必死に剥はがそうとする俺をジト目で眺めてから、美冬はセリアの手をきゅっと握った。セリアのくちびるから『ぁ……』という小さな戸惑い声が漏れる。

「セリアさん、バカはほうっておいて早く帰りましょう」

「……ぁ……はい」

　セリアは一度、俺の方を振り返ってから、美冬に引かれて去って行く。

「カムバ────ック！」

　俺の悲ひ鳴めいも空むなしく、二人の姿は点になる。

「じゃあ弟ちゃん、私達も行きましょ♪」

　そう言って、あろうことか姉さんは俺をお姫様抱っこして運び始めた。

「どんな羞しゆう恥ちプレイだ！」

　寮の近くだけあって、後ろから次々と帰宅途と中ちゆうの生徒が現れる。

　誰もが驚いた顔になって立ち止まり、一部の女子は携けい帯たい端たん末まつで写メを撮り始めた。

　やめて！　お婿に行けなくなっちゃう！

「ほらほら暴れないの。じゃあ帰りましょうねー♪」

「いやぁああああ、下ろしてぇえええええ！」

　嘆きの悲鳴も空しく、結局そのまま部屋まで連れて行かれるのだった。


　　　◆



　俺が姉さんから精せい神しん的てき被ひ害がいを被り、なんとか立ち直ってから数時間後の夜。

　自宅のリビングで、俺は目の前の箱の数が信じられず、目をしばたかせてしまう。

「荷物これだけか？　私物は？」

　俺らの部屋に届いたセリアの荷物は驚くなかれ、一箱だけだった。

　リビングで開封して、俺や美み夏なつ姉さん、美冬は思わず驚きよう嘆たんしてしまう。

　ちなみに今はみんな楽な部屋着姿だ。

　美冬は白いワンピース、姉さんはミニスカートにボーダーのロンＴ姿で、私服を持っていなかったセリアは姉さんから借りたキャラモノのＴシャツと青いスカートをはいている。

「支給品しかありませんので。生せい活かつ支し援えん金きんで買ったのは、このヘッドホンだけです」

「おいおい、いつまでもお客さまじゃないんだから、敬けい語ごなんていらないぞ」

「ミフユさんも敬語ですが」

「こいつはカッコつけているだけだ」

「つけてませんっ」

　俺の言葉に、美冬はムッとするが、肝心のセリアは無む口くち無む表ひよう情じよう無感動を貫く。

　借りて来た猫どころか、さらって来た猫でももう少しアクティブだろう。

「そうだ、お姉ちゃんね、セリアちゃんにパジャマ買って来たの。今持ってくるね」

「あ、どんなの？　私も見たいです」

　姉さんと美み冬ふゆが居なくなると、セリアは箱を開封しながら俺に言う。

「………………皆様は、珍しい方々なのですね」

「え？　どこが？」

　と、俺が首を傾かしげる間に、セリアは中の荷物を確認し始めた。

　日用品を取り出すが最低限のものしかなく……そして最後に、純白のブラを取り出した。

「下着、裸のまま箱詰めかよ！」

　女おんな兄弟きようだいに挟まれて育った俺は、下着の扱いの雑さに思わずツッコむ。

「使いやすいように全すべて袋から出しておいたのですが、いけませんでしたか？」

「出した？」

「施し設せつから出る際の採寸で新しい物が支給されましたので」

　セリアは一着のブラを広げて、俺にタグを見せて来た。

　表記されているサイズを見て、俺は愕がく然ぜんとしながら息を呑のむ。

　──Ｈカップ……だと？　パッと見でもＦカップの姉さんより大きいとは思っていたけど、まさかこれほどとは……セリア・セルベール、なんて恐ろしい娘だ。

　──末恐ろしいというよりも、既に恐ろしい娘じゃの。

　俺の中で、百ゆ合りも愕然として頬ほおを引きつらせた。

「それより下着が支給品て事はセリアの趣しゆ味みは反映されていないんだろ？　今度一緒に買いに行かないか？　大丈夫、怖がらなくてもいいぞ、変な事なんてしないから」

「わかりました。ではそのようにしましょう」

　機械人形のように答えるセリア。

　え、冗じよう談だんのつもりだったのにどうしよう。女の子と二人でランジェリーショップとか、姉さんと一緒にランジェリーショップとどっちが恥ずかしいんだ！

　姉さんは買い物の最後にランジェリーショップに寄って、俺に意見を聞く事が多いのだ。

　あれ？　でもセリアって下着は買わないのにヘッドホンは買ったんだよな。

　やっぱり音楽が好きなのかな？

　俺はセリアの頭に視線を投げ、可愛かわいらしいリボン付獣けもの耳みみ風ふうヘッドホンに手を伸ばした。

「セリアはいつも何聞いているんだ？　俺にも聞かせてくれよ」

　セリアが一歩引いた。負けじとバスケットボール選手級の俊敏さで巧みにヘッドホンをかすめとろうとした俺を、セリアはしなやかな動きでかわし、頭のヘッドホンを守る。こうしているとだんだんセリアの目が『私をつかまえて』と言っているように感じてくる。

　──いや、わしにはむしろ見えない壁を作っているように見えるが。

　──愛の力で突破してみせる。愛に不可能はないのだ。

　そこへ、二人の仲を邪魔する者達が現れた。

「大変です姉さん！　やっぱり兄さんがセリアさんに襲い掛かっています！」

「やっぱり目を離すとこうなるのね！」

「やっぱりって何だよ！　ていうか襲ってねぇよ！」

　セリアへのプレゼントを手に持ち戻って来た姉さんと美み冬ふゆのせいで、俺とセリアのラブタイムは終わった。俺は不機嫌になりながら床にあぐらをかく。

「ほらほらセリアちゃん、弟ちゃんは放ほうっておいて、はいこれ、開けてみて」

　姉さん、なにげに酷ひどくありませんか？

　姉さんはセリアにピンク色の包みを渡して、セリアは言われるがままに開封していく。

　プレゼントの中身は子供っぽい猫柄のパジャマだった。

　いやいや姉さんこれはないだろう。口に入れる食べ物で可愛かわいい物、それこそくまさんアイスとかはありだと思う。でも中学二年生の服でこれは子供っぽ過ぎ……いや、待てよ。

　俺はセリアの被かぶるヘッドホンに注目する。あの、獣の耳を思わせるフォルムのヘッドホンは、セリアが自分で買ったものだ。と、いうことは……

「ありがとうございます」

　無む表ひよう情じよう無感動に棒読みでお礼を言うセリア。

　なのに、その真紅の瞳ひとみは星空を閉じ込めたルビーのように輝かがやいていた。

「セリアさん、ちょっと体に当ててみてください」

『はい』と小さく返事をして、美冬へ向き直り立ち上がるセリア。すると俺に背を向ける形になる。必然的に床に座っていた俺の目の前には、セリアのお尻が来てしまう。

　スカート越しでも解わかる量感とキレイなヒップラインに俺はドキドキだ。

「……生徒会長、体に当てるのではなく、すぐ着てみても良いでしょうか？」

「もちろん♪」

　──気に入っている！　超気に入っている！　やっぱり超可愛い物好きだったよ！　銀髪クールビューティーなのにくまさんアイスと猫ちゃんパジャマにトキメいていたよ！

　──ぬおおお！　なんというギャップ萌もえじゃ！

　俺は最初、セリアの綺き麗れいな容よう姿しに惹ひかれていた。けど今は違う。なんて言うかセリアは本当の意味で、可愛い女の子しちゃっている。もう胸の高鳴りが止まらない。

　──こんな子を嫌うなんて許すまじ世間！　セリアは俺らで幸せにするぞ百ゆ合り！

　その時、俺の目の前でセリアのスカートが落ちた。

　え？　俺の視界が、純白のショーツに包まれた双丘に覆おおわれた。

　ていうか、セリアのお尻だった。むちっとしたセクシーなボリュームがキュッと上に持ちあがっていて、キレイな丸みを帯びたラインが俺の血を熱くする。

　目が限界まで開いて固まり、鼻の奥に血の匂においが充満した。

「弟ちゃん見ちゃだめえええええええええ！」

　姉さんがボディプレスのようにして俺に飛びかかる。

　突然、物もの凄すごい勢いで姉さんの巨乳が俺の顔に押しつけられて、視界と呼吸が消しよう滅めつ。

　代わりに襲い掛かる底無しのやわらかさと程良い弾力に脳のう味み噌そがトロける。

　姉さんの豊満なバストが、俺の顔の型でも取るようにして変形。顔の凹凸を隅々まで埋め尽くした。姉さんの巨乳で封じられた鼻と口が酸さん素そを求めるが空むなしい抵てい抗こうだ。

　ここ、この感かん触しよくは、姉さんまたブラジャー忘れている!?

　しっかり者の美み夏なつ姉さんだが、家では気が抜けるのか、帰宅後のシャワーでブラジャーを忘れることがある。そんで、そんな時に限って俺は姉さんのハグをかわし損ねるのだ。

「セセ、セリアさん、兄さんがいるのに裸になるだなんて！」

「？　裸ではありません、下着はつけています」

「下着も見せちゃダメなんです！」

　窒ちつ息そく寸前の俺の耳に聞こえるセリアと美み冬ふゆの会話。

　ヒーローなんてまっぴらだ。だけど……タケルを召しよう喚かんしてから、ラッキースケベは増えたよなぁ。そうさ、前向きに考えればタケルを召喚できて、し、あ、わ……せ……。

　おっぱいに溺おぼれて窒息。俺の意識は、そこで途絶えた。







第二章　俺の幼馴染はライダーガール




　兄貴はみんなのヒーローだった。

　ヤマトタケルと契けい約やくした兄貴は最年少でパンテオンのトップエースになった。

　世界中を飛び回って、世界中で多くの人達を助けて、多くの人達から感かん謝しやされた。

　そんな兄貴が誇らしかった。俺も、兄貴のようにみんなを助けたかった。

　みんなを助けて感謝されるスーパーヒーロー。兄貴は、俺の理想のヒーローだった。

「一三歳の誕生日おめでとう美夏。あと三年でお兄ちゃんと結婚できるな」

「できねぇよ！」

　俺はリビングで、兄貴の頭をハリセンで叩たたいた。

「おいおい痛いじゃないか秋あき人と」

「ふふふ、仲いいわね。でもねお兄ちゃんごめんなさい、私は弟ちゃんと結婚するの」

「誰がするか！　大きくなったら美冬が結婚してくれるから俺はいいんだよ！」

　俺はテレビを見ている、七歳の美冬に後ろから抱きついた。

「もう、つれないこと言わないでよ弟ちゃ～ん」

「つれないこと言うなよ美夏ぅ～」

　俺の背後から美み夏なつ姉さんが抱きついて、その姉さんの背後から兄貴が抱きついた。何だこの兄姉弟妹きようだいトレイン。美み冬ふゆは一人、クールにテレビを見ていた。

「そうだ兄貴。またパンデモニウム撃げき退たいしたらしいけどさ、俺だって大人になったらパンテオンに入るんだから、俺の分、残しておいてくれよな」

　首を回して兄貴に言うと、兄貴は少し影のある笑みを作って俺の頭をなでる。

「それは約束できないなぁ。俺はお前達三人が大人になった時、平和な世界で生きられるようにしたい。だから俺は、これからもガンガン行くぜ」

「兄貴もつれないこと言うなよ。将来は俺と兄貴の兄弟タッグでヒーローやろうぜ」

「なら来年の持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきですげえのと契けい約やくしないと、俺の背中は預けられないぜ」

　兄貴がニヤリと歯を見せる。俺は自分の成せい績せきを棚上げにして、得とく意いげにあごを突き出す。

「任せろよ。兄貴はタケルで姉ちゃんは火ひの鳥とりだろ？　俺もすげぇの引き当ててやるよ」

　俺も歯を見せて兄貴に笑い返したその年……兄貴は死んだ。

　死体で戻って来た兄貴を見て俺は、一いつ瞬しゆんで悟った。悟ってしまったのだ。

　ヒーローも生きている生身の人間で、危ないことをすれば死ぬ。

　勝利を得て凱がい旋せんする兄貴しか知らない俺は、そんな当たり前のことすら失念していた。

　そして俺は、初めて泣き叫ぶ姉さんを見た。

　自分の部屋で、ベッドに倒れて涙を流して、悲痛な声を上げて悲しむ姉さん。

　部屋の外で震える俺の手を、幼い美冬が握った。

「にぃに。にぃにぃちゃん、どうして帰ってこないの？」

　涙を滲にじませて、寂しそうな顔で俺を見上げる美冬。その姿が、姉さんと重なった。

　父さんと母さんが死んだ時、四歳と一歳だった俺と美冬は何も覚えていない。でも当時、今の美冬と同じ七歳だった姉さんは、きっと今の美冬のように悲しんだのだろう。

　姉さんにとってこれは、二度目の絶望に違いなかった。

　誰かが死ぬということは、残された家族が悲しむという事だ。

　兄貴を失った俺の心には、ソレが生々しく刻みつけられた。

　同時に、ヒーローを賞賛する人々の声が、酷ひどく異質なモノに聞こえた。みんなは言った。

『すげぇよ春はる樹き！　お前ならパンテオン入り、いや十二英えい雄ゆう入り確実だって！』

『期待してるぜ。お前は俺らの希望の星だかんな。世界を救ってこいやぁ！』

『鷺さぎ澤さわ君がパンテオンに入ってくれれば私も担任として鼻が高いですよ』

　ようするに、お前強いんだからみんなの為ために命をチップにギャンブルして来い。だ。

　それを、あんなにも嬉うれしそうに語る連中の神経に、俺は疑いを持ってしまった。

　美冬を抱きしめて、姉さんの泣き声を聞きながら俺は誓った。

　──もう、二度と悲しませない……俺は、絶対ヒーローなんかにはならない。

　兄貴が死んで、多くの人が兄貴を褒ほめ称たたえて涙を流した。

　みんなはいいだろう。兄貴が戦った事で自分は助かったんだから。

　けど、どれだけの弔辞をもらっても、俺たちの兄貴は一生返ってこない。そう、一生だ。

　俺は逃げるようにして、普通科に転科した。

　その後のある日、俺は、兄貴の日記を見つけて思った。

　どうして兄貴が死ななきゃいけなかったんだ。

　どうして兄貴が戦わなきゃいけなかったんだ。

　どうして強いと命をかけなきゃいけないんだ。

　兄貴は、本当はヒーローじゃなくて…………学校の先生になりたかったのに。


　　　◆



　カーテン越しに朝日を浴びながら目を覚ますと、俺は自分の部屋のベッドに寝ていた。

　目元に僅わずかに濡ぬれた跡があって、パジャマの袖そででぬぐった。

「さてと」

　気を取り直して、胸から下の心地よい重みの正体を愛めでるべく、俺は掛け布団をはがす。

　いつも通り俺の上で、旅りよ館かんにあるような水色の浴衣ゆかたを着た百ゆ合りがうつぶせに眠っていた。

　小さな体で俺にぴったりと抱きつきながら、可愛かわいらしい寝息を立てている。

　俺の胸に左頬ほおを当てて、天使のような寝顔で夢の中にいるようだ。

　百合は可愛いなぁ。見ているだけで心が和む。でもドリームタイムは終わりだぞ。

　俺は百合ごと上体を起こして、百合を抱きかかえる。

「ほら起きるぞ百合。起きないとパンツ脱がすぞ、って、お前はいてないから無理か」

「むなぁ[image: ][image: ]」

　百合が俺の胸板に顔を押しつけてから、眠気まなこのまま顔を上げた。

「あきと……」

　百合は眠そうな顔で右手を上げると、俺の頭を優しくなでる。すると……

「お主にはわしがおる。泣いてはならんぞ。いいこいいこじゃ」

　小さな手のぬくもりが、頭からじんわりと伝わって、胸のしこりを溶かしてくれる。

「………………ああ、わかっているよ、百合」

　俺と百合は召しよう喚かん術じゆつ師しと持ち霊の関係じゃない。でも百合は、俺に取り憑ついている霊体だ。

　俺と感覚を共有している百合は、自分の夢と俺の夢を同時に見る。

　百合が気づかってくれることが嬉うれしい。

　俺を想おもってくれる人がいるのが嬉しい。

　兄貴を失った俺が泣いている時、百合はいつだって俺に嬉しいをくれた。

　だから俺は、この嬉しいを苦しんでいるセリアにもあげたい。

　魔王を召しよう喚かんしたせいで保ほ護ご施し設せつに入れられて、退園しても周りから遠ざけられて、でも、嬉しいをくれる人がいれば、人は折れない。俺はそう思う。

　もう、ヒーローになる気は無い。けど、ただの男子中学生でも、女の子一人ぐらい笑顔にする為ために頑張ってもいいよな。兄貴…………。

　ふと目を上げると、俺の机の上に、空の酒瓶が置いてある。

　俺は超高速で百合の袖そでに手を突っ込んだ。

「人が寝ている間に盗み飲みしてんじゃねぇえええええ！」

「ぎゃー、片付けわすれたぁ！」

「お酒はほどほどにっていつも言っているだろが！　くすぐり地獄の刑だ！」

「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ、ぐるちぃっ♪」

　ベッドの上で、ぱたぱたと足を動かしながら涙を流して笑う百ゆ合り。

　その後、百合も反撃してきて、俺らは朝っぱらからくすぐりあった。

　本当に、こんな日がずっと続けばいいのに。


　　　◆



「二十一世紀初頭に魔法が科学的に解明されて二五年、現在魔法製品は日常に浸しん透とうし、生活を豊かで便利にしています。初めは世界中の宗しゆう教きよう団だん体たいが悪魔の業わざとして反対しましたが、今では世界中で魔法の研究が進んでいます」

　始業式の翌日の一時間目。俺は二年三組の教室でクロエ先生一七歳の座学を受けている。

　嫌いな勉強も、美少女が担任ならばやる気も出るというものだ。













　ちなみに、自由席で窓際に隣り合って座る俺とセリアの周りには、誰も座っていない。

　セリアへの警けい戒かい心は相変わらずらしい。

「世界が魔法の是非を論じる中、無宗教国家である日本は技ぎ術じゆつ的問題を魔法で解決。科学と魔法を合わせた音おん速そく列車や水素発電所などを作り、あらゆる業界の最さい先せん端たんを突き進みました。すると、世界の企業が国に魔法研究の認可を陳情して各国は揺れました。そして」

　クロエ先生が手元の投とう影えい画が面めんにタッチして、巨大投影画面が違う資料を映す。

「日本が召しよう喚かん術じゆつを完成させました。魔法は人間の霊力をあらゆる効能に変えて世界に干渉する術です。でも召しよう喚かん霊れいの存そん在ざいを観測した日本は、召喚霊を利用する魔法、空想の産物だった『召喚術』を再現。確立した召しよう喚かんシステムと、召喚霊の力に反応する武ぶ装そう、アーティファクトに全世界が驚きよう愕がく。日本が世界最大の軍事大国になった事で、世界中の国々が魔法研究を認可。今では学校で『昔は魔法の無い不便な時代がありました』なんて習いますね」

　クロエ先生はおかしそうにくすりと笑う。

　右隣を見ると、セリアがキーボードを叩たたいて、自分の投影画面にしっかりと授業内容をメモしている。

　へぇ、真面目まじめに授業聞くんだな。俺とは大違いだ。

「では誰かにこの空くう欄らんを埋めてもらいます。じゃあ、セルベールさん、お願いします」

　セリアは立ち上がり、ゆっくりと教卓に向かって歩こうとする。

　途と端たんに左右の机の生徒達が逃げるようにして移動。まるで猛もう獣じゆう扱いじゃねえか。みんなの対応にいちいち腹を立てても仕方ないのは解わかっている。でも、無反応じゃいられない。

「あ、セリアさん。前に出なくても自分の投影画面に答えを書いて送れば大丈夫ですよ」

　クロエ先生に言われて、セリアは無言のまま席にお尻を下ろした。

「ごめんセリア、気付かなかったよ」

　学校と施し設せつでは授業方法が違うのか。俺にとって当とう然ぜんの画面操そう作さを教えようとも思わなかった。それにしても……。

　さっきセリアから逃げた連中を見る。みんなそわそわと落ち着きが無い。

　──ルシファーを召喚したってだけでそこまで気にするような事か？

　──今は持ち霊の性質イコール人間性という論ろん調ちようが強いからの。

　──そんなふざけた論調、いつまで続くんだよ……

　その時、終業のチャイムが鳴り響いた。

「ではこの授業はここまで。あ、そうだみなさん。嬉うれしいお知らせですよ」

　クロエ先生はにっこりと笑う。

「なんと、今日の五時間目にパンテオン四よん大だい使し徒との日ひ上がみさんが来る事になりました」

　みんなは悲ひ鳴めいにも似た声で驚き、一斉にざわつき始めた。気持ちは解る。

　召しよう喚かん術じゆつ師しの仕事は多岐にわたるが、その中で最も重じゆう要ようなのが軍事力としての活動だ。

　召しよう喚かん術じゆつ師しは今や究極の剣であり盾。世界の兵士は全員召喚術師に置き換わり、保有召喚術師の力量は国防力に直結する。そして多くの生徒が、パンテオン入隊を夢見る。

　仕事上、最高レベルの召喚術師のみで構成される為ため、パンテオンの肩書は業界最大のステイタスだ。その上位一六人のベスト四を四よん大だい使し徒と、残り一二人を十二英えい雄ゆうと呼ぶ。

　日ひ上がみっていうのは兄貴の元部下で、一応、俺は面めん識しきがある。

「なんでもこの学校の授業を視察したいとかで」

　と、言いながらクロエ先生と、そしてみんなの視線が俺に集まった。

「絶対サギサワ君を見に来るのよ。未来のパンテオンエースだもん。きっとスカウトね」

「く～、四大使徒に直ちよく接せつスカウトとかされてみたいなぁ」

　みんなの声が、俺の中に冷たく刺さる。

　みんなはテレビや雑誌の華やかなパンテオンしか知らない。

　パンテオンを目指す奴は、きっと華麗にパンデモニウムを撃げき退たいする自分しか想像していない。でも軍事的戦闘はつまり殺し合いで、自分が死ぬ場合もあるんだ。

　俺だって、昔は理解できなかった。だからみんなの気持ちは解わかる。でも俺には、俺にパンテオン入りを期待するみんなの言葉が、酷ひどく無責任で身勝手なものに聞こえた。

　みんなにつられてか、セリアも隣に座る俺を瞳ひとみに映している。セリアが何を考えているかは解らないけど、俺の身を案じてくれているなら嬉うれしいな、と勝手な想像をした。


　　　◆



「よっし昼休み」

　あれから日上来訪の報しらせは他のクラスにも広まり、どこに行っても生徒達は落ちつきが無かった。正しよう直じき俺はどうでもいいけど、一部では『魔王使いのセリアを殺しに来たんじゃないか？』なんていう冗じよう談だんが飛んでいて、俺はそいつらを全員ブン殴りたくなった。

　──こんな腹の立つ時は美少女とのランチタイムに限るの秋あき人と。

　──当たり前だ。というわけで学校案内という大義名分でセリアを誘うぜ。

　俺は席から立ち上がると、鞄かばんから姉さんが作ってくれた弁当を取り出した。

「セリア、食堂の場所教えたいし、そこで食べようぜ」

「……ご迷惑では、ありませんか？　私はここで構いません」

　席から立たず、セリアは淡々と鞄から弁当箱を取り出す。

「俺にとって美少女とのランチはご褒ほう美びだぞ。お願いだから付き合ってくれよぉ」

　俺がそう言うと、セリアは少し考えてから、ついてきてくれた。

　食堂へ行くと、近づいた長テーブルがまるまる空になった。魔王殺しの俺と一緒でも、セリアが避けられるのは学校のどこでも変わらない。

　相変わらずの反応は不快だけど、おかげでセリアと二人きりになれたから許してやろう。

　男子達がセリアの美び貌ぼうに群がってしまう光景を想像して、俺は不快感を治めた。

　俺は空になった長テーブルを無視して隣の丸テーブルに着くと、弁当を広げる。

　最近の弁当箱には熱ねつ伝でん導どうを阻そ害がいする魔法陣が刻印されている為ため、さわっても何も感じないが、弁当箱の中は温かい。この効果は、霊力を充じゆう填てんすると何度でも使用可能だ。

「じゃあいただきます。あ、セリア、嫌いなものがあったら俺が食べるぞ」

「嫌いな食べ物はありませんので、おかまいなく」

「それはいいことだ。そういえばさ」

　俺が次の話題に移ろうとすると、後ろから元気な声がした。

「あっ、やっほーい、アキト久しぶりー♪」

　突とつ如じよ響いた声に振り返ると、見慣れたスパッツ女子がトレーを手に歩いてくる。

「おーブリジットか」

　笑顔をはじけさせる赤髪の少女は俺の幼おさな馴な染じみ、アイルランド人のブリジット・ブランデルだ。こいつとは初しよ等とう部ぶの頃からの付き合いで、俺が普通科に転科したあとも放ほう課か後ごはよく一緒に遊んだ。ていうか今も遊んでいる。

　紫色のシュシュで左サイドテールにまとめた、燃えるように赤い髪と白い肌が眩まぶしく、エメラルド色の大きな瞳ひとみが可愛かわいい美少女だ。これでギリギリ、幼よう女じよ形けい態たいの百ゆ合りに勝てる程度の胸でなければ三秒で口説いているのに、まったく残念な娘である。

　一いつ瞬しゆんでブリジットの目に怒気が宿った。













「ねぇアキト。どうしていつも視線を三〇センチ下げてから溜ため息いきをつくのかしら？」

「ハハハ、キョウモ、スレンダーデ美シイヨ、ブリジット」

　俺は恐怖で声が棒読みだ。そこで、俺はあることを思い出す。

「それよりブリジット。お前何組だ？　俺三組」

「あたしも三組よ」

「え？　でもお前、昨日も今朝もいなかったぞ」

「あーあたしバイクで事故って停てい学がくくらったから。午前はバイクの受け取りをしていたわ」

　ブリジットは歯を見せて快活に笑った。

「いや、バイクで事故ったって笑いごとじゃないだろ！」

「大丈夫♪　召しよう喚かん術じゆつで肉体強化していたから無む傷きずよ。路上駐車していた車に突っ込んで相手の車はオシャカだけど、召喚術保険下りたからあたしの財布もノーダメージだし」

　この独立学園国家の人口の八割を占める学生は、その九割以上が召しよう喚かん術じゆつ師しだ。

　当とう然ぜん、召喚術を使った事故が起こるわけで、学生は全員召喚術保険というものに加入。意図的な破壊でなければ学園側が弁償してくれる。保険が下りたのは、こいつのバイクが召喚術によるものだからだ。しかし全額保証とはさすが国連経営の学園、資金力が違うな。

　ブリジットが、チキンやポテトサラダ、バターロールパンなどが乗ったトレーを丸テーブルに置いて、俺の左隣に座った。俺から見て左にブリジット、右にセリアが座っている。

「ねぇねぇ、またあたしと同じクラスになれて嬉うれしい？　嬉しいでしょ？」

　身を乗り出して、プレゼントを待つ子供みたいな顔で聞いてくるブリジット。

　俺は初しよ等とう部ぶ時代、こいつに苦労させられた思い出を掘り返しては埋めながら言った。

「オウ嬉シイゾ」

「なんで棒読みなのよ。それでアキト、この子……誰よ」

　ブリジットの視線は一いつ瞬しゆん、セリアの胸に落ちて、不機嫌そうに頬ほおを膨らませた。

　持たざる者の嫉しつ妬とは見苦しいぞ……

「アキト、あんた今、何考えた？」

　地獄の底から湧わきあがるような声に、俺は戦せん慄りつする。

「何も考えていないぞ！　こいつはセリア・セルベール、新しい編入生だよ！」

　余計な事を言うと怖いので話を逸そらす。

「あー、この子があのルシファーを召しよう喚かんしたっていう、へぇ」

　ブリジットは、あらためてセリアを眺めまわす。セリアの美び貌ぼうや銀髪に注目すると、ブリジットは自分のくちびるを甘あま噛がみして、ガラにもなくシュンとしてしまう。

　流石さすがはセリア。この無鉄砲きわまりないライダーガールを一発ＫＯだ。でも、ブリジットは自分の赤髪を指でなでてから俺の方を見ると、急に含み笑いを浮かべた。

　なんだ今の笑顔は？

　気を取り直して、ブリジットはセリアに向き直る。

「あたしはアイルランドから来たブリジット・ブランデルよ。持ち霊はデュラハンで序じよ列れつ二〇〇四位。契けい約やく金は二五〇〇万円。学園国家は中途入学する人もいるけど、あたしは初しよ等とう部ぶからでアキトが普通科に転科するまで同じクラスだったわ。まっ、幼おさな馴な染じみってやつね」

　何な故ぜか偉そうに、えへん、と平らな胸を張るブリジット。でもブリジットは人を持ち霊で差別する奴じゃないし、セリアとはいい友達になってくれそうだ。

　ちなみに序列は本人の戦せん闘とう力りよくで決まる強さランキングで、一〇〇〇〇位まで公表される。

　対象は大学生以外の四〇〇万人だから、序列入りするだけでも周しゆう囲いからは一目置かれる。

　当とう然ぜん、序列入りの多くは高こう等とう部ぶ生せいだ。不ふ死し鳥ちよう・火ひの鳥とりを持つ序列三七位の美み夏なつ姉さんには遠く及ばないけど、中等部二年の春で二〇〇〇番台はかなり凄すごい。

　契約金は海外の軍や団体からのオファーで、学園国家を卒業したらこの額でうちに来てくださいというやつだ。序列と契約金が世間的評価になり、自己紹介で言うのが通例だ。

「私は序列外ですが、アキトさんは何位ですか？」

「俺も序列外だよ。まぁ大事なのは契約金だから、どうでもいいけどな」

　セリアが無む表ひよう情じようのまま、ちょびっと首を傾かしげた、ような気がする。

「？　序列が高いのに契約金が低い事があるのですか？」

「ああ、序列は戦闘力だけで決まるけど、契約金は各国の軍や民間組そ織しきが欲しいと思うかで決まるからな。強くてもブリジットみたいに素行が悪いと、序列は高いのにオファー数や契約金が少ないなんてのはよくあるよ」

「悪かったわね、素行が悪くって」

　ブリジットが不満そうに頬ほおを膨らませながら睨にらんでくる。

「悪い悪い、からあげをやるから許してくれ」

　弁当のからあげを一つ、ハシでつまんでブリジットのトレーに移す。

　ブリジットはほっぺから空気を抜いて、嬉うれしそうにからあげを食べ始めた。餌え付づけ成功。

　──お主も悪よのう。

　百ゆ合りが、俺の中でニヤリと笑う。

「でもセリアってご飯の時もヘッドホンつけっぱなしなのね。何聞いているのよ？」

「……何も聞いていません」

　あくまで無感動に応こたえるセリアに、ブリジットは眉まゆ根ねを寄せる。

「何も聞いていないわけないでしょ？　ちょっと貸ーして♪」

　ブリジットは笑顔で手を伸ばして、セリアはサッとかわした。

「おいおい、人のいやがる事をしちゃだめだぞ」

　俺は自分の事を棚上げにしてブリジットを止める。

「えー、これぐらいいいじゃない別に」

「からあげをやるから手をひきなさい」

「ラッキー♪」

　ブーたれる幼おさな馴な染じみへの餌え付づけは、ちゃくちゃくと進むのだった。

　そしてセリアは……淡々と弁当を食べていた。

　──ぷっ、ガン無視じゃの。

　──いや、俺にはセリアの心の声が聞こえる！　『ありがとうアキトきゅん大好き♥』というメッセージが聞こえる！

　──お、お主、日に日にたくましくなっておるの……

「でもセリア、何も聞いていないなら何でヘッドホンつけているんだ？　ファッション？」

「外の音を聞かずに済むからです」

　いつもの、一切の感情がない冷たい声だった。

　俺は頭によぎった答えを、セリアに否定して欲しくて尋たずねる。

「それって、どういう意味だ？」

　セリアは、残ざん酷こくなほど無感動な声で淡々と説明を始めた。

「外の音を聞いても辛つらいだけです。噂うわさ話ばなしも、陰口も、私は何も聞きたくありません」

　俺は胸に鈍どん痛つうを感じた。なんで、まだ中二のこいつがそんな事を考えなきゃいけないんだよ。外の音を聞かずに済むって、どんな人生送ってきたらそんな事が言えるんだよ。

　三年前、セリアが保ほ護ごされた頃、テレビではセリアに対して厳しい論ろん調ちようが叫ばれていた。

　きっと施し設せつに保護されるまでの間、学校の連中もセリアに酷ひどい事を言ったんだろう。

　周しゆう囲いの人はおろか、テレビもネットも、メディアは自分への非ひ難なんばかり。子供がそんな環境に晒さらされたら。そう考えると納なつ得とくしてしまうと同時に、別の感情が生まれる。

　今までは、ただセリアと仲良くなりたいと思っていた。けど施設から出たこの子にもっと外の世界を見せてあげたい。そして世の中には楽しい事が沢山あるって知って欲しい。

　俺がそう思った矢先、セリアは続けて言った。

「ですが施設では呼ばれているのに気付かず叩たたかれたので、音楽を流すのはやめました」

　金づちで頭を殴られた気分だった。俺と一緒に、ブリジットも息を呑のむ。

　セリアはルシファーを原因に学校でいじめられないよう、ちゃんと『保護』される為ために『保護施設』に入ったんじゃ……。

　俺の頭にまた、まさかという嫌な考えがよぎった。

「なぁ、セリア、保護施設の特別学習センターっていうのはさ……」

　その時、周囲から声が上がる。

「おい、あいつブリジットじゃん、序じよ列れつ一〇〇〇番台目前の。隣にいるのって……」

「ルシファー使いのセリアと、普通科でタケルを召しよう喚かんした奴だよ。ほら、あの春はる樹きの弟」

「マジで!?　魔王殺しじゃねぇか」

　このメンツだと目立つなぁ。

「あんたも大変よねぇ。まっ、普通科でタケルを召しよう喚かんするところは流石さすがあたしの幼おさな馴な染じみってところかしら。あんた昔ヒーロー目指していたし、序じよ列れつ入り目指してみる？」

　いたずらっぽく笑うブリジット。俺はやや辟へき易えきしながら手をひらひらさせる。

「おいおい冗じよう談だん言うなよ」

「ちょっといいかしら？」

　その時、一人の女子生徒が俺らの丸テーブルに近づいてきた。

　美み夏なつ姉さんやクロエ先生と同じ、ピンク色のリボンタイから、高こう等とう部ぶ生せいだと分かる。

　金髪碧へき眼がんの結構な美人で、女性的な体付きの人だった。

「私は高等部三年、風ふう紀き委い員いん長よ。君があの、魔王殺しヤマトタケルを召喚した子ね」

「そうですけど俺、風紀委員に睨にらまれるようなことしましたっけ？」

「勘かん違ちがいさせちゃったみたいね、ごめんなさい」

　委員長は、やや媚こびるような目線を送りながら、俺にわざとらしくすり寄る。

「私はただ、君を風紀委員にスカウトしようと思ったのよ」

　テーブルの上に形の良いヒップを乗せて、俺を見下ろしてくる。顔のすぐそばに豊かな胸がせまって来てちょっと嬉うれしい。

「君、普通科の生徒だったんでしょう？　じゃあ召しよう喚かん術じゆつは素人よね？　アーティファクト選びは大丈夫？　第一召喚形態フアーストサモンやスキルは使える？　基本技はいくつ習得したのかしら？　良ければ私が君に全部教えてあげるわよ」

　うわぁ、この人あれだ、有名人の知人になりたい人だ。タケルを召喚した途と端たんこれかよ。

　俺は顔には出さないけど、内心は委員長への警けい戒かい心でいっぱいになる。

「結構です。俺、強くなることに興味ないんで」

「そんなのもったいないわ」

　委員長はずいっと端たん正せいな顔を近づけて、甘い吐息が俺の顔にかかる。

「貴方あなたならパンテオンの中のトップ四、四よん大だい使し徒とだって夢じゃないわ。だって前のタケル使いである貴方のお兄さんはパンテオンのエース、つまり貴方はかつての世界最強のスターヒーローと同格の才さい能のうを」

「ヒーローという名の社会の奴ど隷れいには興味ありません。それとコーチは間に合っています」

　俺はタケルを召喚して以来、百ゆ合りの特訓を受けている。

　実際、召しよう喚かん霊れいである百合の魔法知ち識しきは尋じん常じようではなく、召喚術についても専門家以上の知識を持っている。おまけに俺に取り憑ついているおかげで、俺の内側から俺の霊力を操そう作さして感覚を掴つかませる事まで可能ときている。俺は百合以上のコーチなんて知らない。

　でもそれは、補習で放ほう課か後ごに遊べなくなるのが嫌なだけで活かつ躍やくする為ためじゃない。

「あと、ご飯を食べるテーブルに座るのはマナー違反ですよ」

　委員長はバツの悪そうな顔でテーブルから降りた。

「君、確か生徒会長の弟さんだったわね。じゃあ君のコーチは会長さんに任せようかしら」

　百ゆ合りの存そん在ざいを知らない委員長は、勝手に勘かん違ちがいをしながらその場を去った。

　これからもああいうのが来るのかと思うと、先が思いやられる。

「空気悪くしてごめんなセリア、ほら、早く食べようぜ」

「はい」

「社会の奴ど隷れいか……」

　ほとんど聞こえないくらい小さな声だった。見ると、ブリジットの顔に陰が差している。

「ねぇアキト……やっぱり、あんたまだお兄さんの事……ううん、ごめん、早く食べよ」

　彼女らしくない暗い声に、俺は胸の痛みを覚えながら弁当を食べ始めた。

　その時、俺の携けい帯たい端たん末まつに、姉さんから一通のメールが届いた。


　　　◆



　風ふう紀き委い員いん長ですら退散したせいか、あれからは誰も話しかけてこず、俺ら三人はゆっくりと昼ご飯を食べることができた。

　そして昼休みが終わった五時間目。俺達はグラウンドに出てクロエ先生の前に整列する。

「では皆さん、これから交流の為ため、時間まで自由にＡＦを使って模も擬ぎ戦せんをしてもらいます。二人ペアになってくださいねー」

　教育実習生のクロエ先生が、無駄に手を頭上で振り回しながら、仲良し三人組の友情を切断する指示をアピールしている。すぐに女子達の方が騒ぎ始めた。

　ペアは同性同士で組むのが普通で、女子達には余ったらセリアと組まされる。そんな強迫観念があるのだろう。男子と違って次々ペアができてグラウンドへ散らばる。

　やれやれ、相変わらず酷ひどい連中だ。自分の事じゃないのに、どうしてもみんなの反応にイラ立ちを覚える。まぁ今はブリジットがいるし、これを期に二人が仲良くなってくれればいいな。そこまで思ったとき、百合が口火を切る。

　──たわけ！　お主はどうする！　わしは男なんぞと組みとうないぞ！

　──男子？　えーっと、セリアとブリジットが組むってことは……

　野郎と向き合い戦う自分を想像。稲いな妻づまが俺の脳天から股また下したまで貫いた。

　──ぎゃああああ！　俺からセリアを取らないでくれブリジットー！

　一時間視界に収めるなら野郎より美少女だ。俺は女子の方へと駆けこむと、セリアに向かってスライディング土下座をキメた。

「セリア！　俺を助けると思ってペアを組んでくれ！」

「……？　……はい」

　一いつ瞬しゆんの驚きを含んだ返答に、俺は安あん堵どしてすぐ立ちあがった。

「よかった、感かん謝しやするぜセリア。じゃあお前のＡエイＦエフを見せてくれよ。俺のＡＦはこれな」

　俺はＡエイＦエフと呼ばれるものを召しよう喚かんするべく、百ゆ合りとの訓練を思い出す。

　頭の中で空間を指定。体内の霊力を稼か働どうさせて、ＡＦとのパスに霊力を流した。すると俺の真横の空間に、幾き何か学がく模も様ようを内包した光の円、召喚陣が浮かぶ。

　直径二〇センチ程のその中央から、近代兵器である高周波刀ヴアイブロ・ブレードのグリップ部分だけが顔を出した。グリップを右手で握り、素早く引き抜く。

　他の生徒も拳けん銃じゆうや電離分子小銃プラズマ・ライフル、高周波槍ヴアイブロ・スピアやドリルやロボットアームを召喚する。

　アーティファクト、通称ＡＦ。

　これが現代の魔法の杖つえであり召しよう喚かん術じゆつ強化武ぶ装そう。

　持ち霊の力を込める事で強化、さらには追つい加か武ぶ装そうを自じ動どう構こう築ちくする人じん類るい最さい優ゆうの兵器だ。

　普段は別位相空間に保管していて、自由に召喚できる。

　しかも、追加武装の方はＡＦを触しよく媒ばいにして召しよう喚かん霊れいの力を具現化させた霊的物質なので、全壊しても数日で自動的に修復されるし、直ちよく接せつ修理すればすぐにまた使える。ブリジットの言う『バイクの受け渡し』とはそういう事だ。使わない時は量子化することもできる。

「私は今朝、クロエ先生からプラズマ・ヴァイブロ・ナイフを受け取りました」

　セリアは左のふとももにつけたホルダーから、一本のナイフを取り出す。小型のＡＦの場合、こうして携帯する生徒もいる。

「ですが、アキトさんのは珍しいですね」

　セリアの視線が俺の右手に落ちる。

　ＡＦの種しゆ類るいは持ち霊との相性で決めるのが一般的で、草クサ薙ナギノ剣ツルギで活かつ躍やくしたヤマトタケルが持ち霊の俺は、高周波刀タイプを選んだ。みんなも持ち霊に合ったＡＦを召喚している。

「日本刀型は日本でしか製造されていないと聞きます。これはＫＡＮＺＡＫＩブランドですね。大陸の両刃剣と違い片刃で攻撃面積は半分ですが反りが入っている分、円運動との相性が良く、切味はこちらの方が上の玄人向けの武器です。細身で脆もろく見えますが刀身が五つのパーツで作られた四方詰め方式で、衝しよう撃げきは峰で吸きゆう収しゆうされる為ため、大変頑丈です」

「お前詳しいな。それと、これは新式でカートリッジは四本入るんだぜ」

　俺は柄つか頭がしらのフタをはずした。中から単三電池のようなものを取り出す。カートリッジは霊力を閉じ込めた電池のようなものだ。ＡＦに装そう填てんして、中の霊力を解かい放ほうする事で自分の霊力を使わずに大おお技わざを繰り出せる。

「施し設せつでは勉強以外にする事が無かったので」

「じゃあヘッドホンあるんだし、今日から音楽鑑賞を趣しゆ味みにしようぜ。ただし声をかけても気付かなかったら、ほっぺツンツンしちゃうからな」

　俺はニカリと笑って、人差し指を突き出した。

「…………それは、できません」

　いつも無む口くち無む表ひよう情じよう無感動なセリアが、僅わずかに視線を落とした。

「音楽を聞くと、不安になります……」

　呼ばれているのに気付かなかった。それだけの理由で叩たたかれて以来、ヘッドホンで音楽を聞けなくなったセリア。俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰まってから尋たずねる。

「……じゃあさ、本当は聞きたいのか？」

「耳を塞ふさいでいる方が落ち着くので、聞きたいです」

　ネガティブな事を淡々と言うセリアに、俺は笑顔で親指を立てる。

「よっしゃ！　じゃあ俺に任せな。大船どころか宇宙船に乗った気でいろよ！」

　俺の肩に白い手が喰くい込んだ。

「アキトぉ、あんた随ずい分ぶん楽しそうじゃない？　セリアとのお喋しやべりはそんなに楽しい？」

　背後から聞こえる殺さつ意いのこもった声。

「ブブ、ブリジット!?」

　肝を冷やしながら振り返ると、長大なガンブレード片手に恐ろしい笑みを浮かべて笑う死神が一人。そういやブリジットの持ち霊って死の精霊デュラハンだっけ？　笑えねぇ。

「な、なんだよ怖い顔して、俺これからセリアとペア組んで戦うんだけど」

　ブリジットの目が、セリアの胸と自分の胸を往復した。

「そ、そんなのダメよ否定よアキト！　あんたとセリアがペアなんて！」

「なんでだよ？」

「そ、それは、えーっと、素人同士で組んでも得るものがないわ！　アキト、あたしと組みましょう。その後はあたしとセリアで組みましょ！」

「ブリジットが教えてくれるのか？」

「肯定よ。タケルを召しよう喚かんしたのは流石さすがだけど、三年ものブランクがあるアキトにはあたしがみっちり教えてあげるわ。何せあたしのほうが先輩で、序じよ列れつほぼ一〇〇〇番台ですから」

　得とく意い満面で、両手を腰に当てるブリジット。

　そういえばブリジット、俺が普通科に移った後も頑張っていたもんな。

　それはそうとして、いいくびれだなぁ。

　俺はブリジットが手を当てる腰を見て、気分が高こう揚ようしてくる。

　じゃあここはお言葉に甘えて、ブリジットの世話になろう。

「そりゃ助かる。ありがとうな、ブリジット」

「う、うん……」

　何な故ぜかブリジットは頬ほおを染め、嬉うれしそうにはにかんだ。

　──乙女じゃのう。

　──なんの話だ？

「じゃあ先生としてご褒ほう美びを用意してあげるわ。あたしの体に触れたらアキトの買い物に付き合ってあげる。そのかわり、触れなかったらあたしの買い物に付き合ってね♪」

　可愛かわいらしいウィンクに胸がドキッとする。

　長いまつ毛に縁取られた、翠玉色エメラルド・グリーンの大きな瞳ひとみはこういう時に威い力りよくを発はつ揮きする。

　やっぱりブリジットって……美少女、だよな？

　正しよう直じき、なんで俺なんかの幼おさな馴な染じみやっているんだろう、ってくらい、ブリジットは可愛い。

　って、待てよ。その賭かけの内容だとどっちが勝ってもあまり変わらない気がするぞ。

「じゃああたしのＡエイＦエフガンブレードだから、少し離れるわね」

　くるりと制服のミニスカートをひるがえして、ブリジットは小走りに離れた。

　その途と中ちゆう、肩のところでちっちゃくガッツポーズをしているのが見える。

　──あいつ何か言っているな。おい百ゆ合り、お前の耳、貸してくれよ。

　──良いぞ。ほれ。

「よーし、ここはアキトに実力の差を見せつけて『凄すごいよブリジットお前最高だよ』そしてあたしベッタリにして今後の主しゆ導どう権けんを、そうしたら…………キャー♪」

　──な、なにぃ!?　あいつ俺を舎しや弟ていにする算段をしてやがる！

　──えええええ!?　まさかの解釈!?

　ブリジットの妙に嬉うれしそうな背中が一〇メートルぐらい離れて振り返る。セリアも巻き込まれないように離れた。

「あれ見て。ブリジット対アキトよ！」

「すげぇ、ビッグカードじゃん！　未来のパンテオン、いや、四よん大だい使し徒とのデビュー戦か」

「召しよう喚かん術じゆつ歴はブリジットが上。持ち霊はサギサワが上かしら」

「序じよ列れつ二〇〇〇番台か、ハルキ二世の魔王殺しか」

　みんな自分達の試合そっちのけで、携けい帯たい端たん末まつを使って撮影を始める。

　ブリジットはキメ顔で、意い気き揚よう々ようとガンブレードを掲げた。

「じゃあいくわよ！　第一召喚形態フアーストサモン・デュラハン！」

　召喚術には、その強さに合わせていくつかの段階がある。第一召喚形態は持ち霊の能力の一部を得て、第二召喚形態セカンドサモンはその能力が強化される。そして第三召喚形態サードサモンは能力がさらに強化されるだけでなく、持ち霊の影響が強過ぎて人体の容よう姿しや服装にまで変化が現れる。

　見た目には解わからないが、ブリジットから感じる霊力の波動が強くなる。

　これでブリジットの身体能力は強化され、ガンブレードは死の精霊デュラハンが持つ死属性を得た事になる。加えて、皮ひ膚ふを霊力で覆おおい守ったようだ。

　人類が魔法を手にする前は、召しよう喚かん術じゆつ師しと言ったら召しよう喚かん霊れいを召喚して、自分の代わりに戦ってもらう人を指したらしい。でも実際の召喚術師は違う。召喚霊を召喚するのは最終奥義だけ。召喚術師とは、持ち霊の力の一部を借りて自分自身で戦う戦士だ。

　召喚術の効能は三つ。


　・身体能力強化。（どの程度強化されるかは持ち霊によって変わる）

　・攻撃の属性付加。（得る属性は持ち霊によって変わる。属性を得られない持ち霊もいる）

　・スキルと呼ばれる特殊能力の獲得。（持ち霊によって異なり『○○スキル』と呼ばれる）



　超人的な身体能力に、炎や氷といった属性の力を操り、バトル漫まん画がのキャラさながらの特殊能力まで持っている。これが召しよう喚かん術じゆつ師し。戦車や戦闘機に代わる人間兵器だ。

　──ふむ、死属性か。

　俺の中で、百ゆ合りがブリジットを値踏みする。

　──相手の再生回復や不死性を阻そ害がいする効果じゃ。しかしお主は元々回復魔術を使えんしのぉ。わしは不死じゃがあの程度どうということはない。

　──だからお前は戦うなっての。お前の事がバレたら大変だろ。

　遠くでブリジットが声を大にする。

「どうしたのアキトー。第一召喚形態フアーストサモン使えるー？」

「おー待ってろー。じゃあ俺も」

　俺も皮ひ膚ふを霊力で守ってから、召しよう喚かんした高周波刀ヴアイブロ・ブレード型ＡエイＦエフを両手で握り、中段に構える。

「第一召喚形態・ヤマトタケル！」

　俺は空間ではなく体の中に召喚陣を作り、開いた。

　召喚陣の向こう側は持ち霊によって変わる。タケル使いの俺の召喚陣は神の国高天たかまが原はらに繋つながっている。

　そこから人外の力が流れこんできて、俺の中に英えい霊れいヤマトタケルの力が湧わきあがる。

　英霊の力はそのまま俺の握る高周波刀型ＡＦにも流れ込んで、タケルの力を得る。

　元人間である英霊タケルは水とか雷とかの属性攻撃ができないが、代わりに身体能力の強化率は精霊より高いし、ＡＦには英霊の装備の力が宿るという特性がある。

　俺が握るのは、人工的に作られた召喚術師専用武ぶ装そうの高周波刀でしかない。

　でも高周波の振動で対象を斬きり裂く近代兵器は今、かつて日本神話の英えい雄ゆうヤマトタケルが使った権力と支配の象徴、王剣・天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギの力を得ている。

　ヒーローになる夢を捨てた俺が、今さら兄貴と同じ力を持っている。なんだか複雑な気分だ。俺は心の中で、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「覚悟しろよ。王族英霊殺しの天武雲剣は、英霊や王族相手に無類の強さを誇るからな！」

「アキトこそ、あたしの不死殺しのガンブレードの威い力りよくを味わわせてあげるわ！」

　互いに得物の切っ先を向け合って挑発。そして、俺らは重大な事に気付く。

「ね、ねぇアキト。あんたのタケルって不死身の英雄だっけ？」

「ブリジット……お前の持ち霊って、精霊だったよな？」

　たっぷり一〇秒の沈黙の後、俺とブリジットは同時に頭を抱えた。

「「意味ないしぃいいいい！」」

「アキト！　なんであんた神話の英雄を召喚したのに不死身の英霊じゃないのよ！」

「お前こそどうせ精霊召しよう喚かんするなら妖よう精せい王おうオベロンとか王族や英えい雄ゆう的なものにしろ！」

　ブリジットの不死殺しスキルは、相手の怪け我がの再生や生き返りを阻そ害がいする効果がある。でも俺は自じ己こ再さい生せい能のう力りよくも蘇そ生せい能力も無いので宝の持ち腐れだ。

　同じように俺の天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギは英えい霊れい、特に王族の英霊に対して大ダメージを与える。でもブリジットの持ち霊は精霊デュラハン。ブリジットにとってはただ斬きれ味の良い高周波刀ヴアイブロ・ブレードだ。

「あーもう！　とにかく召しよう喚かん術じゆつバトルの先輩として、実力の差を見せつけてあげるわ！」

　不毛な言い争いをしてから、ブリジットは気を取り直してガンブレードを構える。

　ガンブレードとは、ライフルの長い銃じゆう身しんの下にロングソードの刀身がついている武器だ。剣の切っ先を俺に向けると、銃じゆう口こうも自然と俺を睨にらむ。

　銃口が連続して鋼の咆ほう哮こうを上げた。迫る弾だん丸がんは五発、タケルの力で強化された動体視力なら弾だん道どうははっきり見える。俺は余裕の笑みで刀を振り……空ぶった。顔面に被弾した。

「ぐはっ、痛ってぇー……やっぱ見えているだけじゃ駄目かぁ……スキル使おうかな……」

「なな、なんであんた平気なのよ、素人のはずじゃ……こうなったら！　第二召喚形態セカンドサモン！」

　無む傷きずの俺に驚き目を見開いてから、ブリジットは頭上と右横の空間に召喚陣を展開。

　頭上の召喚陣がブリジットの頭頂部から足下まで高速降下。ブリジットが、一いつ瞬しゆんで青いバイクスーツ姿になる。これは追つい加か武ぶ装そうの付属品。そして本命が姿を現す。

　右横の召喚陣が激しくスパークしながら、中から前ぜん輪りんとヘッドライト、そしてハンドルと青いボディが抜け出て来る。そこにあるのは、一台のバイクだった。

　ブリジットが基礎ＡエイＦエフであるガンブレードを触しよく媒ばいに、デュラハンの力を追加武装として顕けん現げん、構築したのがこのバイクとスーツだ。

　バイクには、首無し騎士デュラハンが乗る首無し馬コシュタパワーの力が宿っている。

　幼おさな馴な染じみであるブリジットの武装は良く知っていて、俺は苦笑いをする。

「馬も装備品扱いかよ。ったく、精霊なのに装備品の力が宿る武装って、反則じゃねぇか」

　──そうじゃの、そしてコシュタパワーを召喚したという事は、じゃ。

　ブリジットがバイクにまたがり、アクセルを回した。

　バイクの周しゆう囲いに特殊な力場が発生して、敵をはね飛ばす準備をする。

「やっべっ！」

　急加速しながら襲い掛かるブリジット。刀で右手が塞ふさがっている俺は、とっさに左手を突き出してバイクを受け止めた。衝しよう撃げきが掌てのひらから肘ひじ、肩へと抜ける。

「嘘うそ!?　コシュタパワーを、腕一本で止めた!?　どういう筋力してんのよ……っ」

　──そろそろスキルってやつを試してみるか、八や劔つるぎ神がみスキル発動！

　ブリジットが驚きよう愕がくする中、俺は召喚術を使う事で使用可能になるスキルを発動させた。

　八劔神スキルは俺の持ち霊、タケルが持つスキルの一つだ。頭の中に剣けん技ぎの全すべてが流れ込み、体に馴な染じむ。

　ブリジットはバックギアで退きながら、ガンブレードの連れん続ぞく発はつ砲ぽうで俺を牽けん制せい。

　俺は強化された動体視力で全すべての弾だん道どうを見み極きわめると、軽く身を逸そらすだけで弾だん丸がんをかわし、刀で弾はじき、受け流し、防ぎ切る。刀を通して伝わる抵てい抗こう、衝しよう撃げきはごく軽いものだった。

「へ？　あ、あたしの弾たまが……全部防がれている？」

　──八や劔つるぎの神かみスキルの調子はどうじゃ秋あき人と？

　──最高だよ。素人の俺がどう動けばいいのか解わかるし、思った通りに体が動く。

　素人の俺が、今は自然に剣術の極ごく意いを掴つかんでいる。

　スキルを発動させた途と端たん、自然と手が程良くリラックスして高周波刀ヴアイブロ・ブレードのグリップを保持。

　体たい捌さばきは筋力ではなく腰や背骨による重じゆう心しん移い動どうで重力を、地球を味方につけて移動。

　全部一いつ瞬しゆんで体に染みついた。

　──タケルの身体強化率は全召しよう喚かん霊れい中最高位。加えてスキルにより剣の腕は達人級。怠けていたお主の霊力では三分が限界じゃが、達人と同じ動きをすれば体が覚え自身の剣術も上達する。さぁカッコよくキメよ、三分限定でお主は最強の肉体と剣けん技ぎの使い手じゃ。

　──って、俺あんまり目立ちたくないんだけど。てきとうなところで負けないか？

　──そういえばお主ヒーローになりたくないんじゃったな。じゃああれを受けるか？

「あれって？」

「くたばりなさいアキト！」

　ガンブレードを振りあげたブリジットが、殺やる気まんまんの顔で襲い掛かって来る。

「のわぁっ!?」

　バイクのスピードと質量を乗せた斬ざん撃げき。

　まるで騎兵ＶＳ歩兵のような圧倒的不利な条件に、俺は自然と対応できた。

　剣を上段から振り下ろしてくるブリジットに対して、俺は全身の関節をフル稼か働どうさせて全筋肉力を合一。刀を昇しよう龍りゆうのような勢いで振り上げて閃ひらめかせる。

　すれ違う瞬間、刃はを合わせると肩に衝撃が走り、火花が散り咲いた。

　王剣レガリアと死神剣デスサイズの勝敗は決した。俺は、金属を通り抜ける確かな手ごたえに振り返る。通ざかるブリジットの顔が、銃じゆう身しんごと半分の長さになった刀身に映って目を丸くしている。

「そんな!?　やっぱり轢ひいてやるわ！」

　Ｕターンしてから一度止まるブリジット。

　バイクの側面についた排はい莢きよう口こうから、空になったカートリッジが排出された。

　ブリジットの周しゆう囲いがスパークして、エンジンが金切り声を上げて吼ほえる。

　最初にした、ただの走行じゃない。ブリジットお得とく意いの、霊力を使った突撃体勢。

　──ぎゃあああ、何あいつ大おお技わざの準備しているんだよ！

　流石さすがに今度は手で受け止める自信は無い。いや、八劔神スキルなら……。

　──秋人、第二召喚形態セカンドサモンに上げればあやつのスピードに勝てるぞ。

　──頼みます百ゆ合り大明神様！

　──じゃがよいのか？

　──いいから早く！

　──心得た！

　未み熟じゆくな俺に代わり百合が俺の霊力を操そう作さ。第二召喚形態セカンドサモンを発動させた。俺の中に流れ込むタケルの力が倍化。第一召喚形態フアーストサモンを遥はるかに超える肉体強化を得た。天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギは柄つか頭がしらに金をあしらった姿に変形。左手には金の手甲が、右腰には新しい高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレードが構築される。

『サギサワが第二召喚形態!?』

　周りの生徒がざわめいた。

「おい、あいつ先月、契けい約やくしたばっかだよな？　俺第二召喚形態使うのに二年かかったぞ」

「あたしなんか二年半よ！　鷺さぎ澤さわ春はる樹きの弟は伊だ達てじゃないわね」

　クラスの連中は全員観かん戦せんモードである。

「みみ、みなさーん、ちゃんとペアを作って模も擬ぎ戦せんをしてくださぁい！」

　クロエ先生が泣きそうな顔で叫ぶが聞く人はなく、クロエ先生は子供のように『ふえーん』と泣いてしまった。

「潰つぶせコシュタパワー！」

　ブリジットのバイク、コシュタパワーが一いつ瞬しゆんで超音おん速そくまで加速。

　俺を轢ひき殺ころそうと音の壁を突き破り、地面を削って粉ふん塵じんを巻き上げながら猛もう進しん。俺は限界まで引きつけてから、最小限の体たい捌さばきで右へ回避。ブリジットは通り過ぎて行った。

　──ぼやぼやするでない！　追いかけよ！

　──そっか、かわすだけじゃ今までの繰り返しだ。追つい撃げきしないと。

　俺は前進しようと駆けだして、ブリジットの背中がみるみる大きくなってくる。

「ん？　って！　何でそこにいるのよ!?」

　ブリジットが背後の俺へ振り向き悲ひ鳴めいを上げる。

「え、ごめん、なんか走ったら追い付けた」

　突とつ撃げき走そう行こうが終わり平常走行とはいえ、バイクのＡエイＦエフに足で追い付くって、タケル凄すごいな。

「なんで素人のアキトがあたしより速いのよ!?　っ、なら！」

　涙目で歯は噛がみするブリジットは前ぜん輪りんを持ち上げ、ウィリーの態たい勢せいを取る。

　そのままブリジットのコシュタパワーはエンジンのいななきを上げて上空へ疾走。

　──そういえばあの娘、水陸空宇宙全地形対応型バイクじゃと昔自じ慢まんしておったな。

　──感心している場合じゃねぇだろ！　あいつ今度は重力加速度まで付ける気だぞ！

　──では階段を登るつもりで走るが良い。タケルは空を駆けられるはずじゃ。

　言われた通りにすると、俺が足を上げるごとに足下に魔法陣が展開。その魔法陣を足場に俺は空中を駆け上がる。

「なっ、アキトの持ち霊って空走れるの!?」

　ブリジットは空中で慌てて一八〇度ターン。俺と向き合い警けい戒かいしながらバックで逃げる。その動揺ぶりを見て、俺の中にとある感情が芽生えた。

　もしかしてこれ……勝てちゃう感じ？

　俺は幼い頃から続く、ブリジットとの理不尽な日々を思い出す。

　バレンタインデー直前、将来の為ための料理特訓と言って試食係を強制された。

　褒めてあげようと頭をなでると、顔を真っ赤にして怒ど鳴なって来た。

　自分が引き受けた学校の仕事を俺にもやらせて、学校に二人で居残るハメになった。

　買い物の荷物持ちなんてしょっちゅうだ。帰りにクレープをおごってくれるけど……。

　とにかく、そうした思い出が次々湧わき上がってきて、俺の口から感情が溢あふれだす。

「積年の恨みぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　俺はブリジット目がけて全ぜん力りよく疾しつ走そう。ブリジットは弾だん丸がんのように飛び出した俺を見て、息を呑のむと同時に召しよう喚かん術じゆつ師しの最終奥義を使用する。

「あんたよりあたしのほうが、っ、強いんだから！　解放召喚オーバーフロー！　デュラハン！」

　ブリジットの目の前に巨大な青い魔法陣が展開。

　中から、首の無い馬にまたがった美び貌ぼうの女騎士デュラハンが飛び出した。

　甲かつ冑ちゆうで身を固めるデュラハンは、右手の大ぶりな西洋剣を振り上げる。

　持ち霊の力の一部を借りるのではない。持ち霊本体を呼びだす、召しよう喚かん術じゆつの最終奥義。

　──やれやれ、練習試合で解放召喚とは、ムキになっとるのぉ。

　──ほんとにやれやれだ。あいつほんと負けず嫌いだな。

　俺は呆あきれて嘆たん息そくをもらす。試合は皮ひ膚ふを覆おおう霊力の装甲を突き破り、本体にダメージを与えたら一本勝ちが基本だ。解放召喚はどう考えても過剰攻撃でしかない。

　俺は第二召喚形態セカンドサモンからの新武ぶ装そう、右腰の破邪の剣・杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを抜こうとする。

　この杠谷樹剣はとある特殊能力を備えている。それを使えば、この戦いを終わらせる事ができるだろう。

　──ブリジットの奴、素人のお主に追い詰められて面目丸つぶれといったところかの。

「…………」

　俺は杠谷樹剣の使用を思いとどまる。八や劔つるぎの神かみスキルを解除した。

　──別に負けちゃってもいいか。でも痛いの嫌だし、百ゆ合り、お前の鋼の加か護ごをいや待て！

　俺の頭に、アイディアが閃ひらめく。

「あえて受ける！」

　デュラハンの横よこ薙なぎの一いち撃げきに、俺は天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギを打ちつけて威い力りよくを殺してから、右肩で受けた。熱い痛みと血が溢れる生温かい感かん触しよく。

　俺は痛みで悲ひ鳴めいを上げながら墜落した。地上五〇メートルから落ちて頭を地面に激げき突とつ。けどタケルの第二召喚形態セカンドサモンならではの防御力でノ─ダメージだ。

　俺はすぐさま跳び起きると、わざとらしくよろめきセリアにすり寄った。

「ぐああ、痛いよセリアー。場所を案内するから俺を優しく保健室まで連れて行ってくれ。そしてそのまま添い寝してくれたら嬉うれし──」

　一発の弾だん丸がんが俺の足下に着ちやく弾だん。

　俺は油の切れたブリキ人形のようにぎこちない動きで振りむいた。

「アキトォ……」

　ブリジットが、絶ぜつ対たい零れい度どの視線で俺を見下しながらゆっくり近づいてくる。

　うん、あえてゆっくり近づいてくるあたりが恐怖感を煽あおるね。

「あんた、それがしたくて……」

　ブリジットの目が、ギラリと光る。

「わざと喰くらったのかぁー！」

「いやあああああああああ！」

　ブリジットがコシュタパワーを猛たけらせて追いかけて来る。

　俺は怖くて必死にグラウンドを逃げ回る。

　他の生徒達は誰も戦わず、完全に俺とブリジットの騒動を観かん戦せんするギャラリーとなっていた。未いまだに携けい帯たい端たん末まつのカメラ機能で動画を撮影している奴らが特に憎い。

　担任のクロエ先生が携帯端末の電話に出たのは、その時だった。

「みなさーん。もうすぐ日ひ上がみさんが到着しますよー♪」

『えぇっっ!?』

　みんなは悲ひ鳴めいにも似た声で驚き、一斉にクロエ先生を振り返る。

「マジで!?」

　ブリジットもブレーキを踏んで、クロエ先生の下へ向かう。みんなミーハーだなぁ。

「連絡によると、もうすぐそこまで来ているみたいですよ」

　その時、上空からグラウンドに航空機の影が落ちて、白ラン姿の若い女性が飛び下りた。

　女性の足下に次々魔法陣が展開。一枚すり抜けるごとに減速して、彼女は遥はるか上空からクロエ先生の横に柔らかく舞い降りる。土つち埃ぼこり一つたてずにだ。

「貴方あなたが担任の方ですか？　パンテオンの日上宮みや子こです」

「クク、クロエ・クロエールです！　高こう等とう部ぶ教育学科三年の教育実習生で、あの」

　日上の持つ空気に圧倒され、クロエ先生は油の切れたブリキ人形のようにぎこちない。

　日上宮子、兄貴の後輩で、今はその後あと釜がまにいるらしい。世間ではどうか知らないけど、俺からすればただ、昔兄貴の隣にいた人、という印象しかない。

　帯刀し、軍服の上から白ランを羽織ったスタイル。

　トップモデルのようにスラリと高い背に均きん整せいの取れたプロポーション。

　ポニーテールでまとめた黒髪はそれほど長くないが、風に柔らかくなびいて、絹のような艶つややかさを周しゆう囲いに誇こ示じする。筋の通った鼻に凛り々りしく強い意志のこもった瞳ひとみ。顔のパーツ一つ一つがファッション雑誌でもそうお目にかかれない程の美しさを持っている。

　凛りんとしたよく通る声も相まって、日ひ上がみは立っているだけで憧どう憬けいの眼まな差ざしを得る程のカリスマ性を有していた。

「そう緊張しなくていい。今日はただ母校の様子を見に来ただけだ」

「はは、はいぃ！」

　クロエ先生が背筋を伸ばして固まった。みんながざわつく。

「ほ、本物の日上宮みや子こさん!?」

「国際召喚術師部隊パンテオンの四よん大だい使し徒とって、十二英えい雄ゆうの上に立つ世界トップ四……」

「確か去年、中東で起こった大規模紛争を十二英雄三人で鎮圧したのよね？」

「しかも二日でよ。じゃあ四大使徒ってどんだけ強いのよ……」

　十二英雄と呼ばれる幹部達の上に君くん臨りんする四大使徒の戦力は、一人で大国の軍事力にも匹敵すると言われている。

　生徒達はオリンピック選手に会ったスポーツ少年のような興こう奮ふんを覚えるが、同時に気分次第で街の一つや二つを軽く滅ほろぼせる力への畏い怖ふも隠しきれない。

「時間が無い。早速だが皆の実力が知りたい。私と戦いたい者はかかってきてくれるか？」

　生徒全員の顔が固まった、けど例外もいる。

「アイルランド出身ブリジット・ブランデル！　序じよ列れつ二〇〇四位。契けい約やく金は二五〇〇万円！　お願いします！」

　日上が承しよう諾だくすると、俺との戦闘で既に第二召喚形態セカンドサモンだったブリジットがアクセルを回す。

「いくわよ、コシュタパワー！」

　他の生徒が逃げて行く。

　ブリジットがまたがりエンジンをふかすとバイクのアーティファクト、コシュタパワーは鋼のいななきを上げ、一度前ぜん輪りんを空に向けてから疾走した。

「その年でもう一千万単位の契約金オファーが来ているのか。どこの国かは知らないが、軍は人材確保に必死だな」

　日上は一本の刀を抜き構えると、刀身がプラズマの光に覆おおわれた。

「第一召喚形態フアーストサモン、大オオ国クニ主ヌシ！」

　──ほほう、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードか。プラズマソードのように対象を焼き斬きり、それから高周波の刃やいばで斬るという優れモノじゃな。おまけに神剣生イク太タ刀チの力が宿っておる。流石さすがは大国主使い。秋あき人とよ、お主のヤマトタケル同様、日本神話最強の一角を担う召喚霊じゃぞ。

　──ふーん。

　俺は興味なさそうにそう言った。

「いっけぇええ！」

　ブリジットはグラウンドを超音おん速そくで疾走し日ひ上がみをはね飛ばす気満々だ。日上は刀を構えたまま微動だにしない。

「素晴らしいスピードだ。それにバイクから特殊な力場が発生し前面の守りは強い。なるほど確かに敵をはね飛ばすにはいい。だが！」

　日上は最小限の体たい捌さばきでブリジットの突撃を回避。周しゆう囲いの生徒にはバイクをすり抜けたようにすら見えただろう。

「全体を覆おおう力場は前と下以外は薄く、バイク自体の装甲も強固ではない」

　学園最速を誇るブリジットのバイクの後部が両断。前ぜん輪りんだけで走ろうとするが、水属性の生徒が戦った跡だろう。泥地でスリップして尻しり餅もちをついた。

「痛ったぁー……くないけど、最悪。バイクスーツ泥だらけじゃない」

　おぉ！　なんか泥まみれになったブリジットを見ると、エッチな感じがして興こう奮ふんする。

「スピードは一流だが防御力が低い。かわされてから背後を突かれればおしまいだ」

　いやいや、かわすだけで精一杯で普通は背後なんて突けないんだよ……。

　日上は余裕の表ひよう情じようを作ってから、召しよう喚かん術じゆつを解除するブリジットから視線をはずした。

「さて、もう終わりかな？」

　日上が俺達を見回しながら刀を鞘さやに納める。ブリジットが叫んだ。

「さぁ行きなさいアキト！　あたしの仇かたきを取るのよ！」

「って、俺かよ!?　お前は怪け我が人にんをなんだと思って」

「どうせたいしたケガじゃないんでしょ？」

「げっ、バレた」

　血はそこそこ出たが、実は傷口自体はそんなに大きくない。せっかくやり過ごそうと思ったのに。俺が言い訳を考えていると、途と端たんに周りから身勝手な声が湧わきあがる。

「日上さんＶＳ鷺さぎ澤さわ君!?」

「見たい見たーい♪」

「行っけー鷺澤ー！」

　みんなで勝手にわいわいと騒いで、俺と日上を中心に離れていく。

　──これは、断れる雰囲気ではないのぉ。

　──ちっ。やっぱりこうなるのかよ。タケルなんか召しよう喚かんしなけりゃこんなことにはならないのに。こうなりゃさっさと負けてみんなの期待を裏切るか。

「ったくしょうがねぇなぁ。あ、日本人の鷺澤秋あき人とです。えーっと、久しぶり、です？」

　日上が、なつかしむようにして目を細める。

「君の事は覚えているよ秋人。まさかとは思ったが、君が先輩のタケルを受け継ぐとは。これも運命かな？　あの時の少年が、立派になったものだ」

　そう、俺は兄貴がパンテオンだったから、日ひ上がみとは知り合いなのだ。

　日上と俺が知り合いである事がわかり、周りから『おおぉ！』と歓声が上がる。

　俺は愛想笑いを浮かべながら、社しや交こう辞じ令れい的てきに恐縮する。

　日上は納めかけていた刀を素早く抜いた。

　その挙動は慌てて、というよりも、早く戦いたくて意い気き揚よう々ようと抜き構えたように見える。

　俺は第二召喚形態セカンドサモンで両手に得物を持った二刀流。

　対して日上は第一召喚形態フアーストサモンで、両手で一本の得物を持った一刀流だ。

　──百ゆ合り、八や劔つるぎの神かみスキルの残り時間は？

　──三六秒じゃ。

　──上等上等。それじゃ……

「……行きますよ！」

　俺は瞬間的に加速。一気に距離を詰めながら、真正面から日上に斬きりかかる。

　二刀流の俺の武器は手数。でも日上の刀は一本といえど両手で操る刃やいばは俺のソレよりも巧みに動き、一本で二本の刀を捌さばき切る。

「良い体たい捌さばきと重じゆう心しん移い動どうだ。二本の刀も扱い切っている。八劔神スキルのおかげかな？　でも、スキルを使いこなせていない！」

　日上がバックステップ。同時に電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードのプラズマの光が増大。

　飛び下がりながら横よこ薙なぎの一いち撃げきで空くうを斬り、プラズマの刃を放ってくる。

　俺は慌てず右手に持った王族英えい雄ゆう殺しの剣、天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギで弾はじく。

　日上は俺に距離を詰めさせないよう、連続してプラズマの刃を放つ。俺は日上が刀を振るう度に放たれる斬ざん撃げきを片っ端から叩たたき落おとす。

　だが射しや撃げき武ぶ装そうの無い俺からは日上に攻撃するすべは無い。一度でも防ぎ損ねれば負けだ。

「これはどうかな？」

　日上が空を駆け上がり、頭上から直径一〇メートル以上の巨大な斬撃を放った。

　俺も飛ひ翔しようし二本の刀で受け止めるが、ブリジット戦で八劔神スキルはもう限界。

　潮時か、と俺は抵てい抗こうせず地上に弾はじき飛とばされて、そのまま仰あお向むけに倒れた。

「くぁーっ、やっぱ四よん大だい使し徒とつえー！」

「ふむ、そろそろ刻限か。他に挑戦者がいないなら私は本部に戻ろう。立てるか？」

　日上は召しよう喚かん術じゆつを解除。倒れる俺に歩み寄ると手を貸してくれた。そして耳元で囁ささやく。

「秋あき人と、君はパンデモニウム対策の鍵かぎだ。近いうちに二人で話そう」

　背骨が凍りついた。期待の声、それも、兄貴の部下のだ。今度は俺を兄貴の代わりに使い潰つぶすつもりか。そんな疑ぎ惑わくで俺が言葉を失っている間に、日上は踵きびすを返して去って行く。

「今日はわざわざありがとうございました」

　クロエ先生が頭を下げると、日上は首を振った。

「いやいや。それに、なかなか有望な若者達だった。だが」

　日ひ上がみはチラリと俺を振り返って、すぐに視線を外した。

「覇気が足りない……」

　日上の視線は、僅わずかな失望の色に染まっていた。

　さっきの言葉と今の視線を忘れようと息を吐く。大丈夫、俺はパンテオンには入らない。

「おつかれアキト。それにしても、やっぱヒーロー様はハンパじゃないわねぇ」

　ブリジットが俺の横に立つ。その時、不意にセリアが歩み寄って来た。

「……ブリジットさん、何な故ぜヒガミさんがヒーローなのですか？」

「そんなの常識じゃない。だってパンテオンって紛争や大規模テロ鎮圧が仕事でしょ？」

　不思議そうなブリジットに対してセリアは、無む表ひよう情じよう無感動に口を開いた。

「……目立つ事にしか、動かないのですね」

　その一言で、俺の中に妙な親近感が湧わいた。今の言葉は、ヒーローに絶望した人間じゃないと言えない台詞せりふだ。俺は理想のヒーローだった兄貴が死んで、ヒーローに絶望した。セリアは俺側の人間なのか。親近感が湧くのに、俺の勘かん違ちがいであって欲しいと願った……。

　あんな想おもいは……もう誰にもして欲しくないから……。


　　　◆



「はい、それではこれで今日の授業を終わります」

　五時間目の後。保健室で回復魔術をかけてもらい、肩の治療を終えて教室に戻ると、クロエ先生が帰りのホームルームを終わらせるところだった。俺も自分の席に戻って礼を済ませる。途と端たんに教室の空気が放ほう課か後ごモードに移行。一斉に教室内は騒がしさに包まれる。

「ごめんなセリア。日上のせいで戦えなくって」

　俺は右隣に座るセリアに軽く頭を下げた。

　ちなみにブリジットは俺のすぐ前に座っている。

「俺とブリジットが戦い終わったら、ブリジットがセリアと模も擬ぎ戦せんする予定だったのに。ブリジットのバイクは日上が壊しちまうし、俺は霊力切れだし、なのに他の連中はお前と戦ってくれないし、ほんと薄情な連中だよな」

「…………」

　無視された。美少女に無視された。うん、なんかこう、心臓にごりごりきますね。

　それでも俺は、セリアのしている黒い大きなヘッドホンを見て、一いち縷るの望みをかける。

「聞こえているか？」

「はい」

　耳が塞ふさがれて聞こえなかったわけじゃないらしい。ねぇ、俺の何がダメなの？

　──顔かの？

　──こんなハンサムになんて失礼な！

　なんて考えていると、

「おい鷺さぎ澤さわ。お前やっぱすげぇんだな」

　いつのまにか、クラスの連中がみんな俺を見ていた。比ひ較かく的てき席が近い奴らが口にする。

「残念な弟って聞いていたけど全然じゃねぇか。汚名返上だな」

「死んだ兄貴の持ち霊を受け継ぐって、すげぇドラマチックだよな。よっ、ハルキ二世」

「召しよう喚かんして一ヶ月で第二召喚形態セカンドサモンなんて聞いたことないよ！」

　俺は心の中で膝ひざから崩くずれ落ちる。

　──くそぉ！　俺は目立ちたくないから『てきとうなところで負けないか？』って言ったのに百ゆ合りが第二召喚形態なんて使うから！

　──は？　お主あの時の会話を覚えておらんのか？

『頼みます百合大明神様！』

『じゃがよいのか？』

『いいから早く！』

『心得た！』

　──のぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　──わしはちゃんと確認したぞ、よいのか？　と。

　そうだった、あの時は俺をバイクで轢ひこうとしてくるブリジットが怖くって、死しに物もの狂ぐるいで戦っていたらなんかやっちゃいましたね、はい。

「ねぇやっぱりセルベールさんがうちの学校に来たのってサギサワ君がいるからなの？」

「アキトは魔王殺しだもんね。なんかあった時のストッパー役には適任だよ」

　ストッパーとか、それじゃまるでセリアが何か悪い事をするみたいじゃないか。

　俺の隣で、セリアは俺に視線を合わせたまま微動だにしない。でも、それはセリアが感情を表に出さないだけで、やっぱり嫌だと思う。

　誰だってこんなこと言われていい気持ちはしない。

「違うよ。セリアは大人気でいくつかの学園で取り合いになったんだ。生徒会長をやっている俺の姉さんはやり手だからな。普通にセリアの招致に成功して、学園に不慣れなセリアをサポートするために同居しているんだ。俺は関係ない。まぁ同学年だから同じクラスになったっていうのはあると思うけどな」

「ちょっとアキト！　セリアと同どう棲せいってどういう事よ！」

　俺のすぐ前に座るブリジットが俺に詰め寄って来る。

「美み夏なつ姉さんと美み冬ふゆも一緒だよ！」

「う～、でもぉ」

　横よこ槍やりをいれてくるブリジットをなんとかなだめようとするが、納なつ得とくいかない様子で、

「同居なんてされたら幼おさな馴な染じみっていうアドバンテージがぁ……」

　とか言ってもじもじしている。

　まぁいい、ブリジットの事はほうっておいて、みんなをなんとかしないと。

　俺が次の言葉を探していると、みんなは口々に言う。

「でもやっぱ凄すごいよね。これはパンテオン、いや四よん大だい使し徒と入り確実だね。うらやましい♪」

「お前ならパンデモニウムもイチコロだぜ。世界平和頼んだぜ！」

「同級生がパンテオンって、一生の自じ慢まんだよね」

　俺は頭にドライアイスをぶちまけられたような感覚に襲われた。今朝見た夢を思い出す。

『すげぇよ春はる樹き！　お前ならパンテオン入り、いや十二英えい雄ゆう入り確実だって！』

『期待してるぜ。お前は俺らの希望の星だかんな。世界を救ってこいやぁ！』

『鷺さぎ澤さわ君がパンテオンに入ってくれれば私も担任として鼻が高いですよ』

　ああ、そうだ。兄貴もそうだった。

　タケルを召しよう喚かんした兄貴は周しゆう囲いから期待を押しつけられて進路を決められた。

　強いからっていう理由で、戦地へ行かされた。そして……死んだ。

　俺は胸の内から湧わき上がる黒い感情を押し殺して、愛想笑いを浮かべる。

「いやいや、俺に人殺しとか無理だから。俺に軍人は務まらないよ」

「みんな、あたし達帰るところだから、このへんで」

　俺の兄貴の事を知るブリジットが、みんなをやんわりと追い払おうとする。

　なのに、俺がまだ召しよう喚かん術じゆつ科か生せいだった頃の知り合い、元クラスメイト達はどうして俺が普通科に転科したかも知らずに能天気にまくし立てる。

「そういえばアキト君、将来の夢はヒーローだったよね」

「昔からお兄ちゃんに憧あこがれて、自分もパンテオンに入りたいって言っていたもんね」

　確かに、昔の俺は公然とヒーロー願望を口にしていた。

　でも兄貴が死んで、姉さん達を悲しませるのが怖くなったのと同時に召しよう喚かん術じゆつ科かから逃げたから、元同級生は今の俺を知らない。

「夢が叶かなって良かったじゃない秋あき人と」

「秋人！　あんたその才さい能のうを埋もれさせちゃダメだよ！」

　みんなの言葉が、俺の神経を焼き焦がす。

　頭痛を噛かみ殺ころすようにして、俺は奥歯に力を入れた。

　どうしてみんなはこんな事が言えるんだ。

　解わかっている。みんなはヒーローのカッコイイ部分しか知らないからだ。

　パンテオンはパンデモニウムを捕まえられなくても撃げき退たいはしている。

　武力介入で紛争を終わらせる任務じゃ圧倒的な力で成功率はほぼ一〇〇パーセント。

　みんな、パンテオンに入れば華々しいヒーローライフを送れると思い込んでいる。

　でも、特撮やアニメのヒーローが死なないのはフィクションだからだ。

　現実のヒーローは違う。戦場は殺し合いの場所、テロ組そ織しきとの戦闘は命の取り合い。

　なのに、どうしてこいつらはそんな場所に俺を行かせたがる？

　兄貴が死んで涙を流す姉さんを思い出す。俺の頭は神経が焼き切れそうな程に痛んで、胸の中で何かが脈みやく動どうして収まらない。

　教師になりたかった兄貴を死地に送り込んだ言葉が、ずけずけと俺の中を荒らして、

「期待しているぜアキト。兄ちゃんの意思、しっかり受け継げよな」

　その言葉を引き金に、俺の神経が焼き切れた。俺は右手を堅く握りしめる。

「お主がタケル使いか。なかなか良い男じゃのぉ」

　いつのまにか、教卓のところに絶世の美少女が立っていた。

　腰まで伸びた長い黒髪は絹のように艶つややかで、柔らかく広がって彼女の背を覆おおっている。

　黒真しん珠じゆのような瞳ひとみ、筋の通った鼻、小さく形の良い唇くちびる。顔のパーツ一つ一つから白く繊細な指先まで、何から何まで神様が特別な思い入れで作ったように美しく整い、世界最高峰の美を内包して周しゆう囲いの男子のみならず、女子すら魅了する。

　確実にＦカップはありそうな大きく豊かな胸が学生服を押し上げて男の欲よく望ぼうをかきたて、スカート越しにも分かる大きくもキュッと引き締まったヒップラインが男心をくすぐる。

「お、もうこんな時間か。ではわしはこれで失礼するぞ」

　頭のてっぺんからつま先まで、全すべてが美しく、セクシーで、一流モデルでも思わず委い縮しゆくしてしまいそうな美少女は、わざとらしく手を振って廊ろう下かへと消えた。

「おい今の誰だ!?　あんな美少女この学校にいたか!?」

「追いかけるぞ！」

　集まっていた男子達と一部の女子は廊下へ殺到。

　気がそがれたのか、他の連中は何も言わず、教室に間ができる。

　それから先程の美少女が俺にしか見えないよう、霊体化して戻ってきた。

「すまぬの秋あき人と、怒りが突発的過ぎて感情を喰くうのが間に合わんかった」

　その美少女、百ゆ合りは光となって消え、光は俺の中に吸きゆう収しゆうされた。

　百合は召しよう喚かん霊れいとしての能力で、負の感情を食べることができる。今までも何度かお世話になったけど、さっきの俺はそれが間に合わないほど瞬間的な怒りに呑のまれたらしい。

　──別に気にしてないよ。それに久しぶりにお前の女子学生形態見られたしな。

　俺は気を落ち着かせて、わざとらしく喋しやべる。

「ったく、みんなも大げさだよな。タケルを召しよう喚かんしたからなんだってんだよ。なぁセリア」

　俺が同意を求めると、セリアの頭が僅わずかに傾いた気がする。頷うなずいたのかな？

「アキト」

　ブリジットが俺の袖そでを引いた。その顔は眉まゆ尻じりを下げて、俺を心配するような眼まな差ざしだった。でも、すぐに俺を元気づけてくれる、明るい顔でにっこり笑う。

「一緒に帰ろ」

　その一言で、俺は笑顔になれた。まったく、幼おさな馴な染じみは最高だぜ。
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「でも正しよう直じきショックだわー。普通科にいた時、本当に秘密の特訓とかしていないのよね？」

　帰り道は、車しや道どう側がわから俺、セリア、ブリジットの順に並んで歩いている。

　セリア越しに尋たずねてくるブリジットに、俺は軽く返事をする。

「してないよ。タケルは基礎スペックが高いし、素人との相性がいいだけだよ」

「相性？」

　ブリジットが、あごに指を当てた。

「ほら、召しよう喚かん術じゆつ師しの戦せん闘とう力りよくって二種しゆ類るいあるだろ？　ＡエイＦエフを扱うための剣術とか射撃術とか、本人の戦闘術。あと召しよう喚かん術じゆつそのものの力量の二種類な」

　ブリジットは、思い出すようにして頷うなずいた。

「でもタケルは本人の経けい験けんに拘かかわらず達人並の剣術が使えるようになる八や劔つるぎの神かみスキルがあるから、戦せん闘とう術じゆつ訓くん練れんはショートカット。元から無属性だから属性を操る訓練は最初から必要なし。俺は素人だから、タケルの力をほとんど引き出せていないけど、元々タケルは身体能力っていうか、スペックが並外れているから十分。つうわけで召喚術訓練もショートカット。タケルは剣以外の戦闘手段がない反面、技量も身体能力も自動でついてくる」

「何かソレ、すっごく卑ひ怯きような気がする」

　ブリジットはジト目にへの字口まで加えてきた。

「えーっとほらあれだ。初しよ等とう部ぶの時に習っただろ？　英えい霊れいは汎はん用よう性せいが低いけど術者に戦闘技ぎ術じゆつと高い身体能力を与える。精霊は汎用性が高いけど扱いが難しい、って」

　俺はフォローをする為ために、なんとか召しよう喚かん術じゆつ科か生せい時代の知ち識しきを絞り出した。

「俺は相手を斬きる事しかできないけど、氷の精霊なら氷で防御したり、相手を凍らせて拘束したり、氷をぶつけて攻撃したりできるから羨うらやましいよ」

「あたし、めっちゃ汎用性の低い死属性なんですけど」

　死属性は、最初から蘇そ生せい回復スキルを持たない敵には意味が無い。

「そのかわり追つい加か武ぶ装そうはバイクだし、死の精霊だから呪のろいや毒に耐性あるじゃん」

「それも相手が呪いや毒攻撃使わないと意味ないじゃない」

　唇くちびるを尖とがらせるブリジットを、俺はまぁまぁとなだめる。

　汚い声が聞こえて来たのは、その時だった。

「だーかーらー。あんたの方がぶつかって来たんだからさぁ、誠意ってもんがあるでしょ」

　曲がり角の奥。ガラの悪そうな女子高生が、気の弱そうな女子高生に絡んでいる。

　右手には、ライフル型のＡＦが鈍く光っていた。

　──ベタな不ふ良りようじゃのう。

　俺が頷うなずいて助けに入ろうと一歩踏み出すと、先にブリジットが俺に鞄かばんを突き出した。

「アキト、鞄よろしく。第一召喚形態フアーストサモン・デュラハン」

　ブリジットは俺に鞄を預けると、大跳躍で一気に不ふ良りようの下まで飛ひ翔しよう。そして叫んだ。

「フライング・アルティメット・デンジャラス・ブリジットキーック！」

　仮にも女子高生の顔面に、靴の裏を叩たたき込こんだ。一いち撃げきで沈む不良女子。

　絡まれていた女の子は、何が起こったのか解わからないという風に、唖あ然ぜんとしている。

「アキト見た？　あたしの活かつ躍やく♪」

　スキップで戻って来たブリジットに、俺は笑みを返す。

「ああ、カッコよかったぞ」

「……ブリジットさんは凄すごいのですね。怖くはないのですか？」

　セリアの方からブリジットに話しかけた。

「このブリジット様に怖いモノなんてあるわけないでしょ。ムカつく悪党はぶっ飛ばす。それがあたしのポリシーよ」

　ブリジットはセリアに、ぐっと親指を立てた。

　確か授業中、ブリジットが日ひ上がみをヒーローと言った時も自分から話しかけていたよな。

　セリアの琴きん線せんに触れる事こと柄がらが、だんだん見えて来たような気がする。理由は解らないけど、やっぱりセリアもヒーローに特別な思い入れがあるのかな？

「ブリジットさんは、警察官志望でしょうか？」

「ううん、あたしは昔から……パンテオン志望よ。ていうか大体の生徒はそうじゃない？」

　ブリジットの視線が、一いつ瞬しゆん俺を向いてから、ためらいがちにそう言った。

　その気づかいが嬉うれしくもあり、悔しくもあった。

　子供の頃は、俺だってパンテオンを目指していた。

　ブリジットと一緒に、パンテオンに入ってヒーローになろうって言った。

　周しゆう囲いの期待に悪気はなくて、活躍を望んでくれているのは解る。

　パンテオンに助けられた人達が、心から感かん謝しやしているのも知っている。

　俺だって……なのに、姉さんと美み冬ふゆの涙が頭から離れなかった。

「あのっ」

　さっきの、不良に絡まれた女子高生が、ブリジットに駆け寄って来る。

「助けてくれてありがとう。その制服、中等部のだよね。なのに凄いよ。尊敬しちゃうな」

　女子高生は、可愛かわいらしい笑顔でブリジットにお礼を言った。

　うん、やっぱり、誰かを助けるっていうのは、凄くいい事だと思う。

　俺も子供の頃は、こんな笑顔の為ために頑張ろうって思っていたのに……

「でもね、スカートの中には何かはいたほうがいいと思うよ」

「何言ってんの？　あたしちゃんとスパッツはいているわよ。ほら」

　ブリジットがスカートを持ち上げる。スカートの中に、俺は目を血走らせて興こう奮ふんしてしまった。なぜなら、白と赤のストライプショーツが丸見えだったから。

「ッッ!?」

　ブリジットの顔がひきつって、髪と同じ色になる。

　──そういえばこの娘、泥の上に尻しり餅もちついたまま召しよう喚かん術じゆつ解除しておったの。

　──それで汚れて、今日はもう戦闘授業ないしと油断して脱いだまま、って感じか。

　俺が生なま唾つばを呑のみこむと、ブリジットはスカートを押さえ、キッと睨にらんで来た。

　俺は誤ご魔ま化かすようにして視線を逸そらすがもう遅い。

　ブリジットは羞しゆう恥ちに染まった顔で俺を見上げて、ぐぐっと顔を近づけて来る。

　俺は顔を背けてかわすけど、ブリジットの恥ずかしそうにする顔が可愛かわい過ぎて、折れた。

「今度、クレープおごるよ」

　両手でミニスカートを押さえて、翠玉色エメラルド・グリーンの瞳ひとみが、上目づかいに俺を見つめた。

「…………ゆるす」

　ちくしょう。可愛いなこのやろう。
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　女子寮に住むブリジットとは学がく生せい寮りよう区く域いきで別れ、俺とセリアは家族寮に到着。

　玄げん関かんを抜けてエレベーターに乗って八階のボタンを押した。

　エレベーターの下の空気が膨張、圧力でエレベーターは上昇する。

　風魔術を利用したこの技ぎ術じゆつで、エレベーターはワイヤーの老ろう朽きゆう化かによる事故が無くなった。それにこれが魔法のいいところで、この空気は指定結界内、つまりエレベーターの下から出られない為ため、空気が漏れる心配もない。

　俺はエレベーターから降りて自室の前に行くと、物理キーとあらかじめ登録している俺の霊力波長でカギを開け、部屋のドアを開ける。そこで俺は昼休み中、食堂で受け取った姉さんからのメールを思い出した。今日はここからが本番だ。

「先に入れよ」

　手招きでセリアに入室を促す。

　セリアは無言のまま、感情の無い顔で玄関に入った。

　衛生面に配慮して、学園国家では室内で靴を脱ぐ日本スタイルが普及している。

　セリアも靴を脱いで廊ろう下かを進み、リビングのドアを開ける。

　次の瞬間、クラッカーの音がセリアの足を止めた。

「セリアちゃん入学おめでとう♪」

「セリアさん、入学おめでとうございます♪」

　クラッカーのテープやら何やらを頭と肩にかぶるセリアは、それでも無む表ひよう情じようだ。

　幻影魔術を利用したクラッカーのテープが消えると、美み夏なつ姉さんが言った。

「ほらほら、今日はセリアちゃんの入学祝いと鷺さぎ澤さわ家への歓迎会でいっぱいご飯作ったよ」

　美み夏なつ姉さんが手で指すテーブルの上には、チキンやサラダ、フルーツポンチ、シチューや手て製せいのお寿す司しが並んでいる。

「好きな物を食べてください。でも姉さんの料理はどれもおいしいですよ」

「…………」

　何も答えないセリアに、美夏姉さんはそっと近寄って頭を優しくなでた。

「セリアちゃん、私の持ち霊、火ひの鳥とりなの。知ってる？　世せ界かい四よん大だい不ふ死し鳥ちよう、朱す雀ざく、鳳ほう凰おう、フェニックスに並ぶ鳥で、癒いやしの力は四体中最高。最希少種の一羽。私が火の鳥を召しよう喚かんした時は、みんな大騒ぎだったわ……」

　かつての記憶を思い出すように、美夏姉さんは目を細める。

「みんなが私の癒しの力を欲しがった。毎日山のように手紙とメールと電話と偉い人が来て、うちの国に来てほしいとか、研究に協力してほしいって言って……学園国家が私に要人保ほ護ご法を適用して接触規制をしてくれなかったら、今頃どうなっていたかわからないわ」

　美夏姉さんは、やわらかい表ひよう情じようでにっこりと笑う。

「もう、だいじょうぶだよ」

「…………」

　セリアは答えない。でも彼女の表情を観かん察さつしていると、視線が一いつ瞬しゆん、うつむいたように思えた。何も言わないセリアが戸惑っているようにも見えた俺は思わず行動する。

「鞄かばんは俺が部屋に運んでおくよ。セリアは主しゆ賓ひんなんだから席について、ほら」

　セリアの背中を押してテーブルに座らせ、俺はセリアの鞄を持って行こうとする。

「はい、じゃあ歓迎会を始めましょう。いただきます！」

「おい美み冬ふゆ、お兄ちゃんがまだじゃないか！」

「は？　何を言っているんですか？　今日は女子会ですよ？　兄さんは鞄を運んだら部屋に戻ってください。終わったらまた呼びますから」

「はいはい、そこまで」

　美夏姉さんが、美冬の頭を母親のように優しくなでまわす。

「あんまりお兄ちゃんいじめちゃかわいそうでしょ、ね？」

　姉さんに頭をなでられた美冬はおとなしくなり、母に甘える幼児のような笑顔を見せる。

　あれ？　お兄ちゃんは君のそんな顔見た事ないんだけど？　俺の被害妄もう想そうかな？

　──現実じゃ。

　──ならそんな現実、俺は認めない！

　俺の脳内では美冬は何度もデレを見せてくれている。そう、俺の脳内では！

　俺の脳内フィルターは、今日もちゃくちゃくと厚みを増していく。
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　歓迎会、と言っても普通にご飯を食べるだけだが、それでもいつもより会話が弾んだ。

　でもそれは俺らだけの話で、セリアは相変わらず無む口くち無む表ひよう情じよう無感動を貫いている。

　何かセリアが楽しめる話題があればいいんだけど、セリアの趣しゆ味みってなんだろう？　可愛かわいい物が好きみたいだけど、俺は都合よく可愛い物の話題なんて持っていなかった。そこで俺は昼休み、セリアがヘッドホンで音楽を聞いていないと言っていたのを思い出す。

　そういえばセリアって、本当は音楽聞きたいんだよな。理由は外の音を聞かずに済むからというネガティブなものだけど、俺はそれを音楽鑑賞という明るい趣味にして欲しい。

　俺は『この曲いいですね』なんて言って笑うセリアを想像した。

「そういえばセリア。今欲しい音楽データとかあるのか？」

「ありません」

　食事中もヘッドホンをしたままのセリアはあっさり否定。

「じゃあ好きな曲のジャンルは？」

「ありません」

「セリアを抱きしめたいんだけどＯＫ？」

「弟ちゃん、お茶呑のむよね？」

　美み夏なつ姉さんが笑顔で、炎に包まれた手で湯ゆ呑のみを突き出してくる。

　中のお茶が沸ふつ騰とうしてボコボコ泡立っている。

「火ひの鳥とりの力で沸騰したお湯なら体によさそうですね、ってんなわけあるかぁ！」

「ほらほら呑んで呑んで」

「ぎゃああ、ちょっ、熱い、痛い、やめて姉さん愛しているからぁ！」

　美み冬ふゆがセリアに詰め寄る。

「セリアさん！　学校で兄さんから変な事されたり言われたりしませんでしたか!?」

「馬ば鹿か野郎美冬！　今日一日お兄ちゃんはセリアを完かん璧ぺきにエスコート……」

　言いかけて、模も擬ぎ戦せんをちゃんとさせてあげられなかったことを思い出す。

「できなかったかもしれないけど、紳士だったんだからな！」

　セリアは口の中のシチューを呑みこんで、スプーンを置いた。

「今日のアキトさんですか？」

「さぁセリア、俺の紳士ぶりを妹に証明しておくれ」

　セリアはしばし考え込む。考え込んで、そして言った。

「模擬戦の後……保健室で同じベッドで寝ることを要よう求きゆうされました」

　俺の表ひよう情じよう筋きんが凍りついた。

　──あれれ？　セリアちゃん？　君、今なんて言いました？

　──体を要求されたと言ったな。

「兄さんおすわり！」

「弟ちゃんおすわり！」

「はい！」

　俺はイスから床に下りて正座。目の前には小鬼と大鬼が並んで俺を見下ろしている。

「兄さん！　やっぱり学校でセリアさんに不ふ埒らちな真ま似ねをしていたんですね！」

「弟ちゃんのエッチ、変態さん！　そんなの不ふ健けん全ぜんなんだからぁ！」

「セリアさん、お風呂に入る時は兄さんに一服盛ってからにしてください！」

「セリアちゃんの部屋はマジックキーと物理キーを三重につけたほうがいいわ！」

　セリアは無む表ひよう情じよう無感動に言った。

「いえ、結構です」

　その言葉をどう解釈したのか、姉さんと美み冬ふゆの顔に電流が走った。

「弟ちゃん！　もうここまで調教するなんて許さないんだから！」

「セリアさんのどんな弱みを握ったんですか！　白状しなさい！」

「俺は何もしてねぇよ！」

「とにかく弟ちゃんはしばらくそこで反省していなさい！　さぁセリアちゃん。弟ちゃんはほうっておいてお姉ちゃんの部屋に行こ。セリアちゃん髪綺き麗れいだから色々やりたいの」

「あ、姉さんずるい。私もセリアさんの髪いじりたいです。セリアさん、セリアさんも私と同じツーサイドアップにしましょうよう」

「……善処します」

　あー、楽しそうだなぁ、俺がいないと楽しそうだなぁ。いいもん、あとで百ゆ合りに慰めてもらうから。

「お二人とも、少し待っていてもらえますか？」

　セリアが、すねている俺の手を取った。セリアに導かれるままに姉さんと美冬の傍に立たされる。それから、セリアは俺ら三人にしっかりと会釈をしてから言った。

「このような経けい験けんは初めてでした。皆様、本日は私の為ためにありがとうございました」

　セリアの声音が僅わずかにやわらかく、眼まな差ざしが温かくなっていた。

　笑顔を見せてくれたわけじゃないけど、俺はそれが無性に嬉うれしかった。

　アイスを食べた時セリアは、また今日のようなことがしたいと言った。初めての歓迎会を経験して、ありがとう、と言ってくれた。

　魔王を召しよう喚かんしたって関係ない。やっぱりセリアは普通の女の子だった。この子は将来パンデモニウムになんて入らない。俺は、ブリジットのように明るく笑うセリアを想像する。

　世界平和の為に戦ってヒーローにはなれないけど、この子だけは笑顔にしたいと、俺は強く思った。


　　　◆



　世界中に点在するパンデモニウムの隠れ家、そのうちの一つに、とある女が現れる。













「戻ったようですねアザゼル」

　アザゼルと呼ばれた女は口元で笑って、その男性、シャイターンに首肯した。

「アメリカ大統領に、私達へかけた懸けん賞しよう金きんを取り下げるよう言って来たわ。まぁ抵てい抗こうするから、見せしめにホワイトハウスの警備部隊を皆殺しにしてから帰って来たけれど」

　アザゼルに続いて、次々に少年少女達が部屋に姿を現していく。

「オリエンス、アジ・ダハーカ、ロキ、ラーヴァナ、ぬらりひょん、アスモデウス」

　中東へ渡っていたメンバー達が無事帰き還かんしたことで、シャイターンは機嫌を良くする。

　彼らは中東の圧あつ政せい者しやや関連組そ織しきの施し設せつや自宅を一方的に破壊してきたところだ。

　これが彼らパンデモニウムのテロ行為。

　世界を征服するために力を見せつけて、国連へ降伏を促す。

　だが力を見せつける示威行為も、ただの虐殺になれば自分達を弾だん圧あつした連中と同じ。

　だから弾だん圧あつ者しやへの復ふく讐しゆうと弱じやく者しや救きゆう済さいも兼ねて、法の及ばぬ圧政者を武力で滅ほろぼし、各国首脳に直ちよく接せつ自分達の意志を伝え、襲って来る警備隊を正当防衛で殺す。

　西洋へ行った者もじきに帰って来るだろうと、シャイターンは頷うなずき、一人に問われた。

「ところでシャイターン様。パイモンがルシファー使いの位置を特定したとか」

「ええ。迎えにはドゥルジを向かわせる事にしました。最も成功率の高い日取りもパイモンが教えてくれましたよ。彼の、この世の全すべてを知るという能力は本当に便利です」

　また別の子供が尋たずねる。

「それよりも、サタン様はまだ大都市での活動を許してくれないのですか？」

「示威効果は高いですが、大都会の機能や政治機能がマヒすると国の福利厚生が狂うし、防衛費増設のために税金が使われますから、逆に弱者の為ためにならないんですよ。殺してもいい悪の選定が難しいのです。でもサタンの要よう求きゆうを受け入れないと滅ほろびるのは世界です。連中はそれが解わかっていない。皆さんも、そう思いませんか？」

　イスラム教の大魔王シャイターン使いの後ろに座っていた者達が、同時に笑みを見せた。


　ゾロアスター教の大魔王　アンリマユ

　仏教の魔王　　　　　　　第六天魔王

　キリスト教の魔界の大公　ベルゼバブ

　三国を統すべる妖よう怪かい王　　　神野悪五郎

　インド神話の魔王　　　　ラーフ



　アジア、中東、西洋、世界の神話宗教の魔王使い達が集まりしパンデモニウム。パンテオンでも、未いまだ一人も逮捕できない彼らの共通点は一つ、世界から迫害弾だん圧あつ差別虐待を受けた事。そして目的は一つ、この世の全すべての弾だん圧あつ者しやを滅ぼし、平等な世界を作る事だ。

『その通りだ。我々だけが世界平和を実現できる。さぁ、誰も泣かない世界を作ろう。サタンと共に。そして祈ろう。我々が総攻撃を始める前に世界が降伏する事を』







第三章　二人の美少女と脳内嫁と




　歓迎会が終わった、その日の夜。セリアが姉さんや美み冬ふゆと一緒に風呂に入ると、俺はリビングで兄貴の遺い影えいの前に胡坐あぐらをかいて、視線を落とした。

「兄貴……俺、ヤマトタケル召しよう喚かんしてさ、今日、みんなにパンテオン入りを期待されたよ。どうせ兄貴の時と同じさ……強い持ち霊を持つ奴に群がって、都合のいい役割をおしつけて、戦わせて……ああいう奴らがいなけりゃ……兄貴が死ぬこともなかったんだ」

　俺は力無い手つきで、腕時計型携けい帯たい端たん末まつの投とう影えい画が面めんを展開する。購入した電子書籍一覧を開いた。半分以上が、正義のヒーローである主人公が悪を倒すバトル漫まん画がだ。

　幼い頃から、兄貴が俺に言っていた言葉が、胸に冷たく湧わき上がった。

『いいか秋あき人と。困った時は「助けて」って叫ぶんだ。そうすりゃヒーローが来てくれる』

「…………兄貴……ヒーローなんていないよ………………」

　俺は子供の頃、ヒーローに憧あこがれていた。でも兄貴が死んで、ヒーローの現実と正体を一度に知った。万民の願望を押しつけられた操り人形。それがヒーローの正体だ。

　世間に悪気が無いのは、頭では解っている。なのに根っこの、感情の部分が納なつ得とくしない。

　今でも世界を救いたい気持ちはある。ヒーロー系の作品も大好きだ。兄貴の跡を継いで、隣にブリジットがいて、悪を倒して世界を救う。男の子って人種なら誰でも夢見る。

　でも俺の感情が、世間を救う価値の無い、ドス黒いものに見せてしまう。

　何よりも、活かつ躍やくする将来の自分を想像しようとすると、姉さんと美み冬ふゆの泣き顔を思い出す。世界を救う為ために戦って死ぬなら俺は本望だろう。けど残された人はどうなる？

　自画自賛だけど、姉さんは俺を愛してくれている。美冬だって俺が死んだら泣くだろう。

　日ひ上がみは俺に言った。『君はパンデモニウム対策の鍵かぎだ』と。

　俺のヤマトタケルは、世界で唯ゆい一いつ『魔王殺しスキル』を持つ召しよう喚かん霊れいだ。

　魔王使いだけで構成された国際テロ組織、パンデモニウムに世界の軍もパンテオンもやられっぱなしの現げん状じよう、魔王殺しの力は世界の至宝だし希望だろう。

　俺がパンデモニウム相手に戦えば、世間は助かるだろう。でも、それで助かるのは世間であって俺じゃない。俺が世間を助けたいんじゃなくて、世間が助かりたくて俺を戦わせたいだけだ。そして世間の中に、俺という一個人は入っていない。

　…………いやだ。宝の持ち腐れを承知で、俺はパンテオンにも軍にも入らない。パンデモニウムとは戦わない。もう美冬を、姉さんを悲しませない。

　俺が自分にそう言い聞かせると、投とう影えい画が面めんから着信音が鳴った。

　怪獣王ゴジラのテーマソング。これはブリジットからの着信だ。

　投影画面に指で触れると、やっぱりブリジットの名前が表示されている。

「どうしたブリジット？」

〝ＳＯＵＮＤ　ＯＮＬＹ〟で会話。技ぎ術じゆつ的にテレビ電話はとっくに可能だが、どこにいるのかバレるからという人間の心理のせいで、未いまだに普及していない。

『うん、ちょっとセリアの事でさ。ねぇ、今週の土曜日あたしら三人で街に行かない？』

「おっ、ハーレムデートか？　でも俺とデートしたいからってセリアを使うとは策士だな」

『バッ、そんなんじゃないわよ！　あんた試合であたしに触れなかったでしょ！』

　あー、そういえば触れなかったらブリジットの買い物に付き合うって約束だったな。

　まぁ、せっかく保ほ護ご施し設せつから出られたんだし、街で遊ぶのは俺も考えていた事だ。

　世間には楽しいことが沢山あるって、セリアに知ってもらういい機会だ。

　ふふふ、それにしてもブリジットも電話越しだと怖くないなぁ。やーい、貧ひん乳にゆう。

『あんた今、失礼なこと考えたでしょ』

「べべべ、別にぃ！　そんなことないさぁ！」

　重低音ボイスに、俺は全身を震わせ涙を流しながら戦せん慄りつする。

『まぁいいわ。ほら、あの子って周りからなんか避けられている感じするじゃない？　だからあたし達でさ、ね？』

「わかった、美少女を愛めでるのは男の役目だからな。二人まとめて可愛かわいがっちゃうぜ♪」

『や、やだアキトったらもう、美少女だなんて……』

　画面の向こうからの声は喜き色しよくに染まり弾んでいた。こいつ褒めると簡単に喜ぶよな。いつか誰かに騙だまされるんじゃないだろうか。

　──いや、お主に褒められた時、限定じゃから大丈夫じゃろ？

　──へ？　なんで俺に褒められた時だけなんだよ？

　──うわぁ……時々お主が怖いぞ……

『じゃあアキト、土曜日はあたし達をちゃんとエスコートしてね♪』

「おう、お前顔は美少女だからな」

　画面の向こうから、呪じゆ詛そのような声が聞こえる。

『アキト……今からそっち行っていい？』

「いやぁああああああ！」

　俺が絶叫したその時、風呂場の方から美み冬ふゆの声がする。

「にいさーん。コンディショナー持ってきてくださーい。入口に置いてくださいね。入ってきたら蹴けりますから」

「おっと妹からのエマージェンシーだ。じゃあなブリジット！」

『ちょっとアキト！　あたしはまだ！』

　一方的に通話を切って俺はダッシュ。コンディショナーを持って脱衣所にはせ参じた。

「美冬、コンディショナー、ここに置いとくぞ」

「じゃあさっさと帰って下さい。覗のぞいたら焼きますからね、姉さんがっ」

　語気を強める美冬に俺は『イエッサー！』と答えるしかなかった。

　浴場へのドアの前に座り、コンディショナーを置く俺。その時、浴場から、美冬のためらいがちな声が聞こえてくる。

「セリアさん、胸、さわってもいいですか？」

「？　構いませんが？」

　美冬の声が、ためらいから驚きよう嘆たんに変わる。

「じゃあ……うわぁ……すごい…………」

　擦すりガラス一枚向こうは桃とう源げん郷きよう。

　セリア達が生まれたままの姿でいるが、俺は黙って逃げる事にする。

　やれやれ、俺も丸くなったもんだぜ、ん？

　立ち上がろうとした俺の目についたのは、セリアのヘッドホンだった。

　脱衣所のカゴに入っているソレを、俺は思わず手にしてしまった。

　突然、目の前に投とう影えい画が面めんが開いた。手にした時にボタンを押してしまったらしい。開いた画面には、録音曲一覧が映っている。現代ではヘッドホンの中に付け替え可能の記録メモリが入っていて、音楽はその中に入れる。なのに音楽プレーヤーと化したヘッドホンの投影画面には……何も映っていなかった。

　授業中、セリアは本当は音楽を聞きたいと言っていたのに……なんだか空むなしくなる。

　──聞こうとする気もなくなった、といったところかの。

　──お前ならセリアの不安を食えるんじゃないのか？

　──音楽でトラウマが蘇よみがえるのじゃ。聞いている間中わしが側そばにおらんと無意味じゃ。

　──そっか。じゃあ約束通り、俺がなんとかしよう。

　──良い策でもあるのか？

　──ああ。ようするに聞いても不安にならない曲を聞けばいいんだよ。

　俺は空っぽのヘッドホンに、俺の携けい帯たい端たん末まつから俺の好きな歌を入れる事にする。俺が選んだ勇気が出るヒーローソングメドレーがインストール完了。これでセリアが笑顔になってくれたらいいな。

　そう思った直後、ドアが開く音がして、俺はヘッドホンを置いて左上を見上げた。

「あ……」

　全裸のセリアが立っていた。一糸まとわぬセリアの全すべてが晒さらされる。

　並の西洋人よりも白い、青い血管が浮かぶ濡ぬれた肌に俺の全身の血液が沸ふつ騰とうして、毛もう細さい血けつ管かんがブチブチ千切れる。

　デカイ、デカ過ぎる。セリアの胸は明らかに美み夏なつ姉さんの巨乳を凌りよう駕がしていた。

　セリアの体は、スレンダーかつグラマラスという相反する両方の魅み力りよくを併せ持っている。

　首筋や肩、腕は驚くほど華きや奢しやでお腹なかもちゃんと食べているのか心配になる程細いのに、フトモモとヒップは全体のバランスが崩くずれない程度に、だが充分過ぎるセクシーさを感じさせる肉付きで、腰から太ふと腿ももにかけて女神のラインを描いている。

　バストは不自然な程に大きいが、その不完全さが彼女の魅力を完成させていた。

　人が完成した美である彫ちよう刻こくの裸体に欲情しないのと逆だ。不必要に性欲をかきたてる胸が彼女の黄おう金ごん比を崩し、セックスシンボルという単語が擬人化したようにすら感じる。

　俺の鼻から冗じよう談だんみたいに水道級の鼻血が流れ、流れながら目を血走らせて霊力で視力を強化していた。五秒後、凍った時間はセリアの反応で破られる。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　セリアの顔が無む表ひよう情じようのまま、右腕で胸を、左腕で局部を隠し体を桃色に、首から耳までは真っ赤にして頭から蒸気を上げる。必死に隠そうとするが大き過ぎる胸に腕一本では申し訳程度にしか隠せず、ほとんど丸見えだ。

　それで今度は俺に背を向けるが、今度はむちっとしたヒップが見えてしまう。

　セリアはセクシーなヒップラインを見せつけながら、肩越しに赤面した無表情フェイスという珍しいモノを見せてくれる。

「……恥ずかしいので、向こうを向いてもらってもいいですか？」

「どうしたのセリアちゃん？　コンディショナー置いてない？」

　美み夏なつ姉さんがセリアの横に並んで固まった。

　姉さんも当とう然ぜん裸で、見たいものを両方見られたのに、俺は血の気が引くのを感じる。

「いや、違うんだ姉さん。これには大河小説よりも深い理由があって」

「見ちゃだめぇ！」

　姉さんがボディプレスのようにして俺に飛びかかる。

　説教タイムでも、火ひの鳥とりの力でのおしおきでもなかった。

　姉さんが選んだのは、セリアが俺の前で着替え始めた時のように、目を塞ふさぐことだった。

　でも、だが、けれど、今の姉さんは全裸である！　そう、全裸なのだ！

　俺は悲ひ鳴めいを上げる間もなく顔を、口を姉さんの生乳で埋め尽くされて全身の血液が沸ふつ騰とう。

　脳内でミサイル基地が爆発して心臓が暴れ狂う。

　姉さんの胸は、本当に大きくて、やわらかくて、でも程良い弾力が内側からしっかりと俺の顔を押し返してきて、最高の一言に尽きる。

「セリアさん、早くこっちに来てください！」

　美み冬ふゆの慌てた声が聞こえる。

「もう、弟ちゃんてば不ふ健けん全ぜんなんだからぁっ!!」

　姉さんにだけは言われたくない。

　意識がブラックアウトする中、俺は抵てい抗こうをやめて、快かい楽らくに身をゆだねた。


　　　◆



　──む？　起きたか秋あき人と。

　俺の意識は、ドライヤーの音で覚かく醒せいした。深いまどろみの中、うっすらと目を開ける。

　どうやら俺はリビングに寝転がされているらしい。

　視線の先では姉さんと美冬が、絨じゆう毯たんの上にアヒル座りをするセリアで遊んでいた。

　姉さんは嬉うれしそうにセリアの長いうしろ髪にドライヤーを当てる。

　美冬は楽しそうにセリアのかわかし終わったと思われる髪を束ねたり、みつあみにしたり、ヘアピンをつけたりしている。

　セリアの長く、絹のように艶つややかな銀髪は手触りが良さそうで、実際に触っている姉さんと美冬は目を輝かがやかせている。

　いいな、俺も触りたいし飾りたい。セリアにはどんなアクセが似合うかな。

　頭の中で、セリアの銀髪に似合うヘアピンやリボンを想像して、俺は楽しんだ。

　ちなみにされるがままのセリアは相変わらず無む表ひよう情じようだ。でも最初はクールビューティーに感じていた無表情も、なんだかぼーっとした感じに思えて、余計に可愛かわいく見えて来る。

「生徒会長」

「お姉ちゃんて呼んでくれなきゃだめだぞ♪」

「……姉さん。一つ聞いてもよろしいでしょうか？」

「なぁに？」

「何な故ぜアキトさんは私と接しても平気なのでしょうか？　姉さんは持ち霊である火ひの鳥とりで苦労をされ、失礼とは思いますが、ミフユさんはまだ子供でルシファーの脅きよう威いを理解できていないと思われます。ですが、アキトさんは違います」

　機械的な口調、でもそれでいて、その声音にはわずかな戸惑いが感じられた。

「兄さんは可愛かわいい女の子なら誰でもいいんです！　チョコレートがカカオからできているように、兄さんはエッチでできているんです！」

　──妹よ、本当の事でも言っていい事と悪い事があるんだぞ。

　──否定はせんのじゃな……

「お兄ちゃんを悪く言ったら駄目よ。でもそうね、弟ちゃんは可愛い女の子が大好きなの」

　姉さんはセリアの首に手を回して、柔和な声で語りかける。

「だから弟ちゃんにとってはセリアちゃんも、一人の可愛い女の子でしかないんだよ」

　美み冬ふゆも不承不承といった風に言う。

「まぁ、それは私も認めましょう。あと言っておきますけどセリアさん。私はルシファーの脅威を理解できていないとかじゃありません」

　美冬はセリアの手を取る。

「セリアさんは私に何も悪い事をしていません。現げん状じよう、私がセリアさんを嫌う理由がないだけです。むしろセリアさん美人だから好きです！　色々着せたりしたいです！」

　俺も色々着せたいぞ！　っと、そろそろ起きるか。

　今まで起きていたのがバレないよう、目をこすりながらお約束の台詞せりふを一つ。

「ん～、んあ……今、何時だ…………」

「今はお姉ちゃんとのスキンシップタイムだよぉ♥」

　俺の頬ほおに軽くキスをして頭をなでまわす姉さん。相変わらずの変態ブラコンである。

「姉さん！　兄さんはもう中二なんですから、そういうことは……」

　口ごもる美冬。姉さんは満面の笑みで詰め寄った。

「嫉しつ妬としちゃった？　美冬もチューする？」

「え!?　あー、あの、それは、えっと」

　美冬が頬を染めながら視線を泳がせる。姉さんは問答無用で美冬の頬にキスをした。

「じゃあみんな平等にセリアちゃんにもチュッ♪」

　セリアは無反応……と思いきや、わずかに目を大きく開けてから視線を落として、恥ずかしそうに唇くちびるを硬かたくした。セリアから『照れ』を引きだすとは、流石さすが美み夏なつ姉さん。

「そうだ忘れるところだった。なぁセリア。ブリジットが今週の土曜日に俺とセリアの三人で遊ぼうって誘ってきたから行こうぜ」

「何故ですか？」

「セリアと遊びたいからに決まっているじゃないか」

　セリアは無感動に、

「何な故ぜ遊びたいのですか？」

「セリアと仲良くなりたいからさ」

　セリアは無む表ひよう情じように、

「何故仲良くなりたいのですか？」

「わからないけどセリアが可愛かわいいからじゃないか？」

　セリアは無口に、

「…………」

「俺も同じ理由でセリアと遊びたいんだよ。だからさ、今週の土曜日、三人で遊ぼうぜ。一緒にアイス食べた時、またこういう事したいって言っていたじゃないか」

　いつも『無感動』『無表情』『無口』なセリアは、

『ややためらいがちに』『頬ほおを染めて視線を逸そらしながら』『囁ささやくようにしてつぶやいた』。

「………………いきます」

　俺はちっちゃくガッツポーズ。セリアを誘い出す事に成功だ。

「あ、それとセリアごめん。さっきお前のヘッドホンの中身見ちゃったんだ。でも空っぽなのもったいないから、俺の好きな歌入れといたから聴いてくれよ」

　セリアが視線を上げて、俺を見てくれる。

「……ですが私は」

「大丈夫だよ。これを聞いて不安になる奴なんていない。むしろ燃え尽きる程に熱くなれるはずだ。何せ魂たましいのヒーローソング集だからな」

「ヒーロー……ソング？　いえ、曲のジャンルが問題ではないのですが」

「いいから聴いてみてくれよ。そいつは今までセリアが聞いてきたどんなジャンルとも違う全くの別ものだ。何せ世界で日本だけの、演歌に並ぶジャパンオリジナルだからな」

　セリアは戸惑うような手つきで、自身の黒いヘッドホンに触れた。

「絶対にいい曲だぜ！　俺が約束する」

　俺がにかりと笑うと、セリアは僅わずかに頷うなずいてくれた……ような気がする。


　　　◆



「なんとかセリアを誘いだせたな」

「うむうむ、土曜日はデートじゃ♪　ふふ、にしてもお主のシャンプーは気持ち良いの♪」

　俺は風呂場で、百ゆ合りの頭を洗っていた。男の俺は、いつもお風呂は最後なのだ。

　洗面器の上に、小ぶりなお尻をぺたんと乗せた百合の可愛らしい頭を指の腹でこする。

　艶つややかな髪が手に絡まって、そのキューティクルにはいつも驚かされる。

　鏡に映る百合の顔は気持ちよさそうに目を細めていて、俺は調子に乗って頭皮マッサージもしてあげる。百ゆ合りはますます頬ほおを緩める。

　俺はシャワーで百合の頭を流すと湯船に身を沈めた。百合は子供っぽく跳びこんで来ると、俺のふとももの上にお尻を下ろして、俺の腹に背中を預けた。

　俺と百合の口から、同時に快かい楽らくの溜ため息いきが洩もれる。風呂は人生の洗濯だ。でもセリアとのデートを妄もう想そうすると、彼女のヘッドホンが気にかかる。あの、空っぽのヘッドホンがだ。

「…………なぁ百合、もしかしてセリアって保ほ護ご施し設せつで……」

「ああ、虐待されていた可能性はあるの」

　百合は冷静に言う。

「ルシファーを召しよう喚かんし、周しゆう囲いの差別から守るために保護施設に入れた、ではなく、危険な魔王使いを国連がただ隔かく離りしただけ。保護という名の隔離は数千年前からある」

　もしセリアのあの性格やヘッドホンが、過酷な虐待経けい験けんによるものなら……そう考えると、無性にセリアに何かしてあげたくなる。

　俺が兄貴を失った時、百合が俺を支えてくれた。姉さんも、自分が悲しいのを押し殺して、俺にいっぱい優しくしてくれた。人は辛つらいことがあっても、支えてくれる人がいれば耐えられる。だから俺は、セリアを支えたい。

「……明日は、セリアがヘッドホンをはずしてくれるくらい楽しんで欲しいな」

「安心せよ。お主も、お主の父もこのわしを笑顔にしたのじゃ。人一人程度、朝飯前じゃ」

　百合は突然立ち上がると振り返り、俺の顔に両手を添える。

「自信を持て人の子よ。お主にはわしがついておるのじゃ……死後までも、永久にの」

　その瞳ひとみは、容よう姿しに不相応な程に妖あやしく、艶えん然ぜんとした輝かがやきを放っていた。


　　　◆



　土曜日の昼過ぎ。俺、ブリジット、セリアの三人は駅前のメインストリートに集まった。

　ブリジットはまだ四月なのにノースリーブのシャツにミニスカートという涼しげな格好だ。燃えるように赤い髪をサイドテールで左にまとめているのは変わらないが、髪止めのシュシュがいつもの紫から緑に変わっている。

　セリアの銀髪もいいけど、やっぱブリジットの赤髪もいいなぁ。

　なんていうか銀髪はちょっと涼しげでミステリアスな綺き麗れいさだけど、赤髪は刺し激げき的てきでエネルギッシュな魅み力りよくを感じる。俺がサイドテールを注視すると、それに気付いたブリジットはいたずらっぽい笑みを浮かべて俺に流し目を向けた。

　一方セリアは制服しか持っていないとか言いだすので、姉さんの白い袖そで無なしワンピースを借りた。流石さすがは姉さんのワンピース。胸回りも、ちょっとキツめで済んでいる。

　足には水色のミュールを履はいて、腕にはアームウォーマーをつけてもらった。

　セリアは俺の視線を無視して、黙って街を行き交う人々や車を眺める。

　俺の服装は、まぁ別にいいだろう。

「セリア、どっか行きたいところはないか？」

「ありません」

「じゃあブリジットは？」

　俺が振り返ると、ブリジットは頬ほおに指先を当てる。

「そうね、セリアに行きたい場所が無いんだったら……ボウリングね♪」


　　　◆



「いきなり体、動かすのかよ」

　──ブリジットは相変わらずボウリングが好きじゃのう。

　俺はボウリング場で、一二ポンドの球を手に取ると、名前は知らないがとにかく機械にセットして席に着いた。休日のせいか他のレーンも多くの学生が利用している。

　独立学園国家は一〇〇〇校ずつある初しよ等とう部ぶ、中等部、高こう等とう部ぶ、大学、その他教育機関に平均一〇〇万人ずつ、合計五〇〇万人の生徒を抱えている。

　その為ため、こうしたレジャー施し設せつがいくつもあるし、いつも大人気だ。

「いいでしょ別に、これが親交を深める上で一番てっとりばやいのよ」

　嬉うれしそうに言いながら、意い気き揚よう々ようとプロ仕様のグローブを右手に装着するブリジット。

「……自分が好きなだけだろ。って、一三ポンドかよ、俺のより重いぞそれ」

「あたしにはこれくらいがちょうどいい、のっと！」

　華麗なフォームで放たれたボールはど真ん中を直進、一〇本のピンを全すべて倒した。

「よしっ、ストライク！」

　ブリジットが、ぐっとガッツポーズをキメる。

　ほんと、そこらの男子より全然上う手まいな……今回も俺の負けかな。

　その時、セリアが八ポンドの球を両手で抱えながら持って来た。

「セリアは女子力高いなぁ」

　思わず、銀髪に覆おおわれた形の良い頭をなでてしまう。

　俺は絹のように艶つや々つやのてざわりにご満悦だが、やっぱりセリアは無む口くち無む表ひよう情じよう無感動で、俺をジッとみつめ返してくる。そんで、俺の後頭部を誰かがつかんだ。

「はーい、じゃあ女子力の低いあたしは次はこの球を使いましょうかぁ？」

　俺は悲ひ鳴めいを上げながらブリジットを振りほどいた。

「じゃ、じゃあ次セリア！　ＧＯ！」

　セリアは二ミリだけ頷うなずく。セリアの顔ばかり見過ぎて、俺は彼女の表ひよう情じようをミリ単位で把握できるようになっていた。

　セリアは八ポンドの軽い球を床に置き、両手で転がした。

　勢いの無い球は途と中ちゆうで逸それて、ガターに落ちてしまう。

　セリア可愛かわいいよセリア。後で俺が優しくレクチャーしてあげるからな。でも、

「なぁ、もしかして今までボウリングやったことないのか？」

　セリアは無む表ひよう情じようのロボットフェイスのまま、三ミリ首肯した。

「ほらブリジット。お前がセリアの事を考えず自分のやりたい事をやるから」

「いいのよあたしが教えるから。ほらアキトの番なんだからさっさと投げなさい」

「へいへい」

　俺は特別得とく意いではないが、それでもなかなかのものだと自負するフォームで投球。

　最初は七ピン、次は三ピンでスペアを取った。

　──ほぉ、上う手まいもんじゃのぉ。

　──まぁな。

「どうだセリア。俺もけっこうなもんだろ？」

「だからねセリア、フォームはこう」

　ブリジットはわざわざあさってのほうを向いて、セリアに投球フォームを教えていた。

「見ろよ！　ちゃんと見ろよ！」

「うるさいわねぇ。今セリアに投げ方教えているんだから」

　いかにもウザそうな顔で眉み間けんにしわを寄せるブリジット。

　うわぁ、俺ちょっと傷ついちゃったぞ。

　そしてブリジットは二投目もストライク。お前はさっさとプロボウラーにでもなれ。

「じゃあ次はセリアの番ね。はい、この穴に指入れて」

「はい」

　セリアに手とり足とり腰とり全身を密着させて、ブリジットは背後から強化スーツのようにしてセリアの動きをサポート。美少女が美少女に密着、うん、やっぱりイイ。でもブリジットじゃ体を密着させても潰つぶれる胸がないから、密着度が視覚的に伝わりにくいな。

　正しいフォームで投げた球はのろのろと進んで、さっきよりも奥でガターに落ちた。

「さっきよりもピンに近づいたわね。ねっ、セリア、ちゃんとピンを倒せるようになりたくなってきたでしょ？」

　セリアは無言のまま、ちょっと視線を泳がせてから、

「まだ、わかりません」

　空気を読んだ。セリアが精一杯の言葉を選んだのが伝わって来る。

　ブリジットは、ちょっと残念そうに眉まゆ尻じりを下げた。

「まぁまぁ、スポーツは好き嫌いあるし」

「そうね、それよりアキト」

　ブリジットの目がつり上がる。

「さっきあんた失礼なこと考えていたでしょ」

「べべ、別に『ブリジットじゃ体を密着させても潰れる胸がないから、密着度が視覚的に伝わりにくいな』なんて考えていないぞ」

「考えてんじゃないの！」

「アキトさん」

　俺らのやりとりを遮り、セリアが話しかけてくる。

「おう、なんだ！」

　俺はブリジットから逃げるべくセリアへすり寄った。

「あれはなんでしょうか？」

「あれ？」

　視線を追うと壁には、キャラボールレンタルの告知が投とう影えい画が面めんで表示されていた。

「あーあれか。この店は子供向けにキャラボールをレンタルしているんだよ」

　俺が得点画面にタッチして操そう作さすると、レンタル可能なキャラボールの一覧が表示された。まんまるのボウリングの球に、ひよこやカエルの顔や手足がプリントされた動物シリーズや、顔のついた果物のようなデザインの果物シリーズがあった。

「これはなんでしょうか？」

　セリアが指で差したのは、猫球と犬球の間に表示された球だった。

　その猫とも犬ともつかないデザインの正体は、

「これは日本妖よう怪かいの『すねこすり』ってやつだよ」

「すねこすり？」

「ああ、犬か猫かわからない見た目でまるっこくて、足のすねとか体にじゃれついてくるのが大好きな妖怪だよ。見た目が可愛かわいいから日本じゃグッズが人気だぞ」

　獣けもの耳みみ風ふうヘッドホンを被かぶるセリアは瞳ひとみを微動だにさせず、でも指先がもじもじ動いていた。

「じゃあこれみんなでレンタルしようぜ。ブリジット、お前どうする？」

「じゃああたしも、すねこすりでいいわよ」

「よし、じゃあ、すねこすりボール三つレンタル、重さを指定してっと」

　画面を操作するとボールを置く機械から、すねこすりの顔や耳、手足がプリントされた球が三つ転がって来た。重さはもちろん、八ポンド、一二ポンド、一三ポンドの三種しゆ類るいだ。

「よし、じゃあ俺の番だな」

　俺はすねこすりボールを手に取ると投球、再びスペアを決めた。

「どうだセリア、凄すごいだろ？」

「はい、アキトさんはボウリングがお上手なのですね、では私も」

「おいまだお前の番じゃ」

　セリアはすねこすりボールを手に取るとイスに座る。ボールをふとももに乗せ上から胸でサンドイッチ。記号で描けそうな顔を眺めながら手で愛あい猫びようのようになでまわしはじめた。

「よ、よほど気に入ったんだな」

　さらにセリアは、両腕ですねこすりボールを抱きかかえるものだから、たわわなお胸様がぐにゅっと潰つぶれてしまう。俺と百ゆ合りは同時に切望した。

　──ああ、ボウリングボールになりたい。

　それからブリジットはまたストライク。セリアの番がくる。

「………………ぇぃ」

　セリアは無言のままに華麗なるフォームで投球。全すべてのピンが一投のもとに飛び散った。

「「モチベーションあがりすぎぃいいいい！」」

　もとから上手なブリジットと、モチベーションＭＡＸなセリアはストライクとスペアを連発。最終スコアは一位ブリジット、二位セリア、最下位は……俺だった……


　　　◆



　三時ごろ、ボウリング場を出た俺らは軽食を取ろうと街で喫茶店を探して、信号に捕まった。すると、足を止められたセリアの目が何かを捉とらえる。

「ん？　携帯ショップか。そういやセリア、まだメルアド交換していなかったよな」

「あーあたしも。番号教えてよ」

　俺は腕時計に、ブリジットはチョーカーに触れて投とう影えい画が面めんを展開した。

「持っていません」

「「え？」」

「今まで、携帯を持った事がありません」

　俺とブリジットが沈黙する事、三秒。

「ちょっ、携けい帯たい端たん末まつ持っていないって有り得ないだろ。学生はみんな支給されるはずだ！」

「はい。退たい園えん後ご、一台貰もらえると聞いていますが、現段階で必要が無いと判はん断だんしましたので」

「すぐ買いましょう！　ほら行くわよ！」

　俺らはセリアの両腕をつかんで、連行するようにして携帯ショップに駆けこんだ。


　　　◆



　生徒達で賑にぎわう携帯ショップの中には、本当にあらゆる種しゆ類るいの携帯端末が置いていた。

　かつて携帯電話からスマホへと形状を変えた携帯端末。

　そして魔法技ぎ術じゆつを付加することで、文明が五〇年進んだと言われる今は、千差万別となっている。腕時計型、チョーカー型、イヤリング型、ブローチ型、ペンダント型、他多数。

　画面を空間に展開できるようになり、携帯端末の為ための薄い箱を持つ時代は終わっている。

　ポケットを占領する事無く、今の携帯端末は身につけるモノに溶け込んで、二十四時間生活をサポートしてくれる。

「じゃあセリア、こっち来て」

　ブリジットはセリアを姿見の前に連れて行くと、いくつかの携帯端末を持ってくる。

　そうしてペンダント型、カチューシャ型などを一つ付けては『どう？』と聞いている。

　でもセリアはどれもピンと来ていないのか、無む口くち無む表ひよう情じよう無感動のままだった。

　俺も頭を悩ませる。携けい帯たい端たん末まつがないと、いざという時にセリアと連絡ができないのに。

「う～ん、セリア自身は気に入ったのないのか？」

「…………」

　セリアはちゃんと商品棚を見回して、それから俺と目を合わせる。

　表ひよう情じようは無いけれど、仕草からどうすればいいか困ってしまったように思えた。

「思い切ってメガネ型は？」

　ブリジットが赤縁メガネを持ってきて、セリアにかけた。

「可愛かわい過ぎるだろ！」

　──これはこれで新鮮じゃの♪

　心の中で百ゆ合りに頷うなずきながら、俺はつい自分の携帯端末のカメラ機能で撮ってしまう。

「ねぇねぇアキトあたしは？」

　いつのまにかブリジットもメガネをかけて、モデルみたいにポーズまで取っている。

「おー、メガネブリジットも新鮮だな」

　投とう影えい画が面めんのシャッターボタンを押すと、ブリジットが嬉うれしそうにはにかんだ。

「それでセリア。そのメガネ型はどうだ？」

「…………」

　セリアの瞳ひとみが、ちょっと逸それた。

「駄目か。でもセリアに合う装そう飾しよく品ひんか……ん？」

　俺の目に入ったのは、セリアがいつも被かぶっている、獣けもの耳みみ風ふうヘッドホンだ。

　もしかして、と思いヘッドホンを横から覗のぞいた。

「あ、やっぱり。ブリジット。これ端末チップの挿入口あるぞ」

「え？　あ、ほんとだ。セリアあんたこれ携帯になるわよ」

「どういう事ですか？」

「今の携帯端末は電話やスマホよりも小型化が進んで、それこそブローチやペンダントの中に収まるサイズだからな。でかいヘッドホンには、ヘッドホンを携帯端末にできるよう、携帯端末チップの挿入口がついているのが多いんだよ。セリア、このヘッドホン気に入っているなら、これに携帯端末チップ挿入しないか？」

　セリアは、頭のヘッドホンに指で触れる。元から二十四時間身につけているソレを横目で見て、口をわずかにモゴつかせた。

「お願い……します……」

　こうしてセリアは、生まれて初めての携帯を手に入れたのだった。

「というわけでメルアドは『ＡＫＩＴＯ‐ＭＥＧＡ‐ＬＯＶＥ』に──」

　ブリジットに睨にらまれて、俺は黙った。
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　俺らは喫茶店に入ると、窓際奥の四人席に案内された。ブリジットがソファの奥に座って、俺はその隣に腰を下ろす。セリアはテーブルをはさんで、俺の向かい側に座った。

　──秋あき人とよ。現げん状じようを確認せよ。

　百ゆ合りに言われて、俺は視線を回した。

　──ふむ。左手に赤髪スレンダー美少女、正面に銀髪爆乳美少女。脳内に黒髪美幼女。なんだこのステキ空間は。幸せすぎて怖い。

「って、何やっているんだブリジット？」

　俺の左側に座るブリジットはサイドテールをほどいていた。髪の房が俺の方に向くよう、頭の右側にサイドテールを作り直すと、髪の房を俺に向けて振り、誘うような目で言う。

「赤髪好きのあんたへのサービスよ」

「そ、そんな事されたら奢おごりたくなっちゃうじゃないか。好きなの頼んでいいぞ」

「ラッキー♪　何を頼もっかなー♪」

　ブリジットがテーブル横のボタンを押してメニュー画面を空間に投とう影えい。軽食代わりのデザートを選び始める。

　ブリジットの動きに合わせて、赤い髪の房が揺れて実に可愛かわいらしい。正面を向けば、セリアの銀髪とお胸様も拝めるし、最高の布陣だな。

　──百合、何が食べたい？

　俺が上機嫌に尋たずねると、百合も笑顔で上機嫌に返す。

　──アルコール入りのワインレッドチョコレートケーキを所望するのじゃ♪

「じゃあ俺はアルコール入りのワインレッドチョコレートケーキな」

「あたしパフェ。アキト、ちょっとお手洗い行って来るからよけてくれる？」

「おう。あとこの前のお詫わびにクレープも頼んでいいからな」

　パンツを見られたのを思い出したのか、ブリジットは頬ほおを赤らめてから席を立って行く。

　さて、セリアも裸を見ちゃったし、お詫びにクレープを食べてもらおう。

「セリアは決まったか？　お金は俺が払うから、追加でクレープも頼んでいいぞ」

「…………」

　セリアは口の中で唇くちびるを噛かんで、視線を落とした。

「初めてなので……わかりません」

「こういう店に来るの初めてか？」

「……違います……それもですが……」

　セリアは不器用な言葉で、何とか自分の気持ちを口にしようとする。

「私は、自分で何かを選んだことがないのです」

　今のセリアは、無口でも無む表ひよう情じようでも無感動でもなかった。儚はかなげな声で、俺に問う。

「アイス屋さんで『選んだことがないので、どうすれば良いのかわかりません』と言ったのを覚えていますか？」

「ああ」

「あれは、アイスを食べた事がないという意味ではありません。自分で好きな物を選んだ事がないので、選べと言われると、どうすればよいのか解わからなくなるのです」

「…………ちょっとごめんな」

　俺は、自然とセリアの隣に腰を下ろした。そうして、百ゆ合りがしてくれるように、俺はセリアの頭を優しくなでる。セリアは、不思議そうな顔で俺を見つめる。

　ボウリング場では思わずなでたけど、今は意図的に頭をなでる。

　国によっては、頭をなでるっていうのは失礼なことらしいけど、俺はそうしたかった。

「セリア。もう我が慢まんしなくていいんだぞ。自分の好きな物、やりたい事を口にしろよ。確かに遠慮も大事だけど、言いたい事も言えないようじゃ家族や友達じゃないだろ？」

「とも……だち……」

　まるで、禁断の言葉を口にしたように、セリアは口を結ぶ。

「許されるんですか？　私に、そんな…………」

「友達を作るのに許しなんかいらないって」

「ですが、私は魔王を」

「それは持ち霊の話でセリア自身には関係ないだろ。少なくとも、性欲魔王の俺よりもセリアの方が絶対に心は綺き麗れいだぞ」

　俺は息を荒らげて、遠慮なくセリアの爆乳を食い入るように見つめた。

　セリアは表ひよう情じようを変えずに頬ほおを染めて、胸を抱き隠す。そして上目づかいに言う。

「アキトさんは……エッチさんです」

「じゃあセリアは、そのエッチさんと友達になってくれるか？」

　驚いたようにセリアの目が、注意して見ないとわからないぐらいの範囲で大きくなった。

「……はい。私は、アキトさんの友達になりたいと感じています」

　俺はセリアの華きや奢しやな体に肩を寄せて、おいしそうなデザートが並ぶメニュー画面を指す。

「じゃあその一歩として、食べたいものを選ぼうぜ」

　俺が笑ってみせると、セリアの口調が、少しだけやわらかくなる。

「では……こちらのサンデーが食べたいです」

　それが嬉うれしくて、可愛かわいくて、俺はセリアを抱きしめたい衝動を抑えるのが大変だった。
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　あれから、俺はセリアを一人にしないよう、戻って来たブリジットと入れ替わるようにしてトイレに行った。トイレの洗面台で手を洗うと、百合が笑顔で語りかけて来る。

　──良かったのぉ秋あき人とよ。

　──ああ、セリアが喜んでくれて嬉うれしいよ。

　──じゃから言うたじゃろう『安心せよ』とな。

　トイレから出て、席に向かいながら俺は心の中で笑う。

　──そうだな。何せ俺にはお前がついているからな。

　俺の中で、百ゆ合りが平らな胸を張った。

　──えへん。感かん謝しやせよ。む、おい秋あき人と、これを見よ。

　百合の指した方を見ると、レジの横で販売しているキーホルダーに混じって、ヘアピンが売られている。その中で俺が赤いヘアピンを手に取ろうとすると、汚い声が耳に触れた。

「おい赤毛。あたしら窓際に座りたいからさ、席譲れよ」

　汚い声は、俺らの席のほうから聞こえて来た。

　駆けつけると、三人の金髪不ふ良りよう女子が俺らの席の前にいた。

　ブリジットはいつもの元気がない。早くどこかへ行ってくれと言わんばかりに、目を合わせないよう、うつむいていた。

　俺はそいつらをイラッとさせたくなって、わざとらしく軽やかな足取りで走った。

「ごめんごめん待たせちゃったかな♪」

「アキト？」

　俺の様子に、ブリジットが怪け訝げんな目つきになる。

　俺はブリジットの隣に腰を下ろすと、すかさず赤いサイドテールを手に取った。

「今日も燃えるように素敵な髪だね」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッ!?」

　ブリジットの顔が、燃えるようにして赤く染まる。

「あれ？　こいつらは誰だい？　そうか、君の赤髪に誘われたナンパ師だね」

　リーダーらしき不良が目を吊つり上あげる。

「あたしにそっちの趣しゆ味みはねぇよ！　つか、彼女が赤毛に白髪って趣味わりぃな」

「セリアは銀髪だぞ？」

「こんなの白髪で十分、は？　セリア？」

　不良三人の顔が、ぎこちない動きでセリアを見下ろした。もうセリアの顔と名前はネットで拡散されている。セリア、という名前を聞いて、セリアの顔をジッと見て、気付いたらしい。三人は悲ひ鳴めいを上げて、『魔王』とか『ルシファー』とか叫んで一目散に逃げ出した。

「まったく、俺の女に向かって失礼な連中だな」

「…………はっ」

　ブリジットの肩を抱き寄せると、やっと我に返ったらしい。

「ちょっ、誰があんたの女よ！」

　俺の腕を振りほどいて、ブリジットは唇くちびるを尖とがらせた。

「まぁまぁ、フリなんだからそんなに怒るなよ」

　赤面したままうつむいて、ブリジットは俺を上目づかいに見て来る。

「フリなんて……いや」

「フリだけでも嫌なんて、嫌われたもんだなぁ」

　──うぉおおおおお！　秋あき人とぉおおおおお！　お主というやつはうおおおおおおおお！

　──どうしたんだ百ゆ合り？　うるさいぞ？

　──ふぉおおおおおおおおおおふぁああああああああああああああ！！！！

　俺の中で、百合が転げまわりながら絶叫した。

「おまたせしました、お客様」

　ウェイトレスのお姉さんが二人分のクレープと一緒に、ブリジットの前にパフェを、セリアの前にサンデーを、俺の前にケーキと、丸い器に入ったドーム状のアイスを置いた。

「あれ？　アキトあんたアイスも頼んだの？」

「ああ。ほら、パフェにもサンデーにもアイスがあるだろ？」

　二人は自分の頼んだデザートを見下ろす。

「前、一緒にアイス食べた時、セリア言っていただろ？　またこうして、誰かと一緒にアイスが食べたいって。二人がパフェとサンデーだったから、俺も追加で注文したんだよ」

　セリアの瞳ひとみが、驚いたように固まって俺を見る。俺はスプーンで自分のアイスをすくう。

「ほら、食べようぜ」

「……、はい」

　眼まな差ざしがゆっくりと溶けたセリアの表ひよう情じようが、僅わずかにやわらかくなった。

　セリアが笑顔を見せてくれるまであと一歩。そんな予感に、俺は胸を高鳴らせる。

　ブリジットが俺の耳元で囁ささやく。

「あんたやるじゃん」

　俺ら三人は、いや、百合を入れて四人は一緒にデザートタイムを楽しんだ。
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　喫茶店を出てから、俺らは街を色々と回った。でも、セリアから笑顔は引き出せない。

　服屋はブリジットがセリアの胸のサイズにＫＯ。セリアは首を傾かしげていた。

　娯ご楽らくセンタービル七階のゲーセンはやりかたを教えて色々プレイさせてみたけれど、どれも眉まゆひとつ動かさない。ガンゲーは思いのほか高こう得とく点てんを叩たたきだすが、残念ながら無む表ひよう情じようだった。セリアも一いつ生しよう懸けん命めい楽しもうとはしているようだけど、初めての体験ばかりで戸惑っているようだ。

　喫茶店の一件で少しは明るくなったと思ったけど、やっぱりそんなすぐに上う手まくはいかないな。セリアは、遊ぶことに不慣れ過ぎた。でもやっぱり、可愛かわいいものが好きなようで。

「おいセリア見てみろよ」

　ゲーセンの中、俺はＵＦＯキャッチャーでソレをみつけた。

「もっふもふの猫クッションだぞ」

　猫の顔がプリントされたクッションは、表面がもふもふの毛でおおわれ手ざわりがよさそうだ。くまさんアイスに猫パジャマ、すねこすりボールが気に入ったセリアだ。

　俺がニマニマと笑いながら仕掛けたハニートラップ。

　さぁ、早く『欲しいよアキト君、取って取ってぇ♥』と言うのだ！

　──いや、そうは言わんじゃろ。

「…………け………………けっこうです」

　ぷいっとそっぽを向いて、でも視線だけはクッションに注ぐセリア。

　セリアのこんな態度初めて見たぜ。

「そうかそうか、そんなに欲しいか、じゃあ俺に任せなさい」

　──今お主の中でどういうフィルターが働いた!?

　──フィルターなんてないよほんとだよ。

「見せてやるぜ、ガキの頃から美み冬ふゆとブリジットにねだられて景品を取りに取りまくり鍛えた腕前をな！」

　俺は電子マネーで一〇〇円払うと、猫クッションの重心とつかみやすい場所を見み極きわめる。

　コンマ一秒のズレも無くボタンを叩たたき、一ミリの狂いもなく景品をキャッチ。

　それでもＵＦＯのツメはクッションの重さを支え切れず落としてしまうが構わない。

　想定内だ。ゴールまでぐっと近づいた猫クッションへ二度目のアタック。

　そうやって、俺は二回で猫クッションをゲット。

「ほらセリア、俺からのプレゼント。これが欲しかったんだろ？」

「それは……」

「喫茶店で言ったばかりだろ。欲しいなら思うだけじゃなくて、ちゃんと口にしてくれないと。セリアはまだまだ甘えるのが下手だな」

　セリアは何か言いたそうな目で俺を見つめる。そして俺がクッションを差しだすと、素直に受け取り、強く抱きすくめて顔をうずめた。やっぱりその顔は表ひよう情じようが乏しい。でも、

「アキトさん」

　セリアはためらいがちに、不器用な声で口にした。

「……ありがとうございます………………」

「おう」

　クッションから僅わずかに見える瞳ひとみは、ちょっと嬉うれしそうに感じて、俺も嬉しいを貰もらった。

「むーっ」

　俺のすぐ横で、ブリジットが頬ほおをふくらませる。

「なんだよブリジット、やけに不機嫌そうだな」

「べつにぃ、ただアキトって昔から女の子に優しいなぁって」

「別に誰にでも優しいわけじゃないぞ？」

　途と端たんにブリジットの顔が明るくなる。

「えへへー、だよねー♪」

　ブリジットは弾はじけるような笑顔を見せてくれるけど、俺はちょっと反省した。いくら今日の主役とはいえ、セリアばかりは不公平だよな。

「喉のど渇かわいたな。俺なんか飲み物買って来るよ。二人は何にする？」

「じゃああたしリキュール系」

「酒だろ！」

「独立学園国家は一五歳から飲酒ＯＫでしょ？」

「お前今年で一四歳だろ！」

　世界中の生徒が集まっている為ため、年齢制限商品についてはだいぶモメたらしい。

　結局は高く設定すると低く設定されている国の人が来なくなる為、飲酒喫煙は一五歳、エロ本は一二歳からＯＫで、駄目だと思う国の人は各々で自己管理してくださいという事になった。ようするに『嫌いなら貴方あなたは買わなきゃいいでしょう』という事だ。

「そういえばセリアのフランスは一六歳から飲酒ＯＫだっけか？」

「はい、国によっては制限自体が存そん在ざいしないそうですね」

「フリーダムな国もあったもんねぇ。じゃあアキト、あたしブリジットスペシャルで」

「えーっとコーラとジンジャーとカルピスを、ってそれはドリンクバーで作れ！　とにかくブリジットにはテキトーにお前が好きそうなのを買って来るよ。セリアはどうする？」

「いえ、私はいりません」

「シールを集めるとアニマル枕がもらえるジュースがあるから、それ買ってくるよ」

　セリアの目が、一ミリだけ大きく開いた。
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　──思ったより早く済んだな。

　──うむ、運が良かったの。

　飲み物は近くの自販機に都合よく全部置いてあったのですぐ買えた。

　でも三本のジュースを持って戻ると、二人の会話が聞こえて来て、足を止めてしまう。

「ブリジットさんは、何な故ぜ私と普通に接することができるのですか？」

　真紅の瞳ひとみを持つ魔王使いを前に、ブリジットは視線を落とす。

「ただの同情よ。あたし、差別とかいじめ大嫌いだから」

　ブリジットのエメラルド色の瞳が、セリアの真紅の瞳を映す。

「あんたさ、やっぱり、その目で誰かになんか言われた？」

　セリアは、僅わずかに息を呑のむ。

「私はアルビノ体質で、生まれつき体の色素が極端に薄いのです。だから肌も白く、目は血が透すけて紅あかく、髪も、母はもっと濃い銀髪でした」

　唯ゆい一いつ残ったのは髪だけ、それもセリアの銀髪は銀食器のような銀ではなく、白はく銀ぎんに近い。

「私はルシファーを召しよう喚かんして隔かく離りされましたが、その前からこの目のせいで……父と母も」

　隔離という言葉を聞いて、俺は胸が苦しくなった。それに、セリアはルシファーを召喚する前から……やっぱり、どうにかしてこの子を笑顔にしてあげたくなる。

　少し間を置いてから、ブリジットは口を開く。

「あたしの髪さ、赤いでしょ？　地元じゃ赤毛は裏切り者のユダと同じだって言われたわ。だからあたしは差別が嫌い。見た目で人を判はん断だんするのはもちろんだけど、持ち霊で人を判断するなんて最低よ……でもね」

　ブリジットは自分の赤い髪をなでて、今度は口元に綺き麗れいな笑みを浮かべた。

「アキトだけは、あたしのこの髪を好きだって言ってくれるの。炎みたいに赤くてカッコイイって……あたしの持ち霊が死の精霊デュラハンになったら、みんな『死神ブリジット』って言って来たのに、やっぱりアキトはライダーなんてカッコイイとかダークヒーローっぽくてクールだって、子供の頃から真顔でそう言ってくるのよ」

　ブリジットが語っているのは、俺とブリジットの幼い頃からの思い出話だ。初しよ等とう部ぶに通っていた俺は、あいつの赤い髪を一目で気に入って、俺からブリジットの友達になった。

「ハルキさんの弟だから、昔はアキト、人気だったんだよ。だけどあたしと一緒にいるようになってからかな、アキトが孤立し始めたの。でもアキトは、それも気にしない。アキトはさ、差別も偏見も色眼鏡も無いんだよね。ただバカみたいに、目の前のモノに思った事を思ったままに言えるの。あたしは、あいつのそういうところが大好き」

　そう語るブリジットの顔があまりに幸せそうで、セリアも頷うなずいた。

「それは、良い思い出ですね。私もアキトさんとの事は良い思い出になると感じています」

　言いながら、セリアはほんとうに僅わずかだけれど、でも確かに一いつ瞬しゆん、穏やかな顔をした。

　きっと、俺がアイス屋の前で言った事を思い出したんだろう。続けて言った。

「私は、今日のような日々が続く事を望みます……未来に確かく証しようはありません。できるできないは解わかりません。ですが、今の私は、続いて欲しいと感じています」

　俺は子供のようにはしゃぎたくなった。セリアに、外の世界を楽しんでもらえた。まだ笑顔にはできていないけど、十分すぎる多幸感が俺の胸を満たす。

　可愛かわいい物にメロメロだったり。

　歓迎会やプレゼントをしてもらって『ありがとうございます』とお礼を言ったり。

　他人の思い出に共感したり。やっぱり、セリアは人形なんかじゃない。

　みんなはセリアを魔王使いとして遠ざけるけど、セリアもブリジットと同じ、普通の女の子なんだ。魔王使いなんて忘れて、これからも楽しい日々を送ってほしい。それに……。

　俺は視線をセリアからブリジットに移した。

　勝ち気で元気で明るくて、笑顔の可愛かわいい俺の幼おさな馴な染じみを見て思う。

　──なぁ百ゆ合り。俺はさ…………いい友達を持ったな。

　──ああ、本当にいい……え？　トモダチ？

　──どうかしたか？

　──い、いやなんでもない、うむ、ブリジットは良き友じゃ。幼馴染だものな。うむ。

　──変な奴だな。

　──お主にだけは言われとう──ッッ。今のは……

　──どうした百合？

　──うむ、今ちょっと、の……

　一方、セリアとブリジットの会話はまだ続いていて。

「はっ、まさかあんたもアキトの事」

　ブリジットはセリアにぐいっと顔を近づけ、息を呑のむ。

「非現実的です。私は今までの人生で一度も好かれた事がありません。好かれる魅み力りよくが無いのです。そんな人間がある日突然好かれるはずがありません。なので私も誰かを……」

　ブリジットの目から放たれた無色の光線が、セリアのメロン乳を射い貫ぬく。

　底なし沼よりもなお深い瞳ひとみで呪じゆ詛そを呟つぶやきながらブリジットは壊れた。

「それはあたしへのあてつけかぁああああああああああああああ！」

　ブリジットの両手がセリアの爆乳をわしづかむ。手には収まりきらない量感を感じたのだろう、額に青筋が浮かんだ。

「なんだなんなんだこれは！　何食ったらこんなにデカくなんのよ！　ただの脂し肪ぼうが！　お腹なかについたら贅ぜい肉にくで胸についたらお乳様ってかフザケんじゃないわよ！　こんなもん！　こんなもんねぇ！」

　ブリジットの両手がセリアの胸を高速で揉もみまくる。セリアは顔を苦く悶もんに歪ゆがめる。

「ブリジットさんッ……そこは……んっっ、敏感なので……ッッ」

「あんたは何さりげなく感度自じ慢まんしてんのよ！　感度なら小さいほうがいいんだからね！　ぐっ、悔しいけどやわらかくて揉んでいてきもちいいわねっ」

「感じる面積と体積が多いから……大きくなるほど、年々、感じやすく……ぁっ」

「まだ言うかぁあああああああああ！」

　ブリジットの揉もみ手てが音おん速そくの域に達しながらセリアの両乳をこねくりまわし続ける。

「あれ、なんかだんだん楽しくなってきたわね。なによこのぷるんぷるんしたのは、はは、おもしろいじゃない。あははははははは」

　涙を流しながらセリアの胸を揉みしだくブリジット。変なスイッチが入ったらしい。

　──おぉ、これは凄すごい。今までにない興こう奮ふんだ！

　──ッ、秋あき人と！

　俺が盛り上がっていると、突然百ゆ合りが俺の霊力を操そう作さし、第一召喚形態フアーストサモンを使わせた。

　──おい百合どうしたんだよ急に。

　──いいから二人をサモンさせろ！

　人が倒れる音がして、俺は振り返る。

　見れば、高校生くらいの女子が呑のみかけのジュースを落として床に倒れ込んでいた。

　液体をこぼしながら床を転がる缶が、妙にリアルを感じさせる。

「おいお前ら！　お楽しみ中悪いけど大変だぞ！」

「えっ、アキト!?　はっ!?」

　ブリジットは、セリアの爆乳を揉もみしだき続ける自分の手に気付いて、慌てて離す。

「ちち、違うのよアキト！　これは別に、あたしはそういう趣しゆ味みじゃ……うっ」

　ブリジットが頭を押さえて、顔を歪ゆがめた。俺は腹の底から怒ど鳴なる。

「二人とも早くサモンしろ！　理由はいいから早く！」

　俺の剣けん幕まくに圧おされて、ブリジットとセリアはＡエイＦエフも抜かずにとにかくサモン。

　第一召喚形態で、体に持ち霊の力を流しこむ。すると、ブリジットが急に持ち直した。

「何これ、急に体が楽になったけど……」

　次々人が倒れる音に気付いて、ブリジットとセリアが振り返る。













　ゲームセンターには何人もの学生が倒れていた。

　うめき声も上げない、全員、完全に意識を失っている。

　まるでここら一帯に催眠ガスが散布されたみたいにだ。どう見てもリアルじゃない、俺は何かのドッキリ企画かと思おうとしたが、無理だった。

　もうここは学生達の集まる楽しいゲームセンターなんかじゃない。

　まるで異い空くう間かんに呑のみこまれたような異質さが、この階をまるごと支配している。

「一体何が……でもなんであたし達だけ平気なの？」

　──どうなっている百ゆ合り。低霊力者だけ倒れる呪のろいか何かか？

　──その類じゃが、この霊力、いや魔ま力りよくは……

「アラ、貴方あなた達は平気なのね？　めずらしい」

　階段の方から響く足音。体の向きを変えると、彼女はいた。

　褐かつ色しよくの肌の美少女だった。ヒモパンをはき、袖そでを落としたミリタリージャケットにベリーダンスの衣装という奇妙ないでたちで、豊満な胸を揺らしながら階段を降りてくる。

　この独立学園国家には五〇〇万人の学生が住んでいるが、彼女が学生とは思えなかった。

　膝ひざ下まで伸びたボリューム溢あふれる夜色のロングヘアー。黒真しん珠じゆのような瞳ひとみ。中東系を思わせる、エキゾチックなコーヒー色の肌。

　それを包む扇情的な衣装は、いくら私服と言われても異常だった。

　彼女を形作るパーツひとつひとつから、初々しい学生の空気が感じられない。

　彼女の視線、声音の持つ魔性が氷の手となって俺の心臓をつかむ。

　彼女が現れてから、ゲームの筺きよう体たいから流れるド派手なＢＧＭが耳に入らない。

　全身の骨が氷にすげかわったような悪寒に呼吸を忘れた。

　妖あやしげな美び貌ぼうに手を添え、彼女は俺らを見据える。

「自己紹介するわ！　パンデモニウム、ゾロアスター教の七大魔王ドゥルジとの契けい約やく者。名前は捨てたから、ワタシの事はドゥルジとお呼びなさい愚民ども！　今日ここに来た理由はただひとつ！」

　極端に偉そうに、そしてハイテンションにドゥルジは言った。

「ワタシ達と同じ魔王使いであるセリアを迎えに来たわ！」

　俺の日常は、足下から音を立てて崩くずれ落ちた。


　　　◆



　衛えい星せい軌道上。米軍軍事衛星基地ダンデライオン。

　戦時中でない平時は、索敵系魔術の応用で隕いん石せきを探知。地球に飛ひ来らいしないよう、サテライトビーム砲で消し飛ばすのが仕事の、直径一キロメートル程の施し設せつだ。そのコントロールルームでは今……警備兵同士が撃ち殺し合い終わったところだった。

「Ｍ如ごときがＳに刃は向むかおうなどとは愚かな」

　黒スーツの男が、サディスティックな笑みで、警備兵達の死体を見下ろした。

　巨大なメインコントロールルームでは、コンソールの前に座るオペレーター達が血の海の上で震え、思し考こうを停止させている。

「私好みのいい顔だ。だがＭにはＭに相応ふさわしい、もっといい顔があるだろう？」

　貴公子のように品の良い顔を嗜し虐ぎやくに歪ゆがませる男に、衛えい星せい基き地ちを預かる司令が進み出る。

「貴様の要よう求きゆうはなんだ！　言っておくが我々米軍はテロリストには屈しないぞ！」

　第三召喚形態サードサモンを発動させている司令に、第一召喚形態フアーストサモンであろう男は告げる。

「良く調教されたブタだ。だが私は貴様達が言うところのテロリストだ」

「まさか貴様……」

「初めましてドＭの人類よ。我が名はパンデモニウム、ゾロアスター教の七大魔王が一人、アカ・マナフ。悪あしき思考を司つかさどる者にして、全人類唯ゆい一いつのドＳだ」

　マナフが指を鳴らす。

「なんだこれは、召しよう喚かん術じゆつが、なっ、体が勝手に！」

　司令の召喚術が解除されて、司令はただの人になる。それだけではなく、体が勝手に動き、その場で四つん這ばいになる。

　これだ。警備兵達も、マナフが指を鳴らした途と端たん、まるで朝の挨あい拶さつでもするように自然な動きで向かい合って撃ち合った。

「よく調教はされているが、私好みのＭがいないな。まぁいい」

　マナフが司令の背中へ優雅に腰を下ろした。司令が歯を食いしばる。

「ドＭの者どもよ、貴様らはもう何も考えなくていい。ただ、私に従え」

　怯おびえていたオペレーター達の目から光が消え、ロボットのようにコンソールを操そう作さする。

「貴様一体何をする気だ！　私の部下に何をした!?」

　無様な姿でマナフを見上げ叫ぶ司令。せめてもの抵てい抗こうもこんな格好では威厳が無い。

「パンテオンを引きつける陽動ついでに、この衛星基地を使って、学園国家の対宇宙防衛迎撃体制がどの程度のものか計ろうと思ってな。これもルシファーを手に入れる為ためだ」

　司令が戦せん慄りつした。この基地を使って防御力を計る。それはつまり。

「サテライトビーム砲を学園国家に撃つ気か!?　そんな事をすればどれほどの犠ぎ牲せいが」

「サテライトビーム砲？　貴様は一体何を言っている？」

　マナフはとんちんかんな事を言ったバカ者を笑うように失笑を漏らす。

「貴様は人間の言葉が解わからないようだな。私は『この衛星基地を使って』と言ったはずだ」

　数秒後、必死にその答えを否定しながら、司令は真実にいきつく。

「ま、まさか貴様……貴様ぁっ！」

　冷や汗を流して震える司令を見下ろし、マナフの口角が上がる。

「私好みの顔だ」







第四章　ストレイ・ウィッチ・スクランブル




「セリア・セルベール。アナタがこの社会でどういう扱いを受けてきたかは知っているわ。そしてその扱いは一生変わらない。これはワタシ達魔王使いの運命なのよ！」

　俺はドゥルジを前にして、体が強こわ張ばって動かなかった。

　俺の全身に刺さる生の威圧感が、彼女が本物だと雄弁に語る。

　見た目は中東系のセクシーな美少女なのに、ドゥルジから溢あふれる空気が、蛇のように俺の体にまきついて、頬ほおをなめる。それは間違いなく、死の感かん触しよくだった。

　試合や組手じゃない。この場での立ちまわり方を間違えれば、俺は死ぬ。兄貴のように。

　ドゥルジは胸の下で両腕を組み、俺達に一歩近づく。

「でもパンデモニウムには同じ魔王使いが集まっているわ。ワタシ達はアナタの仲間なの」

　高飛車な声音のドゥルジ。対するセリアはミリ単位じゃない、明らかに両方の眉まゆ尻じりを下げ、息が乱れている。あのセリアがこうも動揺している。

　さっきからドゥルジが言っている事はなんだ？　赤い瞳ひとみが原因で差別された事か？

　セリアはルシファーを召しよう喚かんしてすぐに施し設せつで保ほ護ごされたはずだ。自由はなかったと思うけど、実際に魔王を召喚したせいで差別された期間はかなり短いはずだ。

　ドゥルジは組んでいた両腕を広げて、トドメとばかりに声高らかに叫ぶ。

「安心して。サタンお父様はテロ行為なんて強要しない！　望む者だけが計画に参加すればいいの！　お父様はワタシ達の力が目的なんじゃない、ワタシ達を助けたいだけなの！」

「……私は…………」

　セリアが視線を伏せたその時、ブリジットがセリアの肩を抱き寄せる。

「ふざけんじゃないわよ！　セリアはあたしの友達よ。あんたらには渡さないわ！」

　セリアは一いつ瞬しゆん驚いた顔になって、それから目に涙を滲にじませてブリジットの服の裾すそを握る。

　俺は思い出す。今日の、ブリジットとセリアが一緒に遊ぶ光景を。

　全身にからみつく悪寒が蒸発した。俺は奥歯に力が入って、自然と拳こぶしに力が入る。

「その通りだ……『一生変わらない』とか人の人生勝手に決めてんじゃねぇぞ！　人に他人の人生を決める権利なんてない！　自分の人生を決めるのは、自分自身だ！」

　ドゥルジは鼻で笑う。

「いかにも恵まれた人生ハッピー野郎の台詞せりふね。けど世界はね、そうはできていないのよ」

　ドゥルジの体から黒い霧きりが染み出し、エントランスの床に黒い水たまりを作る。

「でもいいわ。ワタシも、最初から穏便に事が運べるとは思っていないもの」

　一度目を閉じると、彼女は笑った。

「第三召喚形態サードサモン！　ドゥルジ！」

　手元に展開した召しよう喚かん陣から、一丁の黒いショットガンが飛び出しキャッチ。

　ドゥルジの衣装が黒を基調とした、よりセクシーな衣装に変形。露出度が増え、体に黒い紋様が浮かぶ。黒いショールをまとい、腰からは昆こん虫ちゆうの臀でん部ぶのような装そう置ちが顕けん現げん。

　背中から漏れだす黒い霧きりが底なしの魔性ぶりを演出する。持ち霊の影響が術者の外見にも現れる第三召喚形態サードサモン。高こう等とう部ぶ生せいや大人の召しよう喚かん術じゆつ師しが使う、高位召しよう喚かん術じゆつだ。

　全身から溢あふれる圧倒的な霊力。その圧力で、俺の細胞が必殺の予感に悲ひ鳴めいを上げた。

　見ただけで、肌だけで感じる、解わかってしまう。

　俺達学生なんて足下にも及ばない、あの四よん大だい使し徒との日ひ上がみにも比肩しうる絶対の力。

「ハイ♪　ズドーン！」

　俺らは反はん射しや的にセリアを抱き抱えて横に跳ぶ。俺よりブリジットの方が機敏に反応した。

　ショットガンから放たれた散弾は本来、空気中に鉄てつ粒つぶをバラまいて広こう範はん囲いの敵を穿うがつが貫かん通つう力りよくは低い。なのに、俺らの背後のゲーム筺きよう体たいはまとめて一〇台以上も吹っ飛んだ。

　砕け散り、中の部品を飛び散らせる筺体は床に叩たたきつけられ、元が何なのかも判別がつかない。俺が持っていたジュースと、セリアの猫クッションが床に落ちて、静かに転がる。

　こんなのリアルじゃない。ゲーセンでショットガンをぶっ放すとかバトル漫まん画がかよ。

　ブリジットとやった試合とは違う。これはまぎれもなく殺人破壊テロ。認めるしかない。

　平和な普通科の生活も日常も幕を下ろして、俺は最凶の魔王を相手にしているのだと。

　俺は、自分の持ち霊の力を意識せざるを得なかった。兄貴が使っていた、ヤマトタケル。世界で唯ゆい一いつ魔王殺しスキルを持った超英えい雄ゆうの力。これを使えば、この場を上う手まく切り抜けられるかもしれない。そうすれば、セリアやブリジットを助けることができる。

「第二召喚形態セカンドサモン！　デュラハン！」

　ブリジットは空間に召喚陣を三つ展開。

　頭上の召喚陣を体に降ろしてバイクスーツ姿となる。左の召喚陣からはガンブレードを引き抜いて、右の召喚陣からバイクのＡエイＦエフ、追つい加か武ぶ装そうのコシュタパワーを召喚させた。ブリジットも衣装が変わったが、これはバイクの付属品で着替えただけ。ドゥルジは服そのものが魔王の影響で変形した。これが第二召喚形態と、第三召喚形態の差だ。

「アキト！　あたしが食い止めるから客を安全なところに！」

「何言ってんだ！　ここは俺が」

「昨日今日召喚術始めた奴がバカにするんじゃないわよ！」

　ブリジットの目には、強い意志がこもっていた。

「あたしはね、あんたが普通科に転科した後もずっと……ずっとこの世界にいたのよ！」

「ブリジット……」

　俺はブリジットの覚悟を感じ取って、言葉に詰まった。

「ごめんっ、今のはごめん！　あたしも解っているわよ、こんな言い方卑ひ怯きようだって、でも」

　ブリジットは俺から視線を逸そらして、ドゥルジと向き合った。

「こういう時くらい、あたしを頼りなさいよ」

　俺は思い出す。ブリジットは、俺が赤い髪を褒めた時の事をずっと大切に思っていてくれた。俺はただブリジットの赤い髪が好きで、俺が仲良くなりたいから友達になっただけなのに……ったく、お前はいいやつ過ぎるんだよ。

　押し問答は無駄だと俺は方針変更。早く客を助けて加勢する。それが俺にできる最善だ。

「任せた！」

「任せなさい！」

　俺はブリジットに背を向けて走る。

「セリアも手伝ってくれ」

「はいっ」

　俺達は第一召喚形態フアーストサモンを使って女の子を両脇に一人ずつ、二人抱えて女子トイレに運んだ。

「へぇ、アナタの持ち霊は死の精霊デュラハンなのね。それで……」

　ドゥルジは艶つややかな唇くちびるに指を当てて、得心したように頷うなずいた。

「ワタシの能力を教えてあげるわ、ワタシの能力は三つ。一つは任意の病やまいをまくことよ」

　扇情的で良く通る声の説明に、俺は今運んでいる女子達を見下ろす。

「例えば一月生まれの人が死ぬ病なら本当に一月生まれの人が死ぬわ。今回は魔王使い以外は眠る病をまいたのだけれど……坊やとお嬢ちゃんには耐性があるみたいね」

　──よかった、みんな寝ているだけみたいだ。

　──じゃが急げ。ドゥルジとはゾロアスター教七大魔王の一人で、虚偽と偽りの神格化にして疫病を司つかさどる魔王じゃ。早く倒さねば、どのような病をまき散らすかわからんぞ。

　──おう！

「お嬢ちゃんって、あんたいくつよ」

「今年で一五歳よ」

「一個しか変わらないじゃない…………」

「そーお？」

　ドゥルジがまた両手を胸の下で組み、一五歳とは思えない爆乳を持ちあげて強調。挑発的な目でブリジットを見ると、案の定、ブリジットは肩を震わせて歯を食いしばる。

　いや、そんな挑発に乗っている場合じゃないだろ。

「ムカつく奴ね、でも肯定よ。あたしの持ち霊はアイルランドの死の精霊デュラハン！　直ちよく死しや呪のろい、状態異常には強い耐性があるの！　あたしとは能力の相性が最悪よ！」

　ブリジットはコシュタパワーにまたがり、ガンブレードを左手に持ってハンドルを握る。

「行くわよドゥルジ！　学園国家序じよ列れつ二〇〇四位の実力を」

「ハイズドンハイズドン、ズドンズドンズドーン♪」

　ドゥルジは楽しむように効果音をくちずさみながら、ショットガンの引き金を引く。

　ブリジットは前ぜん輪りんを上げ、車体を弾たま除けにしたウィリーの態たい勢せいで全弾を回避。

　放たれた散弾は、一いち撃げきでゲームの筺きよう体たいや天てん井じように風穴を開けていく。

「この、最後まで言わせなさいよね！　でもいいわ、あたしのＡエイＦエフは室内戦闘向きじゃないけど、この広さ、一フロアまるごとゲームセンターになっているここなら！」

　コシュタパワーがエンジンをいななかせ、排はい莢きよう口こうからカートリッジを二本排出した。

「あたしの勝ちよ！　潰つぶせ！　コシュタパワー！」

　カートリッジ二本分の霊力を使い、ブリジットはドゥルジ目がけて一直線に突っ走る。

　前面にバリアーのような力場を発生させるコシュタパワーの突進は大砲の弾たまも同じだ。

　音おん速そくを超えた衝しよう撃げき波はで床が砕け、粉ふん塵じんを巻き上げて軌跡を示す。

「ダブルクイック！」

　ドゥルジが、二回連続で霊力加速クイツクによる超加速をした。

　持ち霊のスキルとは別に、召しよう喚かん術じゆつ師しには霊力操そう作さ訓練で会得できる基本技がある。

　霊力を皮ひ膚ふや服の上にまとい攻撃を防ぐ霊力装甲アーマーや、霊力を固めて壁にする霊力障壁シールド。足や背中から霊力を放出し瞬間移動する霊力加速。瞬間的に大量の霊力をＡＦに込めて攻撃する霊力爆砕バーストなどだ。俺とブリジットが試合前に霊力で皮膚を覆おおったのは霊力装甲。ブリジットがカートリッジを排莢して行った突とつ撃げき走そう行こうは霊力爆砕だ。













　ドゥルジは霊力をジェット噴射代わりにして、弾だん丸がん並の速度で水平に飛ぶ。

　けど第三召喚形態サードサモンとはいえ、生身でブリジットのコシュタパワーに正面衝突をしかけるなんて自殺行為もいいところだ。

「あんたバカにしてんじゃなっ──!?」

　ブリジットの体が宙に浮いた。理由は単純。ドゥルジは左腕を顔の前で斜めに構えてコシュタパワーと激げき突とつ。結果、コシュタパワーの方が、はね上げられてしまったのだ。

「「そんな!?」」

　俺とブリジットの声が重なった直後、バイクから身を投げ出されたブリジットは壁に背中から激突。バイクと一緒に床に落ちて、苦しそうに咳せき込こんだ。

「くそっ！」

　俺はすぐに駆けつけたい気持ちを押し殺して、セリアと一緒にまだ残っている客を運ぶ。

　ブリジットはよろめきながらも立ち上がり、バイクを起こして、またサドルにまたがる。

「いくら第三召喚形態だからって、こんなに差があるわけ……」

「ンフ♪」

　ブリジットが再び疾走態たい勢せいに入ると、ドゥルジは艶えん然ぜんと笑い、姿を消した。

　いや、超高速でブリジットの背後に回り込んだ。

「……!?」

　ブリジットはアクセルターンで、ドゥルジから距離を取りながら反転。ゲームセンターの中央でドゥルジと対たい峙じする。

「フフフ、アナタはかなりのスピード自じ慢まんのようだけど、魔王のワタシとアナタ達とではそもそも基本スペックが違うの。召しよう喚かん術じゆつによる肉体強化倍率は持ち霊で決まるでしょ？」

　俺とセリアは男子も運び終えて、ブリジットの元へ向かおうとする。

「ドゥルジはスピードに特化した魔王では無いけれど、それでも魔王なの。精霊じゃ足下にも及ばない。ゾロアスター教七大魔王にして悪神の一人、だからアナタ程度の」

「どぉおおおおおおおおおおおおっせぇええええええええええええええい！」

　ブリジットがフルアクセルの霊力爆砕バースト走行で突っ込んだ。

　今度は逆にブリジットが敵の話している途と中ちゆうを狙ねらった。ソレをドゥルジはこともなげに左手一本で受け止める。

　陥没するドゥルジの足下。激震する空気。零秒で運動エネルギー全すべてを奪うばわれた超音おん速そくの青いバイク。交通事故同様、慣性の法則に従って前へ放ほうり出されるブリジットの細い体。

　でもブリジットは、ガンブレードを右手に握ったまま、ニヤリと笑った。

「霊力加速クイツク！」

　ブリジットの背中と足の裏から霊力が高速で噴射。推進力を得て、ドゥルジの背後へ着地する前に空中ダッシュを行う。

　振り返るドゥルジの胸板と、矢のように飛ぶブリジットのガンブレードの切っ先が激げき突とつ。

　ドゥルジは威い力りよくを殺し切れず後ろへ滑る。二人は俺の前を通り過ぎたところで止まった。

　ガンブレードの切っ先が、ドゥルジのすぐ胸下に突き刺さり血が流れているのが見える。

「はぁあああああああああ！」

　そのままガンブレードの引き金を引く。何度も何度も引き金を引き、裂れつ帛ぱくの気合を込めながらドゥルジの胸に何度も弾だん丸がんを撃ち込み続ける。魔王使いであるドゥルジの肉体耐久度と、霊力装甲アーマーの強度ゆえか、至近距離からの銃じゆう撃げきにも耐えている。

　だが褐かつ色しよくの肌が削れ、赤い肉を抉えぐり、白い骨を穿うがち、抵てい抗こうする間もなくドゥルジは十数発目に天てん井じようを見上げて背後へ倒れた。

　動かないドゥルジに、ブリジットは握り拳こぶしを突き上げ飛び跳ねる。

「よっ、っしゃー！　ねぇ凄すごくないアキト、あたし魔王使い倒しちゃったわよ！　いやー学園序じよ列れつ変わっちゃうかなぁ、そうだ救急車。あれ結構ヤバイわよね？　すぐ病院に」

「ひどいわぁ」

　色っぽい声を出しながら、ドゥルジが体操選手顔負けの柔軟性で、背骨を反らしたまま立ち上がり、最後に上半身を起こした。

「玉のお肌に傷がついちゃったじゃない」

　いたずらっぽく笑うドゥルジに、ブリジットはあごを震わせて後ずさった。

　ドゥルジはブラを破り捨て、その豊満な乳房をあらわにする。

　大きくて張りがあり、形の良い爆乳は空気にさらされても、まるでブラに支えられているように崩くずれることはない。こんな非常時でもちょっとドキドキしてしまうのは仕方ないとして、でも驚くのはここからだった。

　ドゥルジが自身の爆乳をわしづかみ、持ち上げ開いて谷間を見せつける。

　ブリジットのつけた銃じゆう痕こん、そこから弾丸が次々吐き出され、跡かたもなく傷が塞ふさがった。

　爆乳のすぐ下の刺し傷も時間を巻き戻すようにしてみるみる塞がっていく。

「ゴメンなさぁい。ワタシ不死身なの。首を落としたって死なないわよ」

　人をバカにするように、遊ぶように、いや、実際ドゥルジは俺らで遊んでいる。

　彼女が本気を出せば、俺達なんて瞬殺だろう。

「待ってよ、ならなおさら変だわ！　死属性を持つあたしがつけた傷は回復能力が効かないし不死も殺す不死殺し。今までもアンデッド系召しよう喚かん術じゆつ師しを何人も倒してきたんだから」

　確かに死属性の効果を覆すには、余程強力な加か護ごや専門の解除呪じゆ文もんを受ける必要がある。

「不死性と不死殺しにはランクがあるの。ゾロアスター教の七大魔王に名を連ねる悪神ドゥルジの不死性を、たかが精霊程度の不死殺しで打ち消せるとでも思っているのかしら？」

　ブリジットが息を呑のむ音が俺にも聞こえる。

　勝てない。ブリジットのスピードも、不死殺しも、この少女には一切がまるで通じない。

「格の違いが解わかったかしら？　それと、助けなら来ないわよ。この上下の階と警備室にも同じ病やまいをまん延させているし、ここと上下はうるさいゲームセンターで防音設備は完かん璧ぺき。騒ぎには誰も気付かないわ。もっとも、警察じゃ私の相手にならないし、パンテオンの目は今頃、マナフ叔お父じ様に占拠された衛えい星せい基き地ちへ向いているでしょうね」

　まばたきをする間に加速しブリジットと距離を詰めるドゥルジ。ガンブレードの刀身を握ると、そのまま素す手でで握りつぶした。絶句するブリジットに、ドゥルジが気分良く語る。

「防御力じゃないわよ。ワタシは一度死ぬとその攻撃を学習して耐性ができるの。もうアナタのガンブレードじゃワタシには傷一つ付けられないわ」

　ブリジットが悔しそうに歯を食いしばり、一歩あとずさる。砕けた筺きよう体たいの破片に足が当たり、破片はクッキーのように砕けた。ブリジットも、そして俺もソレに気付いた。

「「……錆さびている？」」

　俺達の言った通り、ブリジットが踏み砕いたプラスチックボディに包まれていた電子基き板ばんや、中の金属フレームは茶色く錆びついていて、ボロボロと崩くずれている。

「どうやら気づいたようね。ワタシの三つ目の能力、それは物体の腐食劣れつ化か……」

　ドゥルジは両りよう替がえ機きに歩み寄り左手を添える。途と端たんに両替機は、まるで何千年も経たったように劣化、朽ち果て元がなんの機械だったのかもわからない有様だ。

「ワタシに触れた物、ワタシに撃たれた物は強度なんて関係無い！　無機物は全すべてボロボロに朽ち果て生物はグズグズに腐り果ててしまうの！　勿もち論ろん、ＡエイＦエフすら例外じゃないわ」

　ドゥルジの手から、錆さびた刀身の破片が零こぼれ落ちる。ブリジットの声が、僅わずかに震える。

「死の病に、何でも腐食させる能力、そのうえ不死身ってどんなチートよ。アキト逃げて！」

「解放召喚オーバーフロー・ドゥルジ！」

　ブリジットが俺の方を向いている間に、ドゥルジの目の前に巨大な召喚陣が展開。召喚陣の中から現れた本物の魔王ドゥルジは術者に良く似た姿をしていた。

　驚くほどグラマラスなボディを布地の少ないセクシーな衣装に包み、褐かつ色しよくの体には黒い紋様が浮かんでいる。ただし恐ろしく長い髪は生き物のように蠢うごめいて、全身から禍まが々まがしい魔ま力りよくが溢あふれだしている。

「ブリジット！」

「!?　解放召喚！　デュラ」

　魔王の手が、俺に気を取られていたブリジットの肩に掴つかみかかる。ブリジットの対応は間に合わない。いつも強気なブリジットの顔から一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。

　青いバイクスーツが腐り始め、腐食が広がって行く。ブリジットの瞳ひとみに、涙が光った。

「ぃやっ！　アキトォ！」

　ブリジットが危ない……悲痛な声で名前を呼ばれた途端、俺は全身の血が熱くなり、反はん射しや的に前へ飛び出して魔王ドゥルジへと駆ける。

　──行くぞ百ゆ合り！

　──心得た！　第三召喚形態サードサモン！　ヤマトタケル！

　俺は百合の操そう作さする霊力の流れに身を任せる。

　全身に満ちていく力が体の外へと流れ出し、俺は光をまとう。

　後ろ腰に顕けん現げんする剣を抜き放ち、カートリッジを排はい莢きようさせて俺は声を張り上げた。

「東とう国ごく無む双そう！」

　光を帯びた刃はが魔王を斬ざん首しゆする。魔王の体は雲うん散さん霧む消しよう。

　解放召喚オーバーフローの持ち霊は捧ささげた霊力に見合った分しか働いてくれない為ため、未み熟じゆくな召しよう喚かん術じゆつ師しが解放召喚を使っても、持ち霊は本来の力を出してはくれない。

　ドゥルジにしても、本気で霊力を込めていなかったんだろう。本物の魔王ドゥルジならこの程度で倒せるわけがない。それでも、腐っても解放召喚は解放召喚だ。

　ドゥルジは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ワ、ワタシの解放召喚が……それにその姿、第三召喚形態!?」

　今、俺は全身を真紅の甲かつ冑ちゆうに包み、腰の後ろには三本の刀を挿している。俺が手にしているのは高周波刀ヴアイブロ・ブレード・王おう剣けん天アマノ武タケ雲グモでも、高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレード・破は邪じや剣けん杠谷樹ヒヒラギでもない。第三召喚形態から使用可能となる電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレード。これが神を善悪の区別なく殺す神剣草クサ薙ナギだ。

　全身に力が充じゆう溢いつして、心地よい全能感に満たされていく。

　俺はドゥルジと対たい峙じして、肩越しにブリジットへ告げた。

「バトンタッチだ。ここからは俺に任せろ」

「ちょっ、あんた何言ってんのよ！　あんたに勝てるわけないじゃない！」

「お前、俺の持ち霊が何か忘れたのか？」

「あっ……で、でも」

　ブリジットは目を丸くして、けどすぐに否定しようとするので、俺は言ってやる。

「カッコつけさせろよ。お前の前でさ……それとセリア」

　俺は、いつも無む口くち無む表ひよう情じようなのに、ドゥルジが来てから動揺を隠せていないセリアに問う。

「お前、パンデモニウムに入りたいか？」

「…………ッ、私は」

　俺の問いに、セリアは悲しそうな顔でうつむいた。

　セリアはドゥルジが現れる前『今日のような日々が続いて欲しい』と望んだ反面、『未来に確かく証しようはありません』と言った。

　確実に差別されない未来を提示されれば、迷いもするだろう。なら、

「そっか、悩んじゃうか……じゃあさセリア、俺からのお願いごとだ」

　希望を見せるのが俺の仕事だ。

　顔を上げたセリアに、俺は歯を見せて笑う。

「もうしばらく、俺の家族でいてくれよ。俺だけじゃない、美み夏なつ姉さんも、美み冬ふゆもみんな一緒だ。もしもお前がいなくなったら、俺達寂しくて泣いちゃうぞ」

　セリアは明確に驚いた顔をしてくれる。信じられないような、生まれて初めての体験をしたような顔をしてから目に涙を溜ためて、たっぷり五ミリも頷うなずいてくれた。

「私は……」

　セリアは一度ためらって、でも絞り出すようにして、初めて声を大きく張り上げた。

「もっと、もっとアキトさん達と一緒にいたいです！」

　訴えるような瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちた。俺は、全身の血が一斉に着火するのを感じた。

「安心していいぞブリジット」

　俺は二人に背を見せて、ドゥルジと向かい合う。

「たった今、勝利のピースはそろった。めちゃくちゃカッコつけてやるよ！」

　俺は草クサ薙ナギノ剣ツルギを構えると、ドゥルジに軽く問いかける。

「なぁドゥルジ、話をしようぜ。うちの銀髪爆乳美少女様はお前らの家族になりたくないとおっしゃっている。ならフラれた身としてここは引き下がるべきじゃないのか？」

「そうかしら？　ワタシは取り返しのつかない事が起きる前に保ほ護ごするべきだと思うわ。だって、ワタシ達がそうだったもの」

　今の俺は、ドゥルジのエロティックなヒモパンや露出した胸に興こう奮ふんできるほど余裕があるが、それはドゥルジも同じ。ドゥルジはセクシーな表ひよう情じようを崩くずさず、俺にほほ笑みかける。

「ワタシ達がサタンお父様に助けられるまで、どんな人生だったか解わかるかしら？　魔王を召しよう喚かんしただけで指名手配された子までいたわ。人間性と持ち霊に関連なんて無い。悪人が天使を召喚する事もあるのに、何な故ぜ、魔王使いは魂たましいが汚けがれた咎とが人びとになるのかしら？」

　ドゥルジは、うっとりとした表情で自身のショットガンをなで、俺に流し目を送る。

「前、ある小さな町に差別した経けい験けんがあれば死ぬ病やまいを撒まいたら、九割の大人が死んだわ」

　ドゥルジの言葉に熱がこもる。

「差別は人の本ほん能のう、人間は魔王が怖いんじゃない、差別する口実が欲しいだけなの！　ワタシの能力で世界中の差別者を殺すのはありだけど、それだと何百年もかかるのよね」

　ドゥルジは自信に満ちた表情で、俺へ一歩、また一歩と鷹おう揚ように歩みを進める。

「有ゆう史し以い来らい、この世が平等だった事なんて無い。虐しいたげられる側の人達は死ぬまで不幸なまま。格差のない平等な世界を作るただ一つの方法、それは力よ。歴史が証明しているわ！」

　ドゥルジは目を細め、俺達に笑いかける。

「サタンお父様なら、ワタシ達ならそれができる。抜け穴だらけの法律も！　くだらない世間体も！　愚かな偏見が生む世論も関係無い！　お父様が世界に君くん臨りんすれば、お父様の誰よりも公正で平等な判はん断だんで全すべての悪が力で排除されて、世界は悪意のないエデンに戻るの。当とう然ぜん、お父様の作る世界ではセリア、誰もアナタを隔かく離りしようなんて思わないわ！」

　セリアの顔が僅わずかに歪ゆがみ、下した唇くちびるを噛かんだ。ドゥルジの声が、急に平へい静せいになる。

「サタンお父様は世界中の魔王使いを助けて家族にしてくれたわ。魔王使い同士で毎日楽しく遊んで、笑って、苦しまなくて良くなったの。テロ組そ織しきに入るのが嫌？　なら己の優位の為ために他者を見下し排除する連中と一緒にいるのはそんなにいい気分なのかしら？」

　一拍置いて、ドゥルジは静かに言う。

「セリア、アナタはこの世に何を期待しているの？　施し設せつで虐待されていたのは知っているわ。アナタも気付いているんでしょう？　弱者を救うヒーローなんていない。自分の世界は変わらない。セリア、一般社会にいる以上、アナタは一生幸せにはなれない」

　セリアの体が強こわ張ばる。息を呑のんで、その唇が何かを言おうとした時、俺は自然と彼女の頭をなでていた。セリアが俺を見つめてくれる。

　そうか、やっぱりセリアは施設で……

　セリアの頭から手を離して、俺はドゥルジと視線を交える。

「ドゥルジ、お前はそう思うのか。なら丁重にお帰り願うぜ！　セリアが幸せになれない？　なれるさ。セリアは、俺が幸せにしてやんよ!!　八や劔つるぎの神かみスキル発動!!」

「蛮勇は嫌いじゃないわ！」

　俺が駆ける。ドゥルジのショットガンが吼ほえる。放たれた散弾が空気中に拡散する。

　俺は一いつ顧こだにせず弾だん霧むを横一いつ閃せんで薙なぎ払はらい、すれ違いざまにドゥルジのショールとダンサースカート、昆こん虫ちゆうの臀でん部ぶ型がた装そう置ちを切り裂いた。ヒモパンを残したのは俺の優しさだ。

「!?　ウィルス発生装置が!?」

　ドゥルジの両目が、再び驚きよう愕がくに見開かれた。

　俺の一刀で全すべての鉄てつ粒つぶが弾はじき飛とばされ俺は無む傷きずだ。弾たまは力を失いセリア達にも届かない。

「退ひいてくれ。お前を傷つけたくない。でもお前も俺を殺せない。ならこの戦いに意味は」

　ドゥルジが哄こう笑しよう。さも愉ゆ快かいそうに笑って、剥むき出だしの大きな胸を揺らす。

「何を言っているのかしらこの坊やは、それでワタシを騙だましたつもり？　ワタシとアナタには決定的な違いがあるわ、そう、ワタシはアナタを攻撃できる！」

　ドゥルジはハイキックで俺の頭を狙ねらう。俺は既にドゥルジの背後に回っていた。

　神話の中でタケルの父、第十二代スメラミコト・景けい行こう天てん皇のうは語る。

　──お前は見たところ、体は大きく容よう貌ぼうも美しい。そして力も強い。その勇猛さは雷電のようであって、向かうところ敵なく一たび戦えば常勝不敗。私は知っている。確かにお前は皇スメラギたる私の子だが、事実は神人である──

「っっ、魔王のワタシよりも速いですって!?　アナタ、ただの死霊系じゃないの!?」

　病やまいが効かない俺を、ブリジットと同じ死属性の召しよう喚かん術じゆつ師しと思っているらしい。

「生憎あいにく俺の持ち霊の武器は最強の身体能力でね。肉弾戦がお好みなら見当はずれだぜ！」

　俺の足がドゥルジの足を払い転倒。ドゥルジは大きなヒップを床に打ちつけた。

　俺は同時に、左手で腰から破邪の剣である高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレードを引き抜く。

　刀タイプの天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギと違い、そちらは両刃で、鋸のこぎりのように刀身がギザギザしている。

「ハァッ！」

　間髪入れず振るった破邪の剣がドゥルジの首を通り抜けた。ドゥルジは一いつ瞬しゆん息を呑のむ。だが首からは一滴の血も流れず、代わりにドゥルジの霊力がごっそりと削られた。

「霊力が!?　まさかその剣は!?」

　ドゥルジは第三召喚形態サードサモンを維い持じできないのか、体の紋様が一瞬だけ薄くなった。どうやら破邪の剣が持つ能力に気付いたらしい。

「このＡエイＦエフには破邪の剣、杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギの力が宿っている。あらゆる魔と邪を払い、本来与えるはずだったダメージ分の霊力を削れる。お前は不死身らしいけど、霊力が無くなればスキルは発動しないだろ？」

「ッッッ」

　憎らしげに俺を睨にらみつけるドゥルジ。俺は彼女に、真しん摯しに頼む。

「退いてくれドゥルジ。お前の言う事が間違っているとは言わねぇ。でもセリアは普通の、今日みたいな日が続く事を望んでいるんだ。セリアは普通の女の子だ。普通の一般社会で普通の人生を送る権利がある！　その権利を奪うばわないでくれ!!」

　俺は家族としてセリアと過ごした時間や、街で遊んだ時に見せてくれたセリアの表ひよう情じようを思い出してそう願う。何よりもセリアは望んだ。『もっとアキトさん達と一緒にいたい』と。

　ドゥルジは一度目を閉じ、息を吐く。

「どうやら、ワタシとアナタの持ち霊では相性が悪いみたいね」

　ゆっくりと立ち上がり、ドゥルジは俺に一歩歩み寄る。

「お詫わびにこれをあげるわ」

　ドゥルジは俺の顔に、自分が穿はいているＴバックのヒモパンを投げつけて来た。

　当とう然ぜんの理として、俺がそれを左手で握りしめ鎧よろいの隙すき間まにしまうまでの千分の一秒、無む防ぼう備びになった俺の肩と首に、全裸のドゥルジがつかみかかる。

「取ったわ♪　これで終わりよ！」

　ドゥルジは容赦なく腐食の力を注ぎこんで来て……何も起きなかった。沈黙が流れる。

「な、なんで!?　どうしてワタシの力が効かないの!?」

　狼ろう狽ばいするドゥルジに、俺は言ってやる。

「俺の剣は、持ち主に最高位の呪のろい耐性を与える。俺にはあらゆる呪いが効かないんだよ」

「こんの！　っ!?」

　肩を離し、左手で直ちよく接せつ俺の顔を殴ったドゥルジの顔が苦痛に歪ゆがむ。拳こぶしから血がにじんだ。

　タケルは草クサ薙ナギノ剣ツルギを手に入れる前、西方遠征の時から邪じや神しんを殺し続けている。

　理由は単純。ヤマトタケルは神殺しの剣、草薙剣とは関係なく、神を凌りよう駕がする身体能力と戦闘センスを持つ、神の超越者だったからだ。

　神速を超える超速。神威を弾はじく超人的な肉体。神をも超える超筋力。

　その身体能力は、かのギリシャ神話の大英えい雄ゆうヘラクレスにも劣らず全召しよう喚かん霊れい中最強だ。

「もうやめるんだ。お前じゃ俺を殺せない！」

　ブリジットの突とつ撃げき走そう行こうを片手で止めた彼女の両手首を掴つかみ、腕力で無む理り矢や理り引きはがす。

　魔王相手に、俺は純じゆん粋すいな筋力で圧倒していた。

「離しなさい！　今度は全力でいくわ！　全カートリッジ排はい莢きよう！　解放召喚オーバーフロー・ドゥルジ！」

　俺の目の前に巨大な召喚陣が展開。俺は手を離して、バックステップで距離を取る。

　召喚陣の中から現れた、本物の魔王ドゥルジが放つ禍まが々まがしい威圧感。人ならざるものへの悪寒は、俺の魂たましいの伴はん侶りよのおかげで感じない。

　杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを鞘さやに収めて、両手で草クサ薙ナギノ剣ツルギを上段に構える。

　──やろうぜ！　百ゆ合り！

　──解わかっておる。魔王如ごときが、わしの可愛かわいい小僧ッ子にどんな病気をうつす気じゃ。もう一度あれを使う。感じよ秋あき人と！　そして感覚をつかめ！　奥義が一つ、東とう国ごく無む双そう！

　百合が俺の霊力を操そう作さ。元から電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードである草薙剣はプラズマの光をまとっているが、その輝かがやきが大きく成長して、光の大だい刀とうを形成した。

　俺の中で、百合がほくそ笑む。

　──ただの魔王が、タケルに勝てるとでも思うたか？

　ヤマトタケル伝説は、彼が日本中を周って全すべての悪を倒すというものだ。その内容は神話である事を踏まえても常軌を逸している。

　日本中の英雄豪傑が彼かの者に挑まれ、軍勢ごと滅ほろぼされた。

　最強の龍りゆうや怪物、もののけが彼の者を喰くらおうとし、駆く逐ちくされた。

　日本中の荒あらぶる神々、邪じや神しんを殺し尽くした究極の神殺しにして魔王ハンター。

　神殺しの剣を手に入れる前より、素す手でで神を凌りよう駕がする超人性。

　全宇宙の魔王達唯ゆい一いつにして最大の天敵。其そは…………。

　白しら鳥とり大だい明みよう神じん──日本武命ヤマトタケルノミコト──日本神話究極最強の超英雄だ。

　──悪いのうドゥルジ。こやつは魔王を殺すのが日課のゴッドイーターなんじゃよ！

　俺を殺さんと迫る七大魔王の一人ドゥルジ。

　俺は八や劔つるぎの神かみスキルによる最高の重じゆう心しん移い動どう、関節駆動、最大瞬発力、最大筋力に重力と俺の体重を乗せた最大インパクトを、そいつの額に叩たたきつける。神話の英えい傑けつ達たちが怪物を退治したその瞬間のように、俺の刃やいばは魔王ドゥルジを脳天から一息に両断にした。

「ま……魔王ドゥルジが一いち撃げきで……!?」

　虚こ空くうへ雲うん散さん霧む消しようする魔王を見て、ドゥルジは演技では無く、本気で震えている。

「ドゥルジ、お前、実はまだ力を使いこなせていないだろ？」

　ドゥルジが、図星を突かれたように口元を歪ゆがめる。

「ドゥルジは虚偽と偽りを神格化した神。任意のものを嘘うそにする能力でも持っていたらどうしようかと思ったけど、お前の能力三つはネタバレ済みだ。もしかして虚偽の力はまだ発現していないのか？」

「ッ」

　ドゥルジは至近距離からショットガンを構えるが、同時に俺は神殺しの刃やいばを閃ひらめかせる。

　ドゥルジのショットガンを切断、銃じゆう身しんが床に落ちて金属音を立てる。

「っ、この程度、不死スキルですぐに自己再生……さ、再生しない？」

　大破したままのショットガンに顔を絶望で染め、ドゥルジは一歩、二歩と後ずさる。

「どうして!?　ワタシは魔王なのよ！　その剣が不死殺しでも、銃身程度の再生もできない直ちよく死し能力なんて、ワタシと同格かそれ以上の召しよう喚かん霊れいでもないと不可能なハズよ！」

「俺のは不死殺しじゃない。これが俺の必殺武ぶ装そう、神殺しの剣、草クサ薙ナギノ剣ツルギだ」

　高周波刀ヴアイブロ・ブレード・天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギ、高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレード・杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギに続く三本目の武装。あの四よん大だい使し徒と日ひ上がみ宮みや子この持つ神剣生イク太タ刀チと同じ、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレード・草薙剣を突きつけてやった。

　ドラゴンスレイヤーならぬゴッドスレイヤー。神の力、加か護ごを善悪の区別なく、そして容赦なく破壊し滅ほろぼす武装だ。

　ドゥルジは俺の顔を見て、目を丸くした。どうやら俺の正体に気付いたらしい。

「クサナギ。まさかアナタがあの……ヤマトタケルを召喚した……魔王殺し、ッ」

　ドゥルジは歯を食いしばってから、息をついて急に冷静な顔になる。それからショットガンを位相空間に戻して、新しい玩具を見つけた顔をする。

「出直させてもらうわ。流石さすがに天敵相手じゃ余裕が無いもの。逃がしてくれる？」

　扇情的な眼まな差ざしを投げてくるドゥルジ。俺は緊張感が無くなって、顔を逸そらしながらも、視線はドゥルジから離せなかった。

「えーっと、俺は警察じゃないから帰ってくれてもいいんだけど。その格好でか？」

　一糸まとわぬ姿のドゥルジは自分の姿を見下ろして、上機嫌に艶えん然ぜんと笑う。

「ウフ、気になるかしら？　強くて優しくて、でも純情。アナタ、凄すごくワタシ好みよ」

　俺のうしろで、ブリジットとセリアが怖い目でＡエイＦエフを構える。どうしたお前ら。

「睨にらまないでよ。今日の事はワタシだって反省しているのよ本当よ。ウソだけどぉー！」

　ブリジットの額に青筋が浮かんだ。

「じゃあワタシは帰るわ。さっき渡したショーツは大事にするように、これは命令よ」

　ドゥルジは俺らにお尻を向けて、階段へと歩き始めた。

「逃がすと思うか？」

　階段から飛び出した人影の白はく刃じんが、ドゥルジを貫いた。人影の正体に、俺は息を呑のむ。

「日上!?」

　パンテオン四よん大だい使し徒との一人、日ひ上がみ宮みや子こが、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードでドゥルジの腹を貫通している。ドゥルジは口から血を噴いて、顔が青ざめる。

　何が起きたか呑のみこめていないドゥルジを刀ごと持ちあげて、日上は振るった。

　遠心力でドゥルジの体は刀身から抜けて、床へ放ほうり出される。

　俺は咄とつ嗟さに飛び出して、ドゥルジの体をキャッチ。

　流石さすがに、ドゥルジの豊満な裸体を堪たん能のうしている余裕は無い。優しく抱きとめたままドゥルジのお腹なかを見ると、血が止まるだけで傷口はなかなか塞ふさがらない。やっぱり、霊力不足で不死スキルが上う手まく働いていないようだ。どうすればいい、と焦燥感がつのる。

　──秋あき人と！

　二撃目が振り下ろされて、俺は反はん射しや的に草クサ薙ナギノ剣ツルギで受け止める。

　日上と俺、二本の刀がまとうプラズマ同士、高周波刃同士が火花を散らす。

「ぐっ、だあああ！」

　俺は強引に日上を弾はじき飛とばして、距離を取らせた。

「……アナタ……どうして？」

　ドゥルジがうつろな目で、俺を見上げる。

「今お前、霊力ほとんどないだろ！　あんなの食らったら死んじまうだろ！」

「……本当に……いい男ね……」

　ドゥルジが今までと違う、年相応の可愛かわいい顔でほほ笑む。同時に彼女の姿が掻かき消きえた。

「なっ、ドゥルジは？」

「ぬらりひょんか、邪魔をしてくれたな鷺さぎ澤さわ秋人」

「ぬらりひょん？」

「パンデモニウムの仲間だ。任意のものを人の五ご感かんで知覚できないようにする力を持っている。奴らを撃げき退たいはできても、逮捕ができないのはそのためだ」

　冷淡な口調に、俺はちょっと反発心を覚える。

「それで、殺せるうちに殺そうってことですか？　助けに来てくれたのは感かん謝しやしますけど、それは酷ひど過ぎると思います。ドゥルジはまだ一五歳なんですよ」

　日上の視線が俺を射い貫ぬいた。

「ドゥルジとてパンデモニウムの端くれ。今まで何人殺したかしれぬ。人を殺しても子供なら許されるか？　迫害された復ふく讐しゆうだから可哀かわいそうか？　否、罪は其その人の身分や素性で変わるものでは断じてない。奴は人殺しで国際テロ組織のメンバー。それが現実だ若人わこうどよ」

　正論に俺が黙ってしまうと、日上は刀を持ったまま、視線をセリアに移した。

「さて、本題なのだが、私がここに来たのは君達の救助だけが目的ではない」

　日上の目に、僅わずかな威圧感がこもる。

「魔王使いの少女よ、保ほ護ご施し設せつに戻りたいと申請を出したまえ」







第五章　ヒロイック・スレイヤー




　天使長ルシファーは、誰よりも純じゆん粋すいに神を愛した。だが、神は人間に仕えろと言う。

　私は貴方あなたに仕えたい、お願いだから私を捨てないで下さい。神を愛する者は願った。だが神は彼女を反逆者として断じた。誰よりも神を愛した彼女は、周しゆう囲いから悪と糾弾された。

　一二枚の翼を黒く染められ、最大の悪に仕立て上げられて神から最も遠い地獄の底に落とされた。事実かどうかは関係無い。天使達は神に反逆者と言われた。それだけで責めた。

『ルシファー、お前が悪いに決まっているんだ!!』


　　　◆



「お前、急に何を言い出すんだよ！　それに、目的って」

「一日だけ様子を見ようと、部下に君達を監かん視しさせていた。このビルで突然連絡が取れなくなり来たのだが、案の定だな。貴様の存そん在ざいは周囲を不幸にする」

　セリアの瞳ひとみが凍りつく。俺はすかさず、割って入る。

「魔王使いだからか？　罪も無い奴を、差別や偏見で隔かく離りする事がお前の正義なのか!?」

「そんな事は関係無い」

　意外な返答を聞いて、俺は固まってしまった。日ひ上がみは事務的に、淡々と語り始める。

「私は世界の平等なる正義の執行者、パンテオン四よん大だい使し徒との日上宮みや子こだ。侵略戦争が起これば武力介入し侵略国を倒すが、世論に流され根拠の無い悪を裁こうとは思わん」

「ならどうして」

「彼女の悪用を狙ねらう組そ織しきがどれ程あると思う？　隔離には同情する。だが私は『一人の人権』と『世界平和』なら後者を取る。彼女に罪は無いが、彼女の存在は災厄を招くのだ」

「そうだよ！　セリアに罪はない！　悪いのは全部……」

「この惨状を見ろ。どれだけの被害と犠ぎ牲せいが出た？」

　俺は破壊のツメ跡が残るゲームセンターを見回してから、気絶した生徒達を思い出す。

「施し設せつでは異能無効化能力を持つキクリ姫使いの結界があったが、退園すればこの通りだ」

　日上が、急に語気を強める。

「君は言うのか！　今後彼女を狙った組織が襲撃をしかけ、巻き込まれた死傷者の家族や本人に『こうなるのは解わかっていたけど彼女が可哀かわいそうなので黙認していました』と！」

　セリアはうつむき、辛つらそうに顔を歪ゆがめた。

　俺は息を呑のんで黙ってしまうが、セリアを見てすぐに反論しようとする、だが、

「そもそも、彼女の退園は不正行為によるもの。私は本来あるべき状態に戻したいだけだ」

　不正行為。その単語に、俺は言葉を失ってしまった。

「その魔王使い退園は、独立学園国家八大教育長の一人が、次期会長を狙って賄賂で通した決定だ。証拠が集まれば、その教育長は逮捕されるだろう。賄賂で通した決定が逮捕後にどうなるかは解わからないが、撤回という事になれば彼女の世間体はさらに悪くなるだろう。ならば逮捕令状が出る前に、彼女が自ら社会の為ために進んで隔かく離りされた、としたほうがいい」

　──春はる樹きの部下とは思えんクズぶりじゃのう。

　──ああ、まったくその通りだよ！

　かつて兄貴の後輩で、右腕のような存そん在ざいだった日ひ上がみの言葉に、俺は握り拳こぶしを固めた。

「なら、そんなもん全部くつがえせるよう努力しろよ！」

「何？」

　日上の柳りゆう眉びが、僅わずかに上がる。

「本当に正義の執行者なら、何で最後の最後までセリアを救おうと努力をしない!?」

　死んだ兄貴を思い出して、俺は熱弁する。

「本当の正義の味方は、ヒーローはいつだってみんなを守る為に死にもの狂いで頑張って戦い続けるんだ！　誰かを見捨てたりなんかしない！」

　そうだ、俺はそういうモノになりたかった。兄貴は、そういう人だった。

「俺はヒーローの夢は諦あきらめた。でもお前は四よん大だい使し徒とで、そんだけ凄すごい力があるじゃないか！　力があって『世界の平等なる正義の執行者』を名乗っているのに、世界の一部であるセリアをなんで犠ぎ牲せいにするんだよ！」

　俺は、言ってやる。

「ずっと兄貴の側そばにいたのに、あんたはそんな事もわかんねーのかよ!?」

　日上が刀を床へ、力任せに突き刺した。

「………………だから、こそだ」

　日上は辛つらそうに答えた。その顔は臨界状態の憎しみを抑え込み、まるで表面張力の働くコップのような恐怖を感じる。

「春樹先輩はそのパンデモニウムに殺された。それも、先輩の想おもいを踏みにじってだ！」

　日上は涙をこらえるように一度目を閉じてから、頭を振った。

「先輩は『魔王使いだから悪人』は間違っていると、開明的な思想の持ち主だった。だからパンデモニウムを説得した。可能な限り減刑を訴えて死刑ではなく懲役刑、そして、刑務所の中で保ほ護ごしている間に自分が世論を変えてみせる。あの日、先輩はそう訴えた。だがパンデモニウム達は投とう降こうを承しよう諾だくした風を装い、先輩を騙だまし討うちしたのだ！　『今更お前らの言う事など信用できない』そう言ってな！　その時、私は誓ったのだ。全すべての魔王使いを、この手で殺してやるとな！」

　日上は刀の柄つかを握る手を震わせて、必死に怒りを抑え込み、冷却に成功した。

「……安心しろ。今のは感情の話。まだ何もしていないその少女を殺そうなどとは思わん。だが最初に私が言った事も事実。平和の為、その少女は隔離施し設せつに戻すべきだ」

　刀を床から引き抜いて、その切っ先をセリアに向けた。

「最後に、もう一度だけ言うぞ魔王使い。貴様はどうせ社会で生きていても弾だん圧あつされるか他人に利用されるだけ、隔かく離り施し設せつで一生を平へい穏おんに過ごすのも悪くは無いだろう」

「私は……」

　セリアはうつむいたまま、体を震わせる。けれど、その真紅の瞳ひとみが、ふと俺を見つめた。

　俺は頷うなずいてみせる。セリアは、日ひ上がみと向き合って、

「私は…………ここにいたいです！」

　ドゥルジの時よりも大きな声だった。セリアの真紅の瞳から、大粒の涙が溢あふれた。

「私は、アキトさんやミナツさん、ミフユさんやブリジットさんと一緒にいたいです。それが……それが…………私の願いです！」

　俺の心が満たされる。セリアの方から望んでくれた。こんな状況だけど、俺は嬉うれしくて仕方ない。そうだ。セリアはこれからも俺らと一緒だ。施設になんて戻らない。

「秋あき人とはいつまで貴様を守ってくれる？」

　言葉を失うセリアへ、日上は残ざん酷こくな笑みを浮かべる。

「今はいいさ。秋人は責任のない子供だ。だが大人になった後も、秋人には魔王使いの友達というレッテルがつきまとう。何をするのにも、貴様という存そん在ざいが足を引っ張る。そうすれば、秋人も次第に貴様を疎ましく思うだろう」

　セリアのただでさえ白い顔から、血の気が失うせていく。

「言うは易やすし、行うは難かたし。今までの人生を思い出せ。人はそれほど強い生き物か？　何よりも、秋人の兄、春はる樹きを殺したのは前のルシファー使い。貴様の持つその力だ！」

　俺に、一いつ瞬しゆんの動揺が走る。兄貴を殺したのはルシファー使い。初めて聞いた事実を引き金に、兄貴を失った時の姉さんと美み冬ふゆの泣き顔が脳裏に浮かんだ。

　でもそれは一瞬。俺はすぐに自分を取り戻す。

　日上からすれば、自分同様俺も魔王使い全すべてを敵視するのを期待したんだろうが、前のルシファー使いの事なんてセリアとは関係無い。

「信じるなセリア！　前のルシファー使いとセリアは関係無い！　俺はお前を嫌ったりしないし、それで俺を嫌う連中がいたらそんな奴ら俺の方から願い下げだ！」

「いや……」

　セリアの表ひよう情じようは酷ひどかった。顔がん面めん蒼そう白はく。唇くちびるを震わせ、目から涙をこぼして、一歩、二歩と後ずさって俺から離れる。その姿は、まるで朽ちかけた砂の城のようにあやうかった。

「いやぁああああああ！」

「待ってくれ、セッ!?」

　日上が放ったプラズマの斬ざん撃げきが、俺とセリアの間を通り抜けた。

「いい判はん断だんだ。いつか裏切られて傷付くなら、その前に貴様の方から離れればいい。そうすれば、かつて優しくしてくれた人がいる。そう思いながら施し設せつで過ごせる」

「あ……あ……あ、あぁ………………」

　セリアは光の無い目から、壊れた蛇口のように涙を流した。まるで救いを求めるように日ひ上がみを見て、足を運ぼうとする。セリアの心の傷は、俺が思っていた以上に深かった。あんな、たかが数日一緒にいただけで癒いやして、信頼してもらえるようなものじゃなかった。

　俺は自分の無力が悔しくて、拳こぶしを震わせた。

　セリアは、自分の意思で施設へ戻ることを選んでしまった。

　なんで、俺はこんなに何もできないんだ。

　姉さん達を残して死ぬのが怖くて、ヒーローの夢を諦あきらめた。

　それでも一人の女の子ぐらい笑顔にしてあげたくて、なのにそれすらできない。

　セリアの足が、日上へ一歩近づくごとに、俺は悔しさで胸が張り裂けそうになる。

　でも、俺達と一緒にいたい、そう言ってくれた記憶の中のセリアが、俺を支えてくれた。

　日上まであと一〇歩の所までセリアが近づいて、俺の挫くじけた本ほん能のうを、意思が凌りよう駕がした。

「行くなぁああああああああああああああああああああああ！」

　衝動的に草クサ薙ナギノ剣ツルギを振り下ろした。床に走った亀き裂れつが、日上とセリアの間を通り抜ける。

　驚いて、セリアの足が止まった。

「セリアを施設になんて戻させない！　そんなこと、力ずくでも阻止してやる！」

　俺は諦あきらめない。日上に、こんなエセヒーローなんかにセリアを渡してたまるか！

　次の瞬間、日上の全身から規格外の霊力が溢あふれだし、深海のように重たい声が生まれる。

「力ずくと言ったな……吐いた唾つばは呑のめぬぞ！　第二召喚形態セカンドサモン！　大オオ国クニ主ヌシ！」

　日上の全身がスパーク。日上の電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレード型ＡエイＦエフが進化。大国主の力で、神々しい金色の刀になる。これで有名な電離分子高周波刀型ＡＦ『モデル生イク太タ刀チ』の完成だ。

「国こく土ど平へい定ていの鉾ほこ！　天アマノ広ヒロ鉾ホコ召しよう喚かん！」

　さらに一いつ瞬しゆんで左手に構築された一本の槍やり。それを大地に突き刺して、同時に世界が塗り潰つぶされた。まだ赤みのあった空が宇宙のように黒く、だが真昼のように視界は良好だ。

「これって、別位相空間!?」

　ブリジットの言葉に日上が頷うなずく。

「周しゆう囲い一〇キロの空間のオブジェクトを模倣しながら位相をズラさせてもらった。この建物も、窓の外のビルも先程の場所にあったものとは別ものだ」

「そうかよ。なら、全力でやっていいんだな」

「行くわよアキト！　あたしも援護するわ！」

「いや、ブリジットは巻き込まれないようセリアを頼む」

「でも……」

「頼む」

　俺が真剣な目で望むと、それだけでブリジットは頷うなずいた。

「解わかったわ。ドゥルジを倒した、あんたの魔王殺しを、ううん、神殺しの力を信じるわ！」

　ブリジットは日ひ上がみを警けい戒かいしながらセリアの下へ走り、手を握った。

「行くわよセリア」

「……で、ですが」

「いいから来て！　アキトが誰の為ために戦うと思っているの！」

　ブリジットが、強引にセリアを俺の後ろへ連れて来てくれたのを確認して、俺は草クサ薙ナギノ剣ツルギを構える。俺と日上の視線が交差する。

　──行くぞ百ゆ合り。

　──うむ。お主が霊力加速クイツクで突っ込むと同時に八や劔つるぎの神かみスキルを発動させる。それとわしの、鋼はがね神がみの加か護ごを与えよう。これで鎧よろいは神の金属、日ひ緋ひ色いろの金かねとなる。霊力装甲アーマーもわしが担当しよう。攻撃を受ける部位だけ濃度を高くして防いでみせようぞ。

　──ああ、任せたぜ百合。

　大オオ国クニ主ヌシは最強の天津神スサノオの五代下の孫で、王おう位い継けい承しよう候こう補ほの兄弟神数百人と日本中の神を全員個人的武力で屈服させて天下を統一した大軍神。無限の武ぶ装そうを操る一人軍隊ワンマン・アーミー。

　ドゥルジと日上なら、きっと日上の方が強い。でも俺のタケルは日本神話最強の英えい霊れい。日上の大国主にもひけは取らない。百合のサポートだってある。

　俺の脳裏に、兄貴が死んで涙を流す姉さんと美み冬ふゆの顔が浮かぶ。

　二人を悲しませたくなくて、俺はヒーローを、危険な事をしないって決めた。でもなぁ。

　嬉うれしそうに猫クッションを抱き締める、セリアの姿が頭に浮かんだ。悪い姉さん、美冬。

　──こんな事がまかり通っていいはずがねぇだろう!!　もうセリアは、一生分の不幸を味わった。もう、あいつは幸せになっていいんだ!!

　俺の気持ちに応こたえるように、草薙剣がまとうプラズマの光が、その輝かがやきを増す。

　全身に気力が満ちる。心が震える。敵は世界最強の国際武装組そ織しきパンテオンの頂点に君くん臨りんする四よん大だい使し徒との一人、だからどうした!?

　ドゥルジとの戦いでコツは掴つかんだ。俺は霊力を草薙剣に送り込んで増幅させた。巨大なプラズマの光で草薙剣を包み込んで、東とう国ごく無む双そうを完成させる。

「セリアは、俺が守る!!　行くぞ日上！」

　霊力加速。俺の背中と足の裏から、霊力がジェット噴射のようにして放たれた。俺の体が弾だん丸がんのように飛び出して、一息で日上に斬きりかかる。

　──これは!?　まずい！　来るぞ！

　百合が俺の首から上、露出する部位の霊力装甲を最大にしたのと、ソレが起こるのは同時だった。ゲームセンターの、日上の背後の窓ガラスが、壁が、天てん井じようが、俺の視界に映る、日上以外の全すべての存そん在ざいを引き裂いて、黄おう金ごんと白はく銀ぎんの光が押し寄せる。

　俺は本ほん能のう的に左手で天アマノ武タケ雲グモノ剣ツルギを抜いて手数を増やした。八や劔つるぎの神かみの剣けん技ぎで金や銀の閃ひらめきを片っ端から受け流しながら、俺は絶句した。

　壁や天てん井じようが消し飛んでビルが、巨人のスコップで抉えぐられたように欠けていく。なのに日ひ上がみの背後に黒い空は見えなかった。原因は明白だ。

　俺は見た。ビルの外、日上の背景を、無数の武ぶ装そうが埋め尽くしているその光景を。

「神にもランクがある。全すべての剣神が同じ強さでは無い。そして八や劔つるぎの神かみの名を持つスサノオ、彼から二代目八劔神として認められたタケルは最強の剣神だ。だが、私の大オオ国クニ主ヌシもスサノオから継承した地位がある。それが無限の武装を持つという意味の八や千ち矛ほこ神がみ」

　語る間にも次々顕けん現げんする武装。日上の背後、数百メートル四方を覆おおい尽くすＡエイＦエフ武装の壁には剣があった、槍やりがあった、斧おのがあった。まるでＡＦの博はく覧らん会かいだ。

　武装の雨を防ぎながら、その人じん智ちを超えた荘そう厳ごんな光景に、俺は目を奪うばわれてしまう。

「日本神話最強の神スサノオ。彼から大国主は八千矛神の称号と生イク太タ刀チを、タケルは八劔神の称号と草クサ薙ナギノ剣ツルギを継承した。我らの持ち霊は同格。だが先輩は私より強く、貴様は弱い」

　壁を形成する武装のうち、数千の剣と槍が、切っ先を一斉に俺に向けてきた。

「身の程を弁わきまえろ」

　雨が豪ごう雨うとなる。神速の流星群が俺を襲う。かわす余地もない飽ほう和わ攻こう撃げき。

　俺はカートリッジを全すべて使い切るつもりで東とう国ごく無む双そうを維い持じした。そのまま八劔神の剣術で可能な限り受け流して、でも全ては捌さばききれない。

　武装の豪雨は、それぞれが違う神しん剣けん神しん槍そうの力を宿したＡＦだ。超音おん速そくで飛ひ来らいする神具は、その一つ一つが必殺以上の威い力りよくを持って余りある。まさに八千矛神の神威そのものだ。八劔神の剣術でも、防ぐには全力を以もって当たる必要がある。それが何千と押し寄せるのだ。

　飛来する無数の武装が俺の鎧よろいを貫き、体の中から熱い血潮が溢あふれる。

　俺が死しに物もの狂ぐるいで抗あらがう中、日上の目は冷めていた。それはもう勝負がついた顔だった。

　豪雨がやんだ時、俺は全身から血を流し、緊張の糸が切れて激痛に膝ひざを屈した。

　セリア達が悲ひ鳴めいを上げる中、日上は事務作業を終えたように息を吐きだす。

「召しよう喚かん契けい約やくをして一ヶ月の素人が、少しでも私に敵かなうと思ったか？」

　剣を振るうまでもない。俺は、ただスキルを発動するだけで勝てる相手。それが現実だ。

　では、と日上が視線をセリアに向け、一歩進む。

「待てよ日上……まだ勝負はついていないぞ……本番はこれからだ……」

　血を吐きながら、俺は刀を杖つえに立ち上がる。

　百ゆ合りの加か護ごのおかげだ。日ひ緋ひ色いろの金かねと化した鎧よろいのおかげで、骨は無む傷きずだ。それでも俺は満まん身しん創そう痍い。日上はしばし無言になってから、呆あきれたように息をついた。

「それ以上なにができる？　東国無双の長時間使用で、もう霊力は残っていないだろう？」

　──そうじゃ、無理をするな秋あき人と。ここはわしに任せろ、わしならこんな奴一いつ瞬しゆんで、

　──駄目だ。お前の存そん在ざいがバレたら。お前がここにいられなくなったら駄目だ。俺は父さんも母さんも、兄貴も失った。もう、誰も失いたくないんだ！

　子供の頃から感じていた疑問と違和感。自分の家には親がいない。そして親代わりだった兄貴まで失って、その悲しみを百ゆ合りが支えてくれた。百合がいたから俺はここにいる。

　俺の中に、百合を戦わせるなんていう選択肢は無い。

　──秋あき人と…………

　俺は両手で神殺しの剣、草クサ薙ナギノ剣ツルギを構えて吠ほえる。

「電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレード型ＡエイＦエフ草薙剣、お前を倒す日本神話最強兵器は健在だぜ！」

「……なら、その自信ごと消し飛ばしてくれる！　第三召喚形態サードサモン！」

　日ひ上がみの髪が膝ひざ裏うらまで伸びてゆらめく。腰から下を赤袴ばかまが包んだ。金色の光がまるで後ご光こうのように輝かがやき日上の両腕と腰、胸が金色の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれ、頭には額当てが顕けん現げんする。

　その神威にセリア達は絶望で顔を染めた。他の召しよう喚かん術じゆつ師しとは霊格が違う、輝きが違う、威圧感が違う。日上には、神話の神様がそこにいるような存在感が充じゆう溢いつしていた。

「貴様は今、日本神話最強兵器と言ったな。だが正しくは、日本神話最強の剣だ」

　日上は刀を収め、背後へと浮いて距離を取る。途と端たんに莫ばく大だいな霊力の波動が生まれた。

「世界中の神話の武ぶ装そうには、国連の機関である召しよう喚かん術じゆつ協会がつけたＥからＡまでのランクがある。一部の規格外はＳランクなどと呼ばれるが。その上がある事を知っているか？」

　日上がかざした右手の平。その空間が激しくスパークし、光の粒りゆう子しが集まっていく。

「世界にあまねく存在する天地創造神話。その中には世界を斬きった武器が登場する。その神威はドラゴン殺しのバルムンクや聖剣エクスカリバーをも遥はるかに凌りよう駕がする」

　光の粒子が長大な柄つかを、神々しい穂先を、荘そう厳ごんな柄つか頭がしらを形成していく。

　──まずいぞ秋人。あれは、あの槍やりは……。

　一本の電離分子高周波矛プラズマ・ヴアイブロ・スピアが完成した時。俺はその神威に息を呑のんだ。

「これが日本における天地創造神話の武具。ランクＸ天アマノ逆サカ鉾ホコ!!　世界を天と海に斬きり分けた穂先には万物を裂く割断能力が、海を突き日本列島を生み出した柄頭には大地殻変動並の力が保有されている。日本神話、いや、世界神話最強の槍だ」

　俺は防御態たい勢せいを取ろうとして動けない。対策を考えようとして、頭が働かない。

　日上が天逆鉾を構え、その穂先が超常の輝きを帯びる。

　セリア達を巻き込まないように、俺は宙を駆けて日上のいる空へと向かう。

「見るがいい！　これが！　世界の頂点だ！　天地創造の型・神しん威い星せい衝しよう!!」

　光が爆はぜた。天逆鉾からほとばしる光の束は一いつ瞬しゆんで俺の視界を奪うばい、襲い掛かる。

「ッ、東とう国ごく無む双そう！」

　草薙剣が光を帯びて、俺は破は滅めつの光へ真っ向から立ち向かった。

　日本神話最強の剣と槍。その勝敗は──













　草クサ薙ナギノ剣ツルギにヒビが入り視界が消失。重力に引かれて落ちる感覚と一緒に、意識が途絶えた。

「アキトさん！」


　　　◆



　セリアは隔かく離り施し設せつで、人権管理局の査察を誤ご魔ま化かす為ために、中流家庭レベルの部屋を与えられた。部屋の中にはヘッドホンがあった。音楽を聞いている間は、この残ざん酷こくな世界から切り離されたように思えて落ちつけた。でもある日、呼ばれているのに気付かなくて思い切り叩たたかれた。以来、音楽を流すのをやめて、退園する時にヘッドホンを買ったが、怖くて音楽を入れる気にはなれなかった。音楽が無くても、耳を塞ふさいでいると落ちつけた……


　　　◆



　墜落する秋あき人とをセリアが抱きとめる。胸から腹にかけておびただしい血を流しながら吐血し、虚うつろな瞳ひとみをした秋人。セリアの目から大粒の涙が溢あふれて口からは感情が止まらない。

「アキトさん！　アキトさん！　アキトさん！」

　──っ、とっさに日ひ緋ひ色いろの金かねの胸当てを作ってやったが、防げなかったか。

「まだ息はあるようだな、頑丈な体だ」

　ビルの上部フロアを、街の上半分ごと消し飛ばした日ひ上がみは、地上に降り立ち歩み寄る。

　天アマノ逆サカ鉾ホコは量子化し、手には生イク太タ刀チが握られる。

　秋人を見下ろす日上。その姿が、セリアには死刑執行前の処刑人のように見えた。

　セリアは秋人の死を予感した。うつむいて歯を食いしばり目を閉じる。

　この日常を失いたくない。これ以上は何も望まない。でも世界はそれすらも許してくれないのか。そこまで思って、セリアはドゥルジとの戦いを思い出す。

　あの時、秋人は自分を守ってくれた。今も自分を守る為に日上と戦ってくれた。

　なのに、自分はその秋人を信じてあげられなかった。日上の口車に乗って秋人を拒絶してしまった。その事実がセリアの心臓を抉えぐり抜く。後こう悔かいの念が津波のように押し寄せてきて、セリアは涙を流しながら声にならない叫びを上げた。

　でも、だからこそセリアは決意した。

「……ブリジットさん、アキトさんをお願いします」

　ブリジットに秋人を預け、セリアは涙を拭ぬぐった。

「ちょっとセリア、あんた何を」

　秋人が自分の為にヘッドホンに入れてくれたヒーローソング。それは歌っていた。

　胸の傷が痛んでも生きる喜びが嬉うれしい。夢を忘れないでほしい。涙を零こぼさないでほしい。

　何の為に生まれ何の為に生き、何をして喜び何が幸せなのか、解わからないなんて嫌だ。

　セリアはヘッドホンを耳からはずして首にかける。世界と自分を遮断して、自分の殻に閉じこもる為の壁を捨て、セリアは叫ぶ。

「アキトさんが戦うなら私も戦う！　私はもう耳を背けない！　私は私の未来の為にアキトさんと一緒に戦いたい！　私は自分が生まれ生きる意味を見つける！　第二召喚形態セカンドサモン！　ルシファー！」

　セリアの服が変形。天使のように美しくも、悪魔を思わせる衣装となる。ナイフ型ＡエイＦエフを右手に握ると、それはすぐに進化しながら左手に追つい加か武ぶ装そうを構築。セリアの両手には、炎のように波打ったプラズマをまとう高周波剣が握られた。さらに妖あやしくも高貴な、紫色のプラズマをまとった二刀一対の剣が背後に六本顕けん現げん。翼のように左右に大きく広がった。

「第二召喚形態で容よう姿しが変化するとは流石さすがの影響力だ。来るがいい！　魔王ルシファー！」

　日ひ上がみが生イク太タ刀チを構える。セリアの宙に浮くソード・ビットは翼の形成をやめ、一本一本が弾はじかれたように飛び出し日上に襲い掛かる。

　日上は襲い掛かるソード・ビット全すべてを瞬く間に弾はじいて駆ける。

　セリアの両手の剣から黒い光が溢あふれ、セリアの体を包み込んだ。プラズマシールドではない。全身を覆おおうプラズマの光から腕が伸びて直ちよく接せつ日上につかみかかる。

「なんだと!?」

　日上はとっさのバックステップでかわす。プラズマの手は一いつ瞬しゆん前まで日上のいた空間と床を抉えぐり取とって握りつぶし、溶かし砕いた。

　プラズマソードのような攻撃力を持った超高熱のプラズマ。ルシファーの力をこめて生成した、セリアのＡＦが持つ真骨頂はソード・ビットではなく、このプラズマ操そう作さ能力だ。

　セリアの全身を包むプラズマは鎧よろいとなりあらゆる攻撃からセリアを守り、体の好きな部位から生み出せるプラズマの腕や触手は形を自由に変えながら敵を斬きり裂き、焼き焦がす。

「これが三六〇度全方位に対して攻防を合わせた私の万能武装。『明けの明星ウエヌス』です！　プラズマエネルギー収束！」

　ソード・ビットがセリアの前で円環状に回転。中央に黒いプラズマの光が集まっていく。

「発射！」

　漆黒の輝かがやきを帯びた、極太のプラズマビーム。その熱で周しゆう囲いの床が飴あめのようにとけて瞬時に液化。日上はすぐさま霊力障壁シールドで防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取りながら、生太刀で受け止める。

　如い何かに魔王ルシファーの力を持っていようと所しよ詮せんは第二召喚形態。第三召喚形態サードサモンの日上に勝てるはずがない。しかし日上は眉み間けんにしわを寄せた。負けてはいないが、余裕もない。

　八や千ち矛ほこ神がみで召しよう喚かんされた無限武装から一〇〇の武装が飛ひ来らいする。剣が、槍やりが、斧おのがプラズマビームを斬り裂き床に突き立てられる。プラズマビームは武装の壁が遮ってしまう。ついにセリアはプラズマを撃ち終わり、日上は無む傷きずだった。

「堕天使殺しの武装だ。貴様のプラズマでは貫けんぞ」

　だがセリアの攻撃に日上は確かに驚いた。四よん大だい使し徒との心を確かに叩たたいたのだ。

　日上は眉間に深い縦ジワを刻むとセリアを睨にらみつけ、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードを振り下ろす。

　放たれたプラズマの斬ざん撃げきを明けの明星で受け止めるセリア。だが日上の斬撃はプラズマの腕を切断してセリアを直撃。プラズマの鎧よろいごとセリアを弾はじき飛とばした。

「クッ……ま、まだ」

　セリアが床に着地すると、体を包むプラズマが消失した。

「そんな!?」

「霊力切れか……どうやら貴様のＡエイＦエフは性能こそ一級品だが、その分だけ大量の霊力を消費するらしいな。これで終わりだ──」

　その時、一発の銃じゆう弾だんが、日ひ上がみのこめかみに当たって弾かれた。

「…………貴様」


　　　◆



　ブリジットは震えていた。ガンブレードを右手で突き出し構えたままの姿勢で。

「貴様、自分が何をしているか解わかっているのか？」

　日上に一睨にらみされただけで、ブリジットは膝ひざが笑ってしまった。だが、

「うっさいわね！　あんたに勝てない事ぐらいよくわかってるわよ！　でも！」

　日上に反論してから、ブリジットは歯は噛がみする。

「ここで撃たなきゃ……なんかあたしの中の大事なもんがダメになっちゃう気がしたのよ！　第二召喚形態セカンドサモン！　デュラハン！　全カートリッジ解かい放ほう！」

　ブリジットが召しよう喚かんしたバイク型ＡＦ、コシュタパワーにまたがる。コシュタパワーのカートリッジシリンダーが大きく回転して、莫ばく大だいな霊力をバイクに送り込む。

「潰つぶせコシュタパワー！」

　コシュタパワーが万分の一秒で音おん速そくの壁を破り吠ほえ猛たける。衝しよう撃げき波はで床を抉えぐり、わだちを作りながら迫るブリジットに、日上は刀を構えもしなかった。

「貴様は速さが自じ慢まんのようだが」

　槍やりの雨が正確にバイクだけを射い貫ぬき、分解したバイクからブリジットは放ほうり出される。

　ブリジットは受け身も取れず、地面に叩たたきつけられた。

「私の精霊殺しの槍はさらに速いぞ」

　青ざめるブリジットの前に日上が立つ。

「もう終わりか？　英えい雄ゆう殺しでも精霊殺しでも怪物殺しでも悪魔殺しでも我が武ぶ装そうの貯蔵と準備は常にできているぞ」

　日上の左手から八種しゆ類るいの槍が円環状に顕けん現げん。全すべて異なる異能を持っていることは明白だ。

「どうやら、もう終わりらしいな」

「終わりじゃねえよ」

　絶望しかけたブリジット達が振り返る。そこには血ち塗まみれの秋あき人とが立っていた。


　　　◆



　俺は何も無い、白い空間に立っていた。死後の世界？　それとも精神世界？

「おぉヒーローよ、死んでしまうとは情けない。両方だけど後者のほうが近いよ」

　明るくさわやかな、だが凛り々りしく力強い声に俺は振り返る。

　そこに立っていた中性的な美人さんは、紛まぎれもなく俺の持ち霊だった。

「お前も喋しやべれるんだな……召しよう喚かん術じゆつで召喚したわけじゃないからか？」

「うん、召喚術で『力』として召喚された召しよう喚かん霊れいは極きよく限げん興こう奮ふん状じよう態たいだけど、私は冷静だよ」

「そっか…………なぁタケル、俺は死んだのか？」

「その通りだ」

　俺は否定しようと何か言おうとして、でもやめた。

「そうだよな……こんな、元ヒーロー志望の半端野郎なんてこんなもんだよな」

「元？　なんで目指すのをやめたんだい？」

　俺は一いつ瞬しゆん黙って、でも、どうせ死んだならもういいか、と語り始める。

「鷺さぎ澤さわ春はる樹き、俺の兄貴はすげぇ召しよう喚かん術じゆつ師しだった。俺が誰かに苛いじめられたら助けてくれたし、年上相手でも負け無しで、兄貴はとんとん拍子でパンテオンに入って活かつ躍やくした」

　昔の事を思い出すと、思わず頬ほおが少し緩んでしまう。

『いいか秋あき人と。困った時は「助けて」って叫ぶんだ。そうすりゃヒーローが来てくれる』

　とか言っていたけど、今になって思えば、兄貴は俺が遊びに行く時は、いつもこっそり後ろから尾つけていたんだと思う。

　けど、すぐに俺の声はトーンが落ちる。思い出したくない、いまわしい記憶。

「でも兄貴は、無む理り矢や理りパンテオンに推薦されていたんだ。しかも、任務中に戦って死んだ。その時に思ったんだ。ヒーローは不死身じゃない。戦えば死ぬかもしれないんだって。そうしたら、そんな危険な事を兄貴に勧めた連中が歪ゆがんで見えた……それでも俺はヒーローになりたかった。たとえ望まないパンテオン入りでも、多くの人の命を助けた兄貴みたいに、多くの人を守るヒーローになりたいって思っていた。でも、無理だよ……」

　俺は絞り出すようにして言う。

「だって姉さんと美み冬ふゆが泣いちゃうじゃないか。人は一人で生きているわけじゃない。命は自分一人のものじゃない。死ぬ人間は、残される人の事を考えないと駄目なんだ。俺は、また姉さんと美冬をあんな顔にしたくない。だから俺は普通科に転科したんだ……」

　タケルは何も答えない。日本最古で最強のヒーローとして、俺を情けない契けい約やく者だと見下げ果てているのかもな。セリアの事が心配になって、俺は本物のヒーローに問う。

「セリアはどうなる？」

「隔かく離り施し設せつへ連れて行かれるだろうね」

　俺は悔しさで奥歯を噛かみしめ、自然と握り拳こぶしを作ってしまう。

「俺は……セリアを守れなかったのか……」

　セリアの今後を考える。ドゥルジが言っていた。また社会とは切り離された隔離施設で、虐待されながらの寂しい毎日を送るだろう。セリアは普通の日々が続く事を望んでいる。なのにもう、一生普通の生活には戻れない。そう思うと自分の無力が悔しくて、悲しくて、もう死んでいるのに死ぬほど胸が辛つらくなってくる。

「なぁ秋あき人と……一つ疑問があるのだけれど、君は既にヒーローなんじゃないのかい？」

　俺が顔を上げると、不思議そうな顔でタケルは続ける。

「だってそうだろ？　君は今、セリアちゃんを助ける為ために戦って死んだじゃないか」

　俺は絶句する。そうだ、俺は死んだ。セリアを助けたい気持ちが抑えられなくて俺は、また姉さんと美み冬ふゆに悲しい想おもいを……。二人の泣き顔が心に浮かんで、後こう悔かいに震えた。

「私は日本中の邪じや神しんを倒して、日本を救った日本のヒーローになった。それで秋人」

　俺の目を見て、タケルは優しく、慈愛のこもった声で問いかける。

「君は何を救いたいんだい？」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。

　俺は、ヒーローっていうのは世界とか国とか、そういう多くの人々を救う存そん在ざいだと思っていた。でも俺は思い出す。俺は誰からも賞賛されてパンテオンになった兄貴をヒーローだと思っていた。そして、俺が泣くと必ず助けてくれた兄貴は俺のヒーローだった。

「あ…………」

　なんで俺はこんな大切な事を忘れていたんだろう。俺が人生で最初に憧あこがれたヒーローはパンテオンや、ましてテレビや漫まん画がに出て来るような世界を救うスーパーヒーローなんかじゃない。俺が幼い日に見たのは、俺を助けてくれた俺のヒーローだった。

　熱い涙が頬ほおを伝う。ヒーローは、兄貴は社会の奴ど隷れいなんかじゃない。兄貴は、ずっと俺のヒーローだった。ヒーローは死んでいなかった。ヒーローを諦あきらめる必要なんてなかった。

　ヒーローへの道は、ずっと目の前にあった。だって、こんなにも、

「タケル！　俺！」

　セリアを救いたいと思っているんだから。

「セリアのヒーローになりたい！」

　タケルは幸せそうな笑顔を見せてくれた。

「そんな君だから、私は君を選んだんだよ。私は、君の力になりたい、君を応援したい」

　俺の目の前に光が溢あふれて、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレード型ＡエイＦエフ草クサ薙ナギノ剣ツルギが姿を現した。

　タケルのくれた勇気のおかげで、胸の中から姉さんと美冬の泣き顔が消え去った。

　俺が見上げると、日本を救ったヒーローは嬉うれしそうに語る。

「昔、君を見て思ったんだよ。この子なら私の跡を継げるだろうって。君はブリジットだけじゃない、何人もの子を救って来た。彼女達との絆きずなを見て思ったよ、私はこの子に召しよう喚かんされようってね。だから君が持ち霊召喚の儀ぎ式しきを始めた時、ここぞとばかりに飛び出した」

　俺が草薙剣のグリップを握りしめると、タケルが告げた。

「健闘を祈るよ。そして春はる樹きが果たせなかった夢を、ルシファーを助けてあげてくれ」

「兄貴の夢って……教師になることじゃないのか？」

「違う違う、それは昔の夢だよ。最初は嫌々パンテオンに入った彼には、ルシファー使いの少女を助けるっていう夢ができたんだ」

　俺は驚いて声が出無かった。だって日ひ上がみは、兄貴はルシファー使いに殺されたって。

「二人はとても愛し合っていたよ。でも、相手の女の子はどうしても人間を信用できなかった。春樹がパンデモニウムに騙だまし討うちされた時も、日上は途と中ちゆうからは見ていないから知らないだろうけど、春樹は騙し討ちをしのぎながら愛する彼女を説得しようとしていた。結果、彼女は悲しみに呑のみ込まれルシファーの力が暴ぼう走そう。春樹は彼女を傷つけないよう決して攻撃せず、全すべての攻撃を受け続けた。彼女の暴走が収まったのは、春樹が死んでからだったよ。春樹を殺してしまった罪の意識に潰つぶされて彼女は自殺。後で重なり合って死んでいる二人を見つけて、日上は相討ちだと思ったんだろう。だから鷺さぎ澤さわ秋あき人と、今度こそルシファーを救ってくれ。春樹も使えなかった草クサ薙ナギノ剣ツルギの本当の力……本物の魔王殺しで」

　意識が途絶える瞬間、俺はそう頼まれた。


　　　◆



　タケルは親の愛を知らなかった。母は幼い頃に死に、父は跡継ぎである兄を溺でき愛あいした。その兄が父への謀む反ほんを企くわだて、タケルは兄を無感動に殺した。

　無感動にその事を父に報告すると、父はタケルを恐れ、抹まつ殺さつすべく西方遠征を命じた。

　だがタケルは生きて帰った。それも、反朝廷勢力や荒こう神じん達を全て駆く逐ちくしてだ。

　続いて父は西さい国ごくより広く強大な東国平定を命じた。タケルは父に、高官に、宮殿の全ての人間から死を願われた。無感動なタケルはその時、胸に異物感を覚えた。

「と、言う訳で今度の東方遠征には、このオトタチバナ様がついてってあげるわ」

「いや、女の子に旅は」

「うっさいわね！　叔お母ば様さまから天アマノ叢ムラ雲クモノ剣ツルギ貰もらったんだから、あたしも貰っときなさいよ！」

「もらう……？　それはどういう」

「バ、バカ！　深い意味なんてないわよ！　ほらさっさと行くわよ！」

　一人だった西国遠征と違い、東国遠征は二人だった。明るくて元気で、少しわがままで意地っ張りな彼女との旅で出会う敵は西国よりも強力だったが、胸の異物感は消えていた。道中で子供が産まれ、タケルは生まれて初めて笑った。そして……。

「あたしが生いけ贄にえになるわ」

　船旅の途中、海神の嵐あらしに襲われて船が転てん覆ぷくしそうになり、彼女が生贄を申し出た。

「駄目だオトタチバナ!!」

「うるさいわね！　これであんたと別れられてせいせいするわ！　あんた無愛想で全然笑わないし空気読めなくて鈍感で朴ぼく念ねん仁じんでいつもあたしの気持ちなんて知らなくて！」

　オトタチバナは目から滂ぼう沱だと涙を流し、体を震わせて泣いた。

「なのに戦う時はあたしをかばって余計なケガばかりして……」

　オトタチバナは可愛かわいらしい顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて、力の限りわめいた。

「大嫌い！　大嫌い大嫌い大嫌い大っ嫌い！　馬ば鹿か！　もうあんたなんて知らない!!」

　オトタチバナは海へと身を投げた。タケルは生まれて初めて衝動的に彼女の名を叫んだ。海へ手を伸ばすが、もう間に合わない。彼女は、涙ながらに笑みを浮かべた。

「タケル……大好き」

　冷たい波が、オトタチバナを呑のみこんだ。

　タケルは生まれて初めて涙を流した。慟どう哭こくする中、空と海は残ざん酷こくなまでに晴れ渡った。

　その後、タケルは東国十二道にあまねく全すべての悪を駆く逐ちくし、遥はるか北の蝦え夷ぞ地ちまで平定。

　だが彼女を奪うばった神への怒りは千の邪じや神しんを殺しても晴れない。彼女を死なせた悲しみは万の人々を救っても癒いえない。より強い相手を求めて、最強と名高い伊い吹ぶき山やまの神に素す手でで挑み、だが神剣草クサ薙ナギノ剣ツルギの加か護ごを失ったタケルは、伊吹の神と刺し違え死の呪のろいを受けた。

　呪いで余よ命めいいくばくもない体で、タケルは地面を這はいながら盲もう目もく的てきに故こ郷きようを目指す。

　もう日本列島の全ての悪は滅ほろんだ。天てん下か統とう一いつを成した。ならきっと。きっとなんだ……。

　タケルは自じ嘲ちよう気味に笑った。自分は何を期待した。何も成せていない。一人の少女すら守れず見殺しにした、無情な大悪党が何を期待する。その時、タケルは気付いた。

「タケル様！」

　目を開けると、タケルは何万という人達に囲まれていた。

「タケル様死なないでください！　次期天皇に即位してください！」

「タケル様がいなければ私達はとっくに死んでいました！」

「我々はタケル様の治める世で暮らしたいんです！」

　暴君の圧政に苦しんだ国民が、怪物に怯おびえて暮らした民衆が、荒あらぶる神々に呪われた民草が、日本中の力無き人々がタケルを愛し感かん謝しやした。

　もう脈もとぎれとぎれのタケルを前に農民も商人も兵士も誰もが涙を流して神に祈った。

　──あぁ、そうか……。

　幼い頃『よくやった』と父に褒められる兄の姿を思い起こす。熱い涙が頬ほおを伝う。

　──私は……愛されたかったのだ……。

　数万人の泣き声と、数万人の涙に囲まれながら、タケルは西の空へ手を伸ばした。

「……かえろう………………」

　………………………………………………やまとへ………………………………。

　タケルの体から抜け出た魂たましいは巨大な白い鳥へと姿を変え、天高く舞い上がり人々の前から姿を消した。タケル崩御の訃報は日本列島中に伝わり、日本中の人々が号泣した。

『ヤマト』は日本を、『タケル』は勇者を意味する彼の名はヤマトタケル。日本の悪全てと戦い、日本の全すべてを救い、全ての日本人から愛され感かん謝しやされた英えい雄ゆう。

　死後は天に昇のぼり、人々から武神として崇あがめられたタケルは、自身の生しよう涯がいにおいて唯ゆい一いつ救えなかった少女を想おもい願う。もしも、私がただ一つ欲を持っても良いならば、この世の全てなどと贅ぜい沢たくは言わない。だが……もう、悲ひ劇げきは起こしたくない……。


　　　◆



　秋あき人との背中から、身の丈の数倍に値する長大な白い翼が顕けん現げんし、すぐに砕け散った。

「勝手に終わらせてんじゃねえよ。俺はまだ余裕だぞ」

　秋人は血を吐きながら、ヒビだらけの刀を杖つえにして立ち上がる。

　日ひ上がみに武ぶ装そうを破壊され、召しよう喚かん術じゆつの解けたブリジットも立ち上がりながら叫ぶ。

「もうやめてアキト！　相手はあの四よん大だい使し徒となのよ！　あんたの気持は解わかるけど、でも！」

「間違っている事を間違っているって言って何が悪い……」

　秋人は地面から杖代わりの刀を引き抜き、男の右意足地と左根足性で立って背矜筋持を伸ばす。

「相手が大人だろうが神様だろうが世界最強だろうが、相手が間違っているなら間違っているって言えばいいじゃないか！　だって間違っているんだから！　だから俺は言う。セリア・セルベールは何も悪くない！　セリアを隔かく離りしようとするお前は間違っている!!」


　　　◆



　セリアはものごころついた時からただの一度も人から愛された事が無かった。人間はトラブルが起きた時、集団を維い持じするために事件を解決する必要がある。

　故に必要なのだ。『問題が起こった時、無条件で犯人となり吊つるし上あげられる人物』が。

　子供同士のトラブル、学校で起こった問題、ありとあらゆる事でセリアは犯人にされた。

『どうせお前だろう、お前が悪いに決まっている』

『こんなことお前以外の誰がやるんだよ』

　母はセリアが邪魔だった。セリアの存そん在ざいが『問題児の母親』という肩書をおしつける。

『あんたなんかいつも問題しか起こさないでしょ！』

『どうして他の子みたくできないの！　どうせあんたが悪いんでしょ!!』

　──タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ

　全ての悪を押しつけられ、どれほど泣こうが誰も助けてくれない。そしてその日は来た。

　持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきの日『どうせダメだ』という自分と『もしかしたら』という自分がせめぎ合う中、召喚陣から絶大な霊力が湧わき上がった。セリアの中で、希望の花が咲いた。

　自分の人生が全てひっくり返る。これからはきっと全てが上う手まくいく。そしてセリアの顔が笑顔になろうとした時……一二枚の黒い翼を持った女性が現れた。

　召喚されたのは魔王ルシファー。情報は隠しきれず、世界が動いた。

　宗教上の問題からセリアを即刻殺すよう主張する一派。逆に魔王を利用しようとセリアの引き渡しを要よう求きゆうする一派などに分かれた。

　魔王を召しよう喚かんした召しよう喚かん術じゆつ師しは皆、国際テロ集団パンデモニウムに所属しているという事実は重く、あらゆる人々がセリアを責め立てた。

『悪魔の子』『ろくでなし』『生きる事が罪だ』『死んで詫わびろ』

『特別教育プログラム』という名の隔かく離りに親は合意、何も言わず行方をくらました。

　隔離された施し設せつで大人達は、誰もがセリアを罵ば倒とうした。

　魔王を呼んだのだから悪い奴に決まっている。

　魔王を呼ぶような人間なのだから将来は犯罪者に違いない。

　魔王を呼ぶのだからどうせ……　どうせ──　どうせ○○　どうせ●●

　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ　タスケテ

　──ダレカタスケテ………………………………………………………………………………

　救いを求めた一一年間。セリアの前にヒーローは現れなかった……。

　苦しむ人の前に救いのヒーローが現れるのは物語の中だけ。警察と軍隊と司法とパンテオンが助けるのは別の何か。正義が助ける世界の中に、自分はいない。

　そして三年後、セリアの目からは堰せきを切ったように涙が溢あふれていた。

　頬ほおを流れ落ちる涙が地面に溜たまっていた。

　涙が止まらない、涙が止められない、この涙を止めたくない。

　こんな光景があるだろうか、こんなに泣きたい光景があるだろうか？

　こんなにも、こんなにも………………こんなにも嬉うれし過ぎる光景があるだろうか？

「人間は生まれる環境や姿、持ち霊を選べない！　でもどう生きるかは選べる！　全すべての人間は生まれや姿や召しよう喚かん霊れいに関かかわらず自分の生き方を自分で決める権利がある！　でもこの世の誰一人として、誰かの存そん在ざいを否定する権利なんてない！　だから俺は理不尽な差別をする奴はブン殴る！　力いっぱい！　手加減無しでだ!!　分かったか!!!!」

　アキトがヘッドホンに入れた『ヒーローソング』という歌には、多くの共通点があった。どの歌も、最初は世界の悪や人生の無情を、絶望を歌った。でもその後に歌うのだ。負けるな、挫くじけるな、希望を捨てるな。そして俺が変えると、救うとヒーローは歌った。

　待ち続けて一一年。諦あきらめて三年。でも来てくれた。ヒーローの姿に、感情が溢れだす。

「アキトさん！」
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「ん、どうし、ってうおっ！　セリア何泣いてんだよ、俺何か無神経な事言っちゃったか？」

　俺は困り顔になりながら、慌ててフォローしようとする。

　セリアは流れる涙を拭ぬぐわずに首を振った。

「違います、うれしいんです……うれしいですが、でもだからもうやめてください……」

　綺き麗れいな顔を崩くずしながら、セリアは必死に訴える。

「お願いだからもう戦わないでください！　私のせいでアキトさんが傷付くなんて嫌です！　お願いだから……もうケガをしないでください……」

　最後の方はもう力を失って、かすれた声で切望する。

「アキトさんは私に優しくしてくれます。でもみんなは、魔王使いは悪いに決まっていると、世界中の人が思っています……隔かく離り施し設せつでも、私はずっと……だから、だから私と一緒にいたら、これから先ずっとアキトさんに迷惑をかけます……だから私は隔離施設に」

「他人の為ために体を張るのはヒーローの専売特許。お前は黙って俺を頼れよ！」

　セリアの目から溢あふれる涙の量が倍化する。

「どうしてそんな事を言うんですか!?」

「お前の側そばにいたいんだよ！」

「自由に魔王ルシファーを召しよう喚かんできる魔王使いですよ！」

「関係無え！」

「国連軍パンテオンと国際テロ組織パンデモニウムの両方から狙ねらわれるんですよ！」

「関係無え!!」

「全世界が敵に回るかもしれないんですよ！」

「関係無え!!!!」

　俺は両手で、セリアの頭を左右からしっかりと包んだ。そして声を張り上げる。

「全世界がお前の全すべてを否定するなら!!　俺がお前の全てを肯定する！」

　叫ぶ。

「全人類がお前を悪だと言うなら俺が一〇〇億回言ってやる!!」

　宣言する。

「お前は何も悪くないってな!!!!」

　セリアからそっと手を離す。

「断だん言げんする！　俺はお前を守る為なら軍だろうが国だろうが全人類だろうが神だろうが、パンテオンの四よん大だい使し徒と！　日ひ上がみ宮みや子こが相手だろうが勝ってやる!!」

「アキト……さん……」

　兄貴は言った。

『いいか秋あき人と。困った時は「助けて」って叫ぶんだ。そうすりゃヒーローが来てくれる』

「だからお前の口から『助けて』って言ってくれ。それがヒーロー召喚の合言葉だ」

　セリアはハッとしてから、あらためて大粒の涙をこぼした。

　綺き麗れいな顔をくしゃくしゃにして、熱い感情を剥むき出だしにした声で自分の望みを口にする。

「アキトさん…………助けて！」

「助ける！」

　俺の胸に、勇気一〇〇倍の熱いヒーロー魂だましいが宿る。俺は振り返り、日上と向き合った。

「出会って一週間の女の為に世界と戦うか。安い正義感だな」

「なんだよ日ひ上がみ、お前は付き合いの長い奴しか助けられないのか？」

　眉み間けんにしわを寄せる日上に、俺は草クサ薙ナギノ剣ツルギを突きつける。

「泣いて救いを求める女の子を助けない奴なんて、ヒーローじゃねぇ！」

　日上の殺さつ意いが膨張した。

「黙れ！　反魔王派は私だけではない！　パンテオンのメンバーは組そ織しきの体質上必然！　そして世界中の軍のエース召しよう喚かん術じゆつ師しもその多くが反魔王派だ！　あの少女を救う為ためには世論はおろか世界の全トップランカーを敵に回す事になるのだぞ！　貴様はその意味が」

「トップランカーだろうが大統領だろうが関係ねぇ！　俺のタケルは軍隊英えい雄ゆう王族怪物神魔王の区別なく滅ほろぼしたんだ!!　だったら現代でもやってやるよ！　ヘラクレス使いだろうとバハムート使いだろうと、オーディン使いだろうとまとめてかかってきやがれ!!」

「どうやら本気で死にたいらしいな」

「ああ、お前がな、解放召喚オーバーフローで決着つけようぜ」

「正気か？　単純な力比べで四よん大だい使し徒とに勝てるとでも……どうやら本気らしいな」

　俺の目を見て、日上が表ひよう情じようを変えた。

「ならば相手をしてやろう、解放召喚！　所造天下あめのしたつくらしし大神おおかみ!!　大オオ国クニ主ヌシノ尊ミコト!!」

「解放召喚!!　白しら鳥とり大だい明みよう神じん!!　日本武命ヤマトタケルノミコト!!」

　空間が激震した。俺らの背後に描かれた召喚陣から古代の装束に身を包んだ、勇ましい青年と、美しい青年が姿を現し、宙に立つ。













　俺と日ひ上がみが、ＡエイＦエフの草クサ薙ナギノ剣ツルギと生イク太タ刀チを構える。タケルと大オオ国クニ主ヌシが動きをトレースして、その手に握った本物の草薙剣と生太刀を構えた。

　ヤマトタケルと大国主が睨にらみ合あうと、日上が冷たい唇くちびるを開く。

「王族であるタケルは王族殺しの剣、生太刀の攻撃に弱い。出力はおろか相性も最悪だぞ」

「何言ってんだ、タケルは最強の神殺しだぞ。特にお前みたく思想が荒あらぶっている奴とは相性がいい。ここで大国主もろとも葬ってやるよ!!」

　それを聞いた日上は、一度失笑を漏らしてから柳りゆう眉びを逆立てる。

「いいだろう！　ならば召しよう喚かん術じゆつ師しとしての実力の違いを見せてやろう!!　破軍の──」

「草薙の──」

　正真正銘、本物の日本武と大国主。

　奇くしくも、互いにそれぞれの時代で日本列島を個人的武力だけで統一した者同士だ。

　最強の英えい雄ゆうＶＳ最強の地上神

　最強の武神ＶＳ最強の軍神

　最強の神殺しの力は最強の神にも通じるのか？

　最強の神は神殺しの力を凌りよう駕がし神威を示せるのか？　その答えが今……

「森しん羅らぁあああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「大たい波はぁあああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　生太刀と草薙剣が放つ力が激げき突とつ。空間が歪ゆがみ破は滅めつの衝しよう撃げき音おんがうねりを上げて轟とどろいた。

　大地が崩ほう落らくして世界が崩くずれ去る。

　本来ならば有り得ない程の極大エネルギーに日上の結界魔術構成が崩壊したのだろう。粉々に砕け散った世界から投げ出され目を奪うばう光に、俺達は飲み込まれた。


　　　◆



　目を開けると、そこはビルの屋上だった。別位相空間から戻る時、位置がズレたようだ。でも、最後のあの瞬間、俺は相そう殺さいできず、押し切られて衝しよう撃げきの余波を喰くらった。

　体に痛くないところなんてない。痛み以上に体の重さが俺を縛る。

　けれど、ここで寝てなんかいられない！　だってまだ、

「流石さすがはヤマトタケル、だが私の勝ちのようだな」

　日上の野郎が立っている！　俺は瀕ひん死しの体で、第三召喚形態サードサモンを維い持じしたまま立ち上がる。

「何!?」

　日上が驚きよう嘆たんする中、俺の視界がかすむ。全身から血を流し俺は一歩、また一歩と進んだ。

　けど、あと一歩で日上に手が届きそうなのに、俺の足はもう動いてくれなかった。

　日上は一度息を呑のんでから言う。

「認めよう。君は本物の戦士だ。序じよ列れつ一ケタナンバーとも悪くない戦いができるだろう」

　もう日ひ上がみの顔には怒りも憎しみも無かった。ただ純じゆん粋すいに、教え子にアドバイスをする教師のような顔で、冷静な表ひよう情じようと声で俺と向かい合う。

「君は殺すには惜しい男だ。今回の事は不問とする。確かに君は一時の感情で正義感を振りかざす子供だが、それは子供故の特権でもある」

　最後はむしろ優しげに語りかけ、日上は刀を握る手から力を抜いて…………俺に一歩近づいた。俺の口角が上がって、笑みが吹きこぼれる。

「入ったな……俺の、射程距離内に…………」

　俺の闘とう志しが着火。紅ぐ蓮れんの闘志が、硬かたい拳こぶしの中に握り込まれる。

「っっ、貴様!?　もう霊力は」

「霊力が無くなってもなぁ、俺のヒーロー魂だましいは無くならねぇんだよぉおおおおおおお！」

　武神スキル発動。俺が引いた右ヒジから、魔法陣が背後に向かって多重展開した。何千何万と重なり展開し続ける魔法陣は一いつ瞬しゆんで一〇〇万を超えて、さらに展開される。

「そんなスローパンチを受けるはずが」

　俺らの股また下したを何かが通り過ぎた。ソレを日上の後方でセリアが受け取りＡエイＦエフに装そう填てんする。

「第二召喚形態セカンドサモン！　ルシファー！」

　セリアは素早く召しよう喚かん術じゆつを使用。両手に構築した剣からプラズマの波を放ち、日上を包囲するように壁を作る。

「馬ば鹿かな、貴様も霊力が尽きて、っ!?」

　日上は、俺の背後を見て固まった。ブリジットの、すばらしく頼もしい声がする。

「あたしボウリングとかソフトボールとか、下手投げが得とく意いなのよね。バイクの霊力カートリッジは使い切ったけど。ガンブレードのは残っているのよ！」

　セリアに投げたのは霊力カートリッジ。日上はセリアのプラズマと俺の挟み打ちに遭う。

「くっ！」

　日上は瞬時に霊力障壁シールドを展開、さらに両腕をクロスして防御態たい勢せいを取る。

　背後へ展開された八〇〇万枚の魔法陣が、一気に俺の右ヒジへと圧縮された。

「受けてみろよパチモン野郎。本物の……ヒーローパンチをなぁあああああああ!!」

　武神の拳が、ゼロ秒で日上の霊力障壁を貫通、日上の腕にブチ込まれた。

　魔法陣だけじゃない。足から胴、肩へと連なる回転運動が、爆発的な力を生み出す。

「っ、まさか……まさかぁああああああああ！」

　俺の脳裏に、セリアが街で見せてくれた穏やかな顔が浮かんで、彼女の名を叫んだ。

「セリアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!!!」

　日上は耐えきれず後方へ吹っ飛ぶ。

　でも俺の拳は、日上の骨を折る感かん触しよくも、肉を潰つぶす感触も得られなかった。

　日上はプラズマを突き破り、セリアの頭上を飛び越えて着地をキメ、俺を見据える。

　腕は、生イク太タ刀チを握っていない左手の指が僅わずかにしびれているようだが、それだけだ。

　日ひ上がみの顔には憎しみも怒りもない、その目は、ただひたすらに驚きを映している。

　その時、日上のＡエイＦエフが突然通信画面を開いた。

「どうした？」

『大変です、アカ・マナフに占領された米軍の衛えい星せい軌道軍事基地ダンデライオンが墜落を開始！　独立学園国家に向かっています!!』

「なんだと!?」

　オペレーターの話ではダンデライオン内の生存者はゼロ。犯人は逃亡済みでダンデライオンはコントロール不能。パンテオンメンバーも退避したらしい。

　今パンテオン本部では超長距離射しや撃げき武ぶ装そうを持ったパンテオンメンバーで、落下軌道の修正を検討しているらしいが、日上が待ったをかけて通信を続けた。

「うむ、そうだ。わかったな」

　通信を切り、日上は息を吐いた。ドゥルジが確か、衛星基地がどうとか言っていた。犯人はパンデモニウムだろう。パンテオンの目を衛星に向けて、その隙すきにセリアをさらうつもりだったわけだ。

「おい日上！　人工衛星が落ちて来るって本当か！」

「ああそうだ。直径一キロの巨大なものだ。落ちれば何万人死ぬかわからん。だから私が」

「セリアと美み冬ふゆとそれから、駄目だ全員連れて逃げる暇がねぇ！　衛星を何とかしないと」

　──行くぞ百ゆ合り！

　──心得た！　衛星基地？　その程度、わしとお主ならお茶の子さいさいじゃ♪

「撃ち落とす気か？　射撃武装を使えない貴様に何が」

　日上が言い切る前に、俺は上空へ向かって一気に駆け上がる。

　俺の背中から純白の翼が顕けん現げんした。気が付けば、俺は駆けずに、天高く飛ひ翔しようしていた。

　空の青さが濃くなる頃、俺の視力が巨大な落下物を捉とらえる。

　──百合、鋼はがね神がみスキルに続いて、お前の鍛か冶じ神がみスキルの出番だ！

　──任せよ！

　百合が実体化。俺の首からぶら下がるようにして抱きつく。

　俺は躊躇ためらう事無く、百合の胴どう体たいに壊れかけた草クサ薙ナギノ剣ツルギを差し入れ呑のみこませた。草薙剣を彼女と一体化させる。そして、彼女のくちびるが俺の口を塞ふさいだ。

　百合の舌が俺の口内を積極的に求めて、口内の切傷から俺の血をなめとった。

「ぷはっ、ふふ、興こう奮ふんしたか？　……よし、もう良いぞ。受け取れ秋あき人と！」

　いたずらっぽく笑う百合の胴体に手を差し込むと、俺の手がすり抜ける。そして、百合の体の中から草薙剣を一気に引き抜いた。新品どころじゃない。ＡＦの刀は、まるで神話の神剣そのものであるかのように、大気を鳴動させて産うぶ声ごえを上げる。

「百ゆ合り、姿し勢せい制せい御ぎよは任せた！」

　俺は全神経を自身のＡエイＦエフにだけ集中する。それでも、俺の姿勢や進行方向はブレることなく、衛えい星せいに向かって真まっ直すぐ突き進んだ。振り上げた神剣が、俺の叫びに応こたえる。

「セリア達のいる学園になんか落とさせねえ。来いよ人工衛星！　草くさ薙なぎの──」

　光を絶叫させる草クサ薙ナギノ剣ツルギを振り抜き、俺は吼ほえた。守る、その決意を込めて。

「大たい波はぁああああああああああ[image: ]」

　空を覆おおい尽くす光の津波が、一いつ瞬しゆんで外気圏と熱圏を貫通。

　直径一キロメートルの軍事衛星基地ダンデライオンを直撃した。光が消え、雲ひとつない空を確認する。俺は地上へ帰き還かんすると、息を吐いて転倒。

　後ろに倒れるのを、セリアとブリジットが支えてくれた。全すべての力を出し切り、第三召喚形態サードサモンも解けてぐったりと力無くうなだれる俺を、日ひ上がみはジッと見つめていた。

「なぁ日上……頼むからさ、兄貴ならセリアをどうしたか考えてくれないか？」

　俺は、兄貴が前のルシファー使いの女の子を必死に助けようとする姿を想像した。

　瞳ひとみを硬直させる日上に、俺は続けて言う。

「兄貴なら、きっとセリアを犠ぎ牲せいに世界を守ろうなんてしないと思うんだ」

　日上はしばらくの間、何かを考えているような風だったが、やがて口を開いた。

「鷺さぎ澤さわ秋あき人と……どうして君は彼女を守る？」

　その問いに、俺は昔を思い出すようにして語った。

「昔、兄貴が俺に言ったんだ。『泣いてる子がいたら、笑わせてやりたくなるよな』って。俺もそう思う。泣いてる奴がいたら、やっぱり俺も笑わせてやりたくなる。だから……俺はセリアを笑わせてやりたい」

　日上は、急に穏やかな表ひよう情じようを浮かべた。

「茨いばらの道だな。まぁいい……その魔王使いの件は学園を救った手柄で許してやろう」

「待てよ」

　第三召喚形態を解いて背を向ける日上を、俺は呼びとめる。

「こいつの名前はセリア・セルベールだ。魔王使いじゃない」

　少し無言になってから、日上は言った。

「悪かったなセリア・セルベール。お前が証明し、そしてパンデモニウム共に見せつけろ。魔王を召しよう喚かんしても、幸せになれるとな」

「…………はい！」

　日上は満足げに息を漏らすと呟つぶやく。

「女を守る為ため、私に解放召喚オーバーフローまで出させるとはな。君ならいずれ、私に最終召喚形態ラストサモンを使わせてくれるかもしれんな……本当に……タケル使いというのはどうしていつも……」

　兄貴の事を思い出したのだろう。日上は幸せそうに笑い、そして立ち去った。







エピローグ




　次の日。日曜日の早朝。俺はリビングで、郵便受けに届いていた物を上機嫌に開封する。

「おはようございますアキトさん。もう動いてもよいのですか？」

　振り向けば起きたてであろう、猫柄パジャマ姿のセリアが、心配そうに俺を見ていた。

「あの程度、姉さんの火ひの鳥とりの力なら一晩で治るよ。そ、れ、よ、り、も」

　俺は手の平サイズのプラスチックケースを開けて、赤いヘアピンを取り出した。

「弟ちゃんどうしたのそれ？」

「どうしたんですか？」

　美み夏なつ姉さんと美み冬ふゆも集まって来ると、俺はそのヘアピンをセリアに差し出した。

「ほいこれプレゼント」

　赤いヘアピンを見て、セリアは口をもにょもにょさせて俺を見上げる。

「どうしてこれを私に？」

「セリアの綺き麗れいな髪と瞳ひとみに似合うと思って昨日の夜、ネットで頼んだんだ。姉さんからパジャマ貰もらったろ？　俺からはヘアピンな。俺、セリアの白はく銀ぎんの髪と赤い瞳、大好きだから」

　俺が笑うと、セリアの頬ほおが朱しゆ色いろに染まって、俺の手に握られた赤いヘアピンを見下ろす。

　そして、その手がゆっくりとヘッドホンをはずして、首にかけた。

「え……セリア？」

「……その、つけて頂けますか？」

「いいんですか!?」

　俺はいやらしい手付きで指をワキワキさせる。

「はい……その、アキトさんにシテ欲しいので」

　俺は今の台詞せりふに妙なコーフンを覚えながら、でも紳士的にセリアの髪に触れた。

　柔らかくて手触りのいい、きもちいい髪だった。何時間でも触っていたくなる。

　ヘアピンをつけてあげると、俺は電話台の引き出しから鏡を持って来た。

「どうだ？」

「…………似合いますか？」

「似合うぞ、俺の見立てに間違いはないな、うん」

「っっ……アキトさん！」

　俺が頷うなずくと、セリアは俺と向き合い、互いの視線が交わった。セリアの顔はいつのまにか、信じられないくらい赤くなっていて、頭から湯ゆ気げを出しそうだ。

「ア、アキトさん……私、私と……っ」

　しまいには目に涙まで溜たまり始めて、セリアのおでこが、こちっと俺の胸板に当たった。

「私と……ずっと一緒にいてくれますか？」

「当たり前だろ。それにさ、セリアを守るのが、俺の新しい夢なんだから」

「新しい夢、ですか？」

「おう。男の子はさ、一生に一度は世界を救うヒーローを夢見るんだ。でもみんな他に好きな事を見つけたり、自分よりも強い奴に会ったり、自分の才さい能のうの限界を感じて諦あきらめる」

　セリアが顔を上げる。俺は辛つらいはずの記憶なのに、笑って話す。

「俺の場合は兄貴が死んだから。俺のヒーローだった兄貴はパンテオンの任務で死んだ。でもいいんだ。だって俺が守りたいのは世界じゃなくてセリア、お前なんだから。俺はセリアのヒーローになるのが夢なんだ。だからもう不幸を語るな。幸せな未来を語れよ」

　俺が笑うと、セリアの目には、溢あふれそうなほど涙が溜たまっていた。

「アキトさん……うれしい時は、なんと言えば良いのですか？」

　海の砂でできたように儚はかなげな表ひよう情じように俺は動どう悸きが止まらない。今のセリアは本当に反則的なくらいに魅み力りよく的で可愛かわいかったから俺はうれしくて、うれしすぎて言葉が口を突いて出た。

「そのまま言えばいいんだよ」

　俺はセリアと額を合わせて、彼女の赤い瞳ひとみに、俺の黒い瞳を映す。

「お前がそう言ってくれて俺、すっごくうれしいぞ」

　セリアの体が一いつ瞬しゆんだけ緊張して、俺に寄り添うようにして体重を預けてくれる。













「うれしいです…………とても、いいえ、すごくうれしいです……」

　セリアは幸せそうに笑った。その時に見た笑顔は、俺の人生を変える程に綺き麗れいだった。

　その様子を見守る美み夏なつ姉さんと美み冬ふゆも、幸せそうに笑ってくれた。

　直後、突然俺とセリアの携けい帯たい端たん末まつの着信音が鳴って、俺らは同時にメールを確認して固まった。俺とセリアは、互いの投とう影えい画が面めんを見せ合う。そこには、

『鷺さぎ澤さわ秋あき人と様　貴方あなたの序じよ列れつ九九九九位昇格をお知らせ致します』

『セリア・セルベール様　貴方の序列一〇〇〇〇位昇格をお知らせ致します』

「…………マジで？」


　　　◆



　同日午後三時。序列入りのメールを受け取った俺は、一軒のコンビニから雑誌片手に外へ出る。電子書籍の荒波に負けじと、紙かみ媒ばい体たい業ぎよう界かいがふろくで対抗する姿は思わず応援したくなってしまう。手の中の雑誌には、人気漫まん画がのクリアファイルが挟まっている。

　俺は公園でベンチに座るとマンガ雑誌を広げた。すると足音が近づいてきて、俺の視界にブーツのつま先が見えた。どうやら、その人は俺の目の前で立ち止まったようだ。

　俺が顔を上げると、黒スーツに身を包んだ白人男性が立っている。彼は温和そうな笑みを浮かべて俺を見下ろし、軽く右手を上げた。

「やぁこんにちはアキト君。私はパンデモニウムのリーダー、サタンだよ」








あとがき




　どうも、車の運転の下手さなら業界ナンバーワンだ。鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　この本を手に取って頂きありがとうございます。

　前作の『忘ぼう却きゃくの軍か神みと装甲戦姫ブリュンヒルデ』を読んでくれた人はお久しぶりです。

　この作品のテーマはヒーローです。

　主人公の秋あき人とは伝説の勇者ヒーローです。

　セリアは悲しみを背負うダークヒーローです。

　ブリジットはライダーヒーローです。

　ライダーと言っても、どこの誰かは知らないけれど誰もがみんな知っているおじさんではなく、日本一有名な飛び蹴げりをするライダー……かもしれません。

　どのみち日本のヒーローと言えばバイクですよバイク。

　バイクに乗って颯爽と現れる姿はカッコイイですね。

　ちなみに私は一度もバイクに乗った事がありません。

　最初に書いたように車もまるで運転できません。

　私は運転席に座ると足が毎秒一〇〇ピストンぐらいしちゃうビビリだからです。

　運転中は、

『じ、事故起こしちゃったらどうしませう……』

　でいっぱいです。

　運転中に話しかけられたらめっちゃ低い声で、

『話しかけるなぁあああああ！』

　とか叫ぶかもしれません。

　ちなみに私は外へ出る時はいつも徒歩か自転車です。

　でも自転車に乗っている時も、

『と、突然誰かが前に飛び出してきたらどうしませう……』

　とか思って、せっかく自転車に乗っているのにスピードはあまり出しません。

　めっちゃ安全運転です。

　私にとって自転車は速く移動する為ためというよりも、重たい物を疲れずに運ぶ物、という認識です。

　皆さんも事故には注意しましょう。注意一秒怪け我が一生ですよ。

　などとくだらない話をしている間にページが無くりました。こんなヘタレ自転車ライダーの書くヒーロー作品ですが、どうぞお付き合いください。

　それでは皆様、次は二巻で会いましょう。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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